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　　　序章　そして魔法剣士は目を覚ます







〈アラート〉を受けて、藍あい空そら遠と羽わは夜の街を走る。

　特区は実に数年ぶりの荒天に見舞われていた。激しい雷雨に制服はぐっしょりと濡ぬれ、雨水は靴の中に染しみて気持ち悪い。

　何が悲しくてこんな真夜中に出動しなければならないのだろう、と遠と羽わは思う。

　ため息は嵐にかき消され、こみ上げる不快感は苛いら立だちへと変わる。

　だから、遠と羽わの決意は既に固まっていた。

　──今夜のバグは、徹底的に壊してやる。


〈遠と羽わさん遠と羽わさん、出現ポイントに近づいてます。三百秒ほど待機してください。合流しましょう！〉



　遠と羽わの「意識」に百目鬼どうめき千ち紗さの華やかな声が響く。同時にカラフルな表情が脳裏に浮かんだ。この子、毎度おかしなテンションね……。と遠と羽わは心の中で呟く。


〈嫌よ。こんな夜、三百秒どころか三秒だって耐えられないわ。私一人ひとりで十分よ〉



　二人ふたりは秘ス匿テ通ル信スで会話をする。データは暗号化され、意識で発する声は、二人ふたりだけにしか聞こえない。


〈いえいえ遠と羽わさん。基準値の数万倍の素子が検知されてますよ？〉

〈ふうん。それはかなり危険な前兆データね。[image: さんてん][image: さんてん]ただし、制御塔のセンサーが壊れていなければだけど。前も似たようなことあったし、大したバグじゃなかったでしょ〉

〈でもでも遠と羽わさん。ガーディアンに単独行動は禁物、これはルールですよ？〉

〈ルールですって？　そのセリフ、千ち紗さにだけには言われたくないわ〉

〈ふふふ。こっそり破ってこそのルールですよ？〉

〈はいはい、分かったから。[image: さんてん][image: さんてん]とりあえず、いつも通り戦闘のバックアップお願い。あと制御塔が壊れてないか確認ね。私は私の部し活ご動とをするわ〉



〈万ばん有ゆう素そ子し〉と〈素子制御プログラム〉の開発が行われる街──特区──に出現する厄介な副産物、バグ。

　──で、私はそいつを始末し、街の安寧と秩序を維持する。

　──それが私わたし達たち〈ガーディアン〉のお仕事ってところかしら？　夜遅いのは勘弁だけど。


〈ああっ、遠と羽わさん遠と羽わさん。もう戦闘が始まっちゃってるみたいです。あんまり暴走しないでくださいね!?〉

〈分かってるって。一瞬で消し炭にするから。睡眠不足はお肌に良くないし──って、何よこれ！〉



　視界いっぱいに表示されたのは、バグと交戦しているセキュリティボット「ＥＢ‐００１」からの警告アラートだった。


『Ａ‐42地区／セキュリティレベル１で戦闘中／99・99％の確率でバグです／パターン：アンノウン／素子モード：アンノウン／戦闘に備えて下さい／戦闘に備えて下さい。戦闘に──』






　　　　　＊





〈無痛針ペインレスでのナノマシンの注入完了／言語野変換完了／指令：確保／受信完了／法第22条適用／対象を確保する／セキュリティレベル：１〉






　彼は夜空を仰ぐように倒れていた。雨は嫌がらせのように降り、雷鳴が辺りに轟とどろいている。濡ぬれた路面はどこまでも硬く、冷たい。

　そんなうら寂しい都市の路地裏で、彼は意識を失っていた。

　傍かたわらには、都市に出現した「異物」を狩る者が一体。

　機体はずんぐりと丸みを帯び、高さは成人男性の腰くらいまである。金属で覆われた表面は雨に濡ぬれて怪しく輝いている。

　機体から腕がにゅっと突き出され、一瞬にして「銃口」のような形に展開した。その直後、乾いた銃声が路地に響いた。その銃弾は空中で割れ、彼を捕らえるべくネット状に展開する。

　──しかし。

　どういう訳か、ネットは空中で二つに裂けた。

　そして、ネットが地面に落ちるよりも先に、衛兵は遙はるか後方の壁にめり込んでいた。

　この光景を見る者がいたとしたら、驚きのあまり言葉を失っているだろう。

　彼は銃弾よりも速く剣を疾はしらせ、ネットと衛兵を斬り捨てたのだ。

　──しかも、意識を失ったままで。

　全てが終わった後、彼──魔法剣士クリストフ・アークティカ──は目を覚ます。

「ここは…………？」

　目を開けた瞬間、あまりにも膨大で、あまりにも異質な情報が視界に飛び込んでくる。クリスにとってそこは、文字通りの異界だった。

　足下は黒くつなぎ目のない石畳。ずらりと並ぶ建物は王の住まう城よりも遙はるかに高く、夜空に浮かぶ「薄い板」は奇怪な文様を激しく明滅させている。

「魔女の幻術か？　それにしては……」

　妙に現実味がありすぎる──。降りしきる雨の冷たさは本物だ。たった今「機械仕じ掛かけの衛兵」を始末したが、腕に残っている斬撃の余韻も偽にせ物ものには思えない。

　クリスの肉体は「これは現実だ」と告げている。

　が、この場所はクリスの知る世界とはあまりにかけ離れている。

「それとも高位の魔女が生み出す精巧な幻術…………か？　判断がつかん」

　──現実か、幻術か。

　クリスは手元の剣をじっと見つめ、とりあえずの結論を出す。

「だがこの折れた剣は……間違いない」

　紛れもなくその剣は訓練兵に支給される貸与品であり、直前の「奴やつ」との戦闘で折れた剣だった。それに魔女が敢あえて「この切り札」ごと剣を再現するのも考えにくい。

　──となれば幻術の可能性は低いか。

　クリスはそう判断するも、不安は消えなかった。

　──だとしたら、ここはどこなのだ？

　ふと、首のあたりと頭の奥に妙な違和感があった。首は微かすかにひりつき、頭の奥はわずかに圧迫されているようだった。

「あの衛兵に、何かされたか……？」

　クリスは彼方かなたに斬り飛ばした衛兵を見やった。衛兵は胴体からひしゃげ、行動不能になっている。表面を明滅させ、甲高い奇声をまき散らしている。

〈×××××××××／×××××××××／×××──〉

「即効性ではないようだ……解げ毒どくは後回しにするか」

　首筋の違和感が気になるところだが、「麻ま痺ひ」や「痛み」などの症状が現あらわれない以上、魔法を使う意味はない。

　雷が近くで落ちた。雨足はさらに強まる。この場にいるだけで体力が削られていくようだった。状況は不明だが、クリスがすべきことは明確だった。

「雨をしのげる場所を探すか……。さすがに体力が保もたんな」

　しかしクリスが向かう先に三体、敵が現あらわれた。またも機械仕じ掛かけの衛兵だ。意味不明な言語は、仲間を呼ぶための「信号」だったのかもしれない。

　クリスは眉をひそめた。そうと分かっていれば、確実に殺しておくべきだった。

　衛兵は「虚うろ闇やみの魔王」に命を吹き込まれた怪物モンスターのように、表面を赤く明滅させる。

　明滅する赤は、危険の赤だ。

　相変わらず衛兵の音声は理解不能だが、クリスを捕らえようとしているのは明らかだ。

「応じよう。我は神聖ドミトニア公国が魔法剣士……いや、機械に名乗るも無粋。早々に叩たたき壊こわしてくれる！」

　クリスは衛兵の装甲に、重い斬撃を食らわせた。




　　　　　＊




　重く叩たたきつけるような金属音がした。

　そして次の瞬間、遠と羽わの目の前をセキュリティボットが飛んで行った。

　遠と羽わは思わず体を硬くし、立ち止まった。

　こんなこと、あり得るはずがない。いや、あってはならないのだ。

　ボットの重量は数十キロ以上ある。生身の人間では当然相手にならないし、バグを狩る備えも十分にある。「セキュリティレベル１」でも十分すぎる「武力」を持っている。

「だってのに……。何なのよ、これ」

　遠と羽わは恐る恐るボットに近づく。胴体部分がべっこりとひしゃげていた。棒状の何かで殴おう打だされたようだ。かなりの衝撃が加わっている。

　──意味不明。

　──理解不能。

　そんな四文字が遠と羽わの脳裏に躍る。

　次々とＥＢ‐００１が飛んでくる。〈増援要請／攻性プログラム許可確認／レベル７を要請中〉と悲鳴のような電子音をあげ、外部のサーバーに通信する。

「いやいや、レベル７って地対空ミサイルやレールガンクラスの兵器よ？　どうなってるのよ」

「たかがバグ処理」でそんな武力の承認が下りるはずがない。故にボットは「レベル１」での戦いを強いられているのだ。

　と、遠と羽わめがけてボットが降ってきた。反射的にプログラムを発動させた。


『攻性プログラム発動／レベル１：斥力レジスト』



　この街の大気に満ちる〈素子〉が、遠と羽わのカチューシャ──素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルに集積する。

　そして〈素子〉は素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルから送られた遠と羽わの命令コマンドに従い、「指向性を持つ力」として出力される。

　ＥＢ‐００１は〈斥力レジスト〉を受け、空中で分解した。

「うわ、やっちゃった…………」

　どのみち壊れる運命だったとはいえ、遠と羽わは最後の一押しをしてしまった形だ。

　腹立ち紛れに遠と羽わは壁の向こうを睨にらみつける。

　その先にいるのは間違いなく遠と羽わの敵だ。

　そう、〈プログラム〉の記述ミスと素子の異常集積によって出現する害悪──バグだ。


〈遠と羽わさん遠と羽わさん。その路地を左折したところに、男？　みたいなのがいます。セキュリティボットと交戦中──というか、一方的に破壊しています。ボットちゃんが可哀かわい想そう[image: さんてん][image: さんてん]〉



　バグは素子と情報データを過度に「食う」と自律的に行動するようになる。しかし、セキュリティボットを一方的に破壊する「人型のバグ」など、記録にない。


〈バグの八割はレベル１で対応可能なはずだけど[image: さんてん][image: さんてん]ってか千ち紗さ、あんた今なんて？　男？〉

〈ええ[image: さんてん][image: さんてん]通常の数万倍の素子が集積している、というのは本当みたいですね〉

〈それだけの量の素子が集積して男の形になったってこと？　だったらそこは作成者クラツカーの存在を疑うべきよ。バグというよりは「悪意のあるプログラム」じゃない〉

〈いえいえ遠と羽わさん。バグは取り込むデータによって実に様々に形状を変えます。何かの偶然が重なったのかもしれないですよ？〉



　遠と羽わは建物の陰から顔を出す。常軌を逸した光景が遠と羽わの眼前で繰り広げられていた。

　そのバグは、教科書かゲームにでも出てくるような剣を振り回していた。身にまとっているのは、恐らくは金属製の鎧よろいだ。

「うん……。間違っても特こ区この住民じゃないわ」と遠と羽わは直感する。

　そして鎧よろいは手足や胸など、体の急所を守るような軽装備だ。だから遠と羽わはバグの顔や髪型をはっきりと確認することができた。

　バグは金髪碧へき眼がんで、しかもやたら顔立ちが整った好青年だった。

　しかし好青年は、狂ったようにボットを叩たたき壊こわしている。


〈にしても[image: さんてん][image: さんてん]こんなバグってあり得るのかしら？〉

〈もしかしたら、バグがゲームのモデリングデータを取り込んだのかもしれないですね。最近のＶＲ系のゲームの作り込み、すごいんですよ。グラフィックとか、ほとんど本物です〉

〈って言われてもねえ[image: さんてん][image: さんてん]。妙に人間っぽさがあるバグね〉



　しかし遠と羽わは冷静に考え直す。世界のどこを探してもボットを次々となぎ倒し、発射されるゴム弾を剣で弾く人間などいない。どこのニンジャよ！　と思わず突っ込みたくなる。


〈遠と羽わさん。このバグ、何か格好良くないですか？　遠と羽わさんの好みのタイプでは？〉

〈こんな時に冗談はやめてよ。[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]ただのバグに格好いいも何もないでしょう〉

〈遠と羽わさん遠と羽わさん。今の間は「ふん、顔だけは良いいわね」って感じですか？　ここは、積極的にアプローチしてみては？〉

〈うざっ！　[image: さんてん][image: さんてん]ったく、どこからそんな発想が出てくるのよ。そもそも言葉が通じないわよ〉

〈ログを辿たどったんですが、あのバグには《言語変換ナノマシン》が撃ち込まれてるみたいです〉

〈冗談でしょう!?　それは人間に投与するものじゃ──〉



　言いかけて遠と羽わはバグの特性を思いだす。ひとたび自律的に行動するようになったバグは、素子と情報を無限に吸収する。人間に投与されるナノマシンでも、それが情報データであれば取り込もうとするはずだ。


〈バグが情報データを取り込んで、言葉も理解すると？〉

〈十分にあり得ます。そしてボットちゃんが可哀かわい想そうなので一旦退却させますね？〉

〈こういう時にこそボットが前に出て戦うんでしょうが〉

〈承認が下りたらまた前に出します。「レベル１」で戦い続けてもボットちゃん達たちはスクラップになるだけですから〉

〈まったく、仕方ないわね[image: さんてん][image: さんてん]〉



　もちろん遠と羽わは「殲せん滅めつ対象」のバグとお近づきになって吞のん気きにお話をするつもりは毛頭ない。

　バグは遠と羽わの安眠を妨げ、高価なボットを鉄てつ屑くずにしている。

　これを社会の害悪と言わずして、何と言おうか。

　遠と羽わは思う。破壊するしかないと。〈攻性プログラム〉を発動する準備は完了していた。


〈千ち紗さ。一応コンタクトは取るけど、ボットの出番はないわ。一気にカタをつける〉






　　　　　＊




「少し判断を誤ったか。一気にカタをつけよう」

　クリスは首筋を撫なでながら、次の作戦を考える。

　頭の違和感は痛みへと変わっていた。回復か解げ毒どくの魔術を発動したいところだが、衛兵が次々と押し寄せ、思うようにならない。

　──ならば先手必勝。焼き払った方が早いか。

　と、クリスが魔術の「詠唱」をしようとした時、潮が引くように衛兵は姿を消した。その代わりに女が建物の陰から現あらわれた。一見して女は年若く、クリスとほぼ同年代に見えた。

「なな…………何と冒ぼう瀆とく的てきな！　あの格好はあまりにも」

　危険だった。

　まず短いスカートから露ろ出しゆつするふとももが危険だ。雨に濡ぬれ、体にぴったりとはりついた上衣も危険だ。上衣が透け、下着の柄がはっきりと見える。こんなことでは間違いなく神の怒りに触れる。危険きわまりない。

「ぐぬっ……！　性的刺激はマナを消耗させるという……。奴やつは敢あえてあの格好をしているに違いない。九割九分、闇の魔女だ」

「歩く冒ぼう瀆とく」がクリスに迫る。

　諸もろ々もろのことに不慣れなクリスには少女を直視できない。雨に濡ぬれ、脚にぴったりとはりついた布地から覗のぞく白いふとももは、あまりにも刺激が強い。

「貴様……俺に近づくな…………！」

　少女は何事かをクリスに告げる。

「×××、××××××」

「こやつめ……何を言っているんだ…………？」

　全く聞き覚えのない言葉だ。クリスの祖国である「ドミトニア公国」の言語でもなければ、「ガルフレイド大陸」の諸国のものでもない。まさに「未踏の地」の言語だ。

　しかし状況が急激に変化した。悪化の一途を辿たどっていた頭痛が噓うそのように治まり──同時に、不明だった言語が理解できるようになっていった。

「あんた×××××い××。弁償しなさいよ。とか言っても、どうせバグだったわね」

「……貴様、何者だ」

　クリスは自らが発した「貴様、何者だ」という言葉に驚く。

　自分が、ドミトニア公国のものとは違う「言葉」を喋しやべっていたからだ。唇が勝手に動き、異なる言語を「翻訳」したようだった。

「この『言葉』を変える魔術……なるほど。〝トランゲン異語接続〟か」

　クリスには心当たりがあった。外交官や商人がよく使用する、汎用の翻訳魔術だ。

「…………まてよ？　〝トランゲン異語接続〟の発動には、双方の名前と血液、互いの言葉で記された辞書が必要なはず。闇の魔女よ！　俺の血と名を盗んだか！」

　クリスは威圧するように問いかける。が、魔女の返事は要領を得ない。

「言葉が通じたと思ったらいきなりそれ？　意味分かんないし、あたし魔女じゃないし」

　と魔女は憤いきどおった口調で噓うそをつく。

「何を言うか、白々しい奴やつめ。言葉を変える魔術に淫いん靡びな衣装！　違うとは言わせんぞ！」

「いんっ…………はああ？　これのどこが『淫いん靡びな衣装』なのよ!?」

　と言いつつ、魔女は恥じらう生娘が如ごとく、濡ぬれて下着が透けた胸元を隠す。しかし左右の腕が胸を圧迫し、谷間が無闇に強調される。淫いん靡びな度合いに拍車がかかった。

「むうう……！　さらに淫いん猥わいな仕草でマナを削るとは！　狡こう猾かつなり！」

　魔女は火がついたような顔で怒りを露あらわにする。

「ぶっっ──────ころす！　何なのよいきなり！　やっぱりこんなバグと意思疎通なんて無理無理無理！　素子のカケラも残さずブッ消してやるわ！」

「貴様、俺を愚弄するか！　俺は『バグ』などではない！　我が名はクリストフ・アークティカ。神聖ドミトニア公国は第五十二期訓練隊所属の、」

「うるさいばーか！　『あんたのファンタジー設定』では、私は『悪い魔女』なんでしょう？　でも本当は立場は逆。あんたは世界の害悪──バグで、消される対象なのよ」

　その言葉にクリスの中で「何か」が切り替わった。

　心を静め、剣を構える。

　クリスは「神聖ドミトニア公国」の魔法剣士であり、あの「地獄の訓練」を経た自負もある。

　──故に、この戦いを受けない理由はない。

　──否。この戦いから逃れるは、恥である。

「ならば応えよう。我は神聖ドミトニア公国が魔法剣士、クリストフ・アークティカ。神の御名において剣を執る者なり！　闇の魔女よ、覚悟せよ！」

「……実にドン・キホーテな剣士様ね。神なんていないし、あんたもここでデッドエンドよ！」

　魔女の周囲に「光の粒」が出現した。

　一見するとそれは魔術の源泉である〝マナ〟に似ている。が、決定的に違うところがあった。マナは澄んだ湖面のように青いが、少女の周囲に沸き立つ「光の粒」は血のように赤い。

　何が飛び出すかは分からない。が、何かが飛び出すのは間違いない。

　──故に戦士としての本能は、クリスに「戦いに備えよ」と告げる。

　クリスもまた、体内の魔ま導どう機き構こうに神経を集中させる。

　だが。〝魔ま導どう機き構こう〟はマナを感知しなかった。

「まさか……〝スタッガムマナの枯渇地〟か!?」

　魔女の目つきや呼吸からは禍まが々まがしいまでの殺気が滲にじんでいた。クリスは一瞬、ひやりと肝が冷えるような感覚になる。「光の粒」が輝きを増す。

　そして耳みみ障ざわりな振動音。周囲の「塔」が震えているらしい。

　──もしや、街自体に魔力を供給する「魔ま導どう具ぐ」が設置されているのか？

「魔ま導どう具ぐ」から出力される「光の粒」が、少女の近くに集積している。特に髪飾りの辺りが妙に発光しているようだった。

　この場所にはクリスが知っている魔術の源──マナ──は存在しない。

　だが魔女は「魔術に似た何か」を行使しようとしている。





『コード設定完了／位置情報フィックス／オブジェクト設定完了／制御塔──端末間供給リンク完了／攻性プログラム発動：渦焰ヴオルテクス』






　魔女が奇怪な「詠唱」を終えると、掌てのひらから黒い炎が出現する。綿菓子を編むような手つきで、両腕を天に掲げる。炎はまるで生き物のように、少女の腕の動きに連動しながら勢いを増す。

　彼我の距離はおよそ十歩。クリスの肌は灼やけるように熱い。

「『神の名』はおろか『悪魔』の名さえも告げぬとはな。『魔法の理ことわり』さえも冒ぼう瀆とくするか」

　クリスが発したのは「ガルフレイド大陸」においてはごく常識的な言葉だった。が、魔女の反応は冷淡そのものだった。

「ごちゃごちゃうっさい奴やつね……。これは魔法じゃない」

「では何だ！」

「〈攻性プログラム〉よ。あんたを消すためのね」

「ふざけ────」

　言い終わる前に、クリスの視界が地獄のような業ごう火かで埋め尽くされた。




　　　　　＊




　大気中の素子が遠と羽わの命令コマンドに応え〈雷撃スパーク〉を発動する。──が、バグは〈雷撃スパーク〉の特性を見切っているようだ。ＥＢ‐００１の残ざん骸がいを宙に蹴り上げ、〈雷撃スパーク〉を弾はじいた。

「ちっ……腹立つわね」

　渦焰ヴオルテクス／斥力レジスト／氷結アイスウオール／雷撃スパーク──遠と羽わが試した〈攻性プログラム〉はことごとく弾はじかれていった。

　しかも、敵は何らかの防護フィールドを展開させている。バグは自らの意志で〈防性プログラム〉を発動させているのだ。

　──こんなの、絶対にあり得ない。

　雨が降る夜に出動してよかった、と遠と羽わは思う。未知のバグの出現に冷や汗が止らないからだ。

「バグにしてはよくできてるわね。普通だったら『素子のブロック』を飛ばしてくる程度なんだけど……！」

　特区で〈素子制御プログラム〉を行使するには〈ウェアラブル〉端末が必要だ。各端末は厳重に管理されていて、承認を得なければ行使するプログラムのレベルを上げることもできない。

　ただのバグが、高度なプログラムを発動できるはずがないのだ。

　しかし目の前のバグが出すプログラムは妙に高度だ。

　しかもバグは「魔術」だと言う。

　考えられることは一つだけだ。

　高度に発達したバグは〈情報〉を食い、〈素子〉を集積させる。千ち紗さが言ったように、バグが未知のデータを食った可能性が一番高い。


〈ちょっと千ち紗さ、このバグ、マジでおかしいわ。千ち紗さが作った例のやつ、出せる？〉

〈ふふふ。この時を待っていました。──もちろんオーケーです〉



　遠と羽わが網膜ディスプレイを操作し、〈ウェアラブル〉に新しいプログラムを認識させる。そして、男に言わせるところの「奇怪な魔術詠唱」をする。





『コード設定完了／位置情報フィックス／オブジェクト設定完了／制御塔──端末間供給リンク完了／発動レベル上昇：レベル３／攻性プログラム発動：迅雷アロウズ』






　遠と羽わの髪飾りを中心に黄色い光が満ちる。刺すような黄色は「万ばん有ゆう素そ子し」であり、プログラムが命じるままに、形を整える。夜の闇に八本の「光の矢」が生成される。〈迅雷アロウズ〉の名の如ごとく、逃げる隙すら与えずに対象に高圧電流を与える武器だ。

「また、面妖な魔術を……」

　と、言うとバグは「言語」を切り替え、何事かを喋しやべりだす。

　それは遠と羽わにも理解できない言葉だった。

　──あれが、魔法ってやつかしら？

　もちろん特区にはそんなインチキめいた力は存在しない。バグが魔法と言っているものは紛れもなく〈プログラム〉のはずだ。

　遠と羽わは男が動きだすよりも先に矢を放った。白く焼き付くような光が視界に広がる。地面を揺るがす爆音が一帯に響く。

　──今度こそやったわ。

　何せ遠と羽わが発動させたのは人間への使用が禁止されているレベル３だ。人間であれば即死する。まして敵はプログラムで動く〈バグ〉だ。奴やつを構成している〈素子〉がバラバラになってもおかしくない。

　しかし、バグは重力に反するような動きで飛び上がり、折れた剣で〈迅雷アロウズ〉を叩たたきつけるように破壊する。

　ＥＢ‐００１を屠ほふった時のように、恐ろしいまでの身体能力を発揮し、八本の矢はあっけなく弾はじかれる。

「攻性レベル３のプログラムよ？　どうなってるの……」

　迅雷アロウズは千ち紗さが開発した最新の〈攻性プログラム〉だった。「委員会」がプログラムの利用許可を下ろすのを散々渋ったレベル３の攻撃が、全く効果がなかった。

「貴様は阿あ呆ほうか。今のはただの魔術防壁の応用だ。魔女のくせにそんなことも知らんのか」

「だから、魔女じゃないっての──」

　男が消えた。

　次の瞬間には男は目の前に現あらわれ、剣を振る。

「な──────っ！」

　遠と羽わは今──身体強化プログラムフイジカルブースター──を発動させている。反応速度や単純な筋力は、常人の百倍程度に引き上げられている。

　その遠と羽わの反応が遅れているのだ。

　すんでのところで、敵の剣が弾はじかれた。

　敵が瞠どう目もくする。奴やつの目には「見えない何か」が攻撃を防いだように映ったのだろう。


〈遠と羽わさん、今のはかなりまずかったですね〉



　千ち紗さからの通信。やはり、千ち紗さの声もうわずっている。


〈助かったわ。このバグ、ほんとどうかしてる〉



　男の攻撃を弾はじいたのは、近くで待機する千ち紗さが発動させた〈防壁〉だった。

〈攻性プログラム〉を使う遠と羽わとは逆に、千ち紗さは〈防性プログラム〉と〈解析〉を担当しているのだ。

「貴様……何をした」

「さあ、何かしらね？」

「おおかた『魔女の眷けん属ぞく』でも飼い慣らしているのだろう。貴様が闇の魔女であることは、その淫いん靡びな衣装からも察しがついている」


〈また淫いん靡びって[image: さんてん][image: さんてん]！　もう二回目よ！　このバグ、馬ば鹿かなんじゃないの？〉

〈確かに遠と羽わさんの制服は濡ぬれ濡ぬれで透け透けで淫いん靡びかも？　それより、彼はもしかしたら制服フェチの変態さんなのでは？　遠と羽わさんのぱんつを見せてあげれば許してくれるかもしれませんよ？〉

〈[image: さんてん][image: さんてん]気持ち悪っ〉



　と、冗談を言いあうのもそれくらいが限界だった。

「ハッ────！」

　さらに男が斬撃を繰り出す。精度の高い攻撃は、確実に遠と羽わの命に狙いを定めている。

　一撃でも受ければ、致命傷は避けられない。

　これほどの〈バグ〉が存在するのか？　という疑念が頭を過よぎるが、もはやそれどころではない。

　戦端は既に開かれているのだから。


『攻性プログラム発動：振動刃ブレード』



　間合いを詰められた状態での飛び道具は不利だ。咄とつ嗟さに判断した遠と羽わは、空間中に不可視の刃──高速で振動する刃──を生成させた。

　敵が踏み込む。表情が苦痛に歪ゆがむ。刃が男の腕を切り裂いたのだ。

　ようやくバグに一撃を食らわせることができた。しかしそれまでだった。

　男が何事か──恐らく自己修復用のプログラムだろう──を呟つぶやくと、ざくりと拡ひろがった傷口が瞬時に塞ふさがった。

　そしてバグが剣を振る。不可視の刃はあっけなく吹き飛ばされた。

　路地に転がり込むように遠と羽わは退避する。

　今はもう、認めるしかない。

　この敵バグは、かつてないほどに強い。

　レベル３程度のプログラムでは全く歯が立たないのだ。


〈遠と羽わさん。やっと承認が下りました。ボットの警戒レベルを５つ上げます〉






　　　　　＊




　再び路地の奥から出現したのは、機械仕じ掛かけの衛兵だった。二体いる。

「何度やっても同じことだ」

「ええ……そうかも知れないわね」

　クリスは訝いぶかしんだ。言葉の裏を読めば、衛兵の何かが変わった。あるいは、何かを変えたのだろう。そうでなければ一度敗走した「機械仕じ掛かけの衛兵」を再び前に出す意味はない。

　衛兵の右腕が変形し、細長い円筒状に展開する。そして「ガチャリ」と内部の機構が動く音。

　それは魔術を封入した銃弾を射出する武器──魔法銃に似ていた。

　クリスは反射的にビルの壁を跳躍した。


『バグ殲せん滅めつプログラム／コードネーム：Nemesis』



　けたたましい銃声が路地に響く。クリスが立っていた場所に無数の穴が穿うがたれる。手て練だれの弓兵さえも思わず逃げ出すような、凄すさまじい威力だ。

　そして背後から五体の衛兵が出現した。五体は銃弾を装塡し、銃口を向ける。

　建物の上からも五体現あらわれた。それぞれが『バグ殲せん滅めつプログラム』の発動を告げ、臨戦態勢に入る。

　──十二体の衛兵がクリスの四方八方を囲んでいた。

　そして発砲。

　クリスは瞬時に判断した。間に合わない。

『リダクト魔導壁！』

　ガリガリガリガリッと嫌な音を出し、魔術防壁が削られていく。耐えきれず〝リダクト魔導壁〟を連続して発動させる。

　と、クリスの左手が青く明滅した。危惧していたことが、ついに起こってしまった。

「……やはり魔ま導どう機き構こうのマナだけでは戦いにならんな」

　魔法剣士は魔術を制御・発動する〝魔導機構〟を体内に埋め込んでいる。

　周囲からマナが供給されない環境では、手の甲に紋様が浮かぶ。そして魔ま導どう機き構こうにストックされたマナが一定以下に減ると、術者に警告するのだ。

　──このままでは魔術が使えなくなるぞ、と。

「ガルフレイド大陸」では、大気中のマナを併用しながら魔術を発動させるので、通常の戦闘では警告が出ることはほとんどない。

　そう、クリスはこの戦闘で魔ま導どう機き構こうのマナを使いすぎてしまったのだ。

　このままではじり貧だ。使える魔術の回数は、およそ三回程度だろう。

　やむを得ずクリスは攻撃に転じることにした。「ドミトニア語」で省略詠唱する。




「──我が名は『クリストフ・アークティカ』。神の御名は『マルヴァ』。乞こうなり。我に力を与えん」




〝マルヴァ〟発動と同時に右腕の紋様の一部が消滅した。残り回数は、あと二回だ。

　マナの絶対量が足りないため、〝マルヴァ〟の威力は最大時の一割にも満たない。それでも、衛兵を鉄てつ屑くずにする程度なら十分だ。

「ハッ！」

　魔術の源──マナを宿らせた剣身が光る。

　剣が奔はしる。衝撃波が雨粒を、夜を切り裂き、三体の衛兵が上下に切り離される。内部の液体が血液のように噴き出して機能を停止させた。

　四体目の衛兵が奇怪な音声を発し、歪いびつな形の砲台を虚こ空くうに生成した。

　キィィィインンという耳鳴りのような音。クリスの足下に風穴が空いた。クリスの世界には存在しない兵器──光の矢だ。

　だが直線的な攻撃は、砲台の角度を見極めさえすれば当たらない。

　──追加の省略詠唱。

〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟だ。肉体を強化させ、加速させる時限性の魔術だ。残すはあと一回分。

　灼やくような「光の矢」を紙一重の距離で躱かわし、四体目を一撃で粉砕する。

　五体目、六体目を両断し、七体目を枯れ枝の如ごとく粉砕した。

　衛兵を援護すべく、魔女が雷の矢を放つ。クリスは魔力をまとった剣で矢を叩たたき落おとす。

　──奴やつに比べればまるで遊び稽古だ。

　──だが殺す。

　腰に装備していた予備の短剣を魔女の喉元に投げつける。

　案の定、見えない壁が魔女を守った。闇の眷けん属ぞくだ。その姿は未いまだ見えない。位置も不明だ。が、眷けん属ぞくの特性も分かってきた。補助魔法の使い手だろう。積極的に攻撃をしかけてこないのはそのためだ。

　クリスはそう推測し、魔女に果敢に踏み込もうとする。

　そこに立ちはだかるのは八体目だ。しかし〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟によって鬼神の如ごとく肉体を強化したクリスの前に、衛兵はあまりに無力だった。一撃で粉砕された。

　九、十体目が同時に迫る。すかさず九体目の背後に回り込み、蹴りを入れる。怒り狂ったように衛兵が「光の矢」を乱射する。しかし射線上にクリスはいない。

　誤射で十体目の胴体に風穴が空く。それを見届けてから、九体目の衛兵の首を刎はねた。

　残り、二体だ。そして使える魔術は、残り一つだ。

　衛兵は誤射を恐れたのか、「光の矢」を使うのを止める。

　そこに生じた一瞬の間を見逃さなかった。クリスは十一体目を始末し、魔女に迫る。

「────うおお！」

　夜を裂く一いつ閃せん。魔女はすんでのところで躱かわす──あるいは、無様に転ぶ。魔女は何かを「詠唱」するも、狼ろう狽ばいしているせいか何も起こらない。

「いや…………っ！」

　魔女がクリスから退避する。表情にはくっきりと二種類の感情──驚きよう愕がくと恐怖──が浮かんでいた。

　しかしクリスに慈悲はない。異邦の魔女であっても知らないとは言わせない。魔法剣士たるクリスが戦いを受けた覚悟と、その意味を。

　クリスは斬りつける。不可視の壁が攻撃を防ぐ。それでも構わず斬りつける。

「その芸も飽きた。壁ごと壊してやる」

　壁が壊れそうになったタイミングで十二体目が銃弾を撃ち込んでくる。しかし〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟で加速されたクリスの視界は、銃弾を全て見切った。

　──次の瞬間、衛兵の動きが止まった。

　そして〈未想定の戦闘パターン／解析不能／処理不能〉と叫びながらその場でくるくると回転する。衛兵は「大量の銃弾が剣で弾はじかれる」という未知の事態にフリーズしたのだ。

「愚鈍なり。貴様の『想定』とやらはその程度か」

　最後の一体の胴を貫く。衛兵は吐血のようにオイルを漏らし、ばったりと前に倒れる。

「……こうなったら、最後の手段………………!!」

　魔女がギリギリと歯を食いしばり、血走った目でクリスを睨にらみつける。

「マナのようなもの」が火花を散らすように輝く。最大級の魔術──本人曰いわくプログラム──を発動させるつもりなのだろう。

[image: ]

「ふむ。良いい覚悟だ。いざ、尋常に────」

　クリスは途中で言葉を切った。不意打ち上等、無礼な魔女に尽くす礼など、存在しない。

〝ヴァルスターク罪科の足枷〟の省略詠唱。クリスの周囲、半径二十メートルほどの範囲に魔術円環が浮かぶ。青白く発光する円環には、古代文字の呪じゆ詛そが書かれている。

　魔女が戸惑った表情になる。

〝ヴァルスターク罪科の足枷〟は敵の動きを鈍らせる効果がある。全身に重石おもしを乗せられたような感覚に陥り、魔術の耐性がないものは半日以上身動きが取れなくなる場合もある。

　クリスはマナを全て使い果たし、魔法が使えない「魔法剣士」になってしまったが、その見返りは大きい。

　なぜなら「魔女の眷けん属ぞく」も円環に取り込まれ、同じ状態になっているはずだ。魔術防壁を発動させるには、時間がかかるだろう。

「覚悟せよ──────!!」

　クリスはそびえ立つ建物を三角に飛び、魔女の頭上に跳躍する。

　敵を拘束する〝ヴァルスターク罪科の足枷〟、術者を加速させる〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟。二つの魔術によって両者の「速度差」は圧倒的に広がっている。この接近戦で、速度の差はそのまま戦力の差となる。

　狙いは心臓。一突きで魔女は絶命するだろう。

　怯おびえる顔が見えた。目線が交錯する。瞳が揺れ、表情は恐怖に歪ゆがんでいる。

　脚が小刻みに震えていた。きっと雨の冷えではない。少女は腰が抜けそうなところをどうにか堪こらえている。

　──何かが違う。

　妙な違和感があった。少女は魔術を使い、眷けん属ぞくをも従えている。が、その一方で戦闘の経験はあまりにも少ない。まるでただの村娘だ。

　違和感は疑念に変わる。

　──怯おびえきったこの女を本当に殺すべきだろうか？

　と、クリスはほんの一瞬、逡しゆん巡じゆんした。

　その刹那、「間に合ったああああ!!」の叫び声とともに剣が「見えない力」に防がれた。

　声の方向に視線を走らせる。魔女よりも小さな背丈の少女が立っていた。

　──奴やつが眷けん属ぞく？

　判断する時間も惜しかった。少女は衛兵の片腕──銃を構えていた。さらに、破壊した十数体の衛兵の腕が、いつの間にかクリスに向けられていた。


『銃フ撃ア開イ始ア』



　眷けん属ぞくが呟つぶやく。殺したはずの衛兵の腕が起動し、クリスに集中砲火する。

　マナが切れた今〝リダクト魔導壁〟は使えない。やむを得ず建物の陰に逃れた。

「よくもやってくれたわね…………！　制服ボロボロよ！」

　魔女の全身から、刺すような殺気が漂う。そして黒い炎が魔女の頭上に出現した。

「侮あなどるな！　まだ〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟は効きいている」

　クリスは呼吸を止め、炎を防ぐ覚悟を決める。が、背後に「闇の眷けん属ぞく」が出現した。いつの間にか回り込まれていたのだ。

「なっ…………！」

　闇の眷けん属ぞくがクリスの背中にしがみつき、『Ｅ‐01実行』と告げる。

　クリスの剣が叩たたき落おとされた。

　次に魔女がクリスに正面から抱きつき『Ｅ‐02実行』と言う。二人ふたりの両手両足がロックされた。次にクリスを襲ったのは、強烈な重力だ。〝ヴァルスターク罪科の足枷〟が比にならないほどの強い力が全身にかかる。

　押し倒されるようにして、クリスは背中から地面に叩たたきつけられた。しかも押しつけられた胸は驚く程に柔らかかった。眼前に迫る胸に、クリスは呼吸が止まりそうになる。

　──これも魔女の計略かっ……!!

　そして魔女は妖しげな笑みをたたえ、耳の奥を舐なめるような声で囁ささやく。

「やっと捕まえた。素子に分ば解らされる覚悟はできたかしら？」

　魔女の右腕が光り、雷のような衝撃が全身に走る。クリスは意識を失った。




　　　　　＊




　──情報データが欲しい。

　名無しアンノウンは声を出す。委員会が『次元ポート』と名付けた空間の向こう側で。

　──言葉データが欲しい。

　名無しアンノウンは思う。

　万ばん有ゆう素そ子しの集積体にとって、データこそが全てだった。

　データが彼女、あるいは彼の体と意識をデザインし、「万ばん有ゆう素そ子し」が具現化する。

　体は素子でできている。

　故に彼、あるいは彼女は知識を欲ほつする。

　この世界には存在しない、新しい知識を。

『異世界の人間』は、新しい情報を持っている。

　だから名前がないバグはこう思う。




　──彼データが欲しい。













　　　一章　その家の食事がゲーベルグならゲーベルグを食え







「馬ば鹿か野郎！　戦闘時の心得を言え！」

　鬼教官のアードベッグが気勢をあげる。

「敵と己の力量を見極める！　勝てない戦はしない！」

　訓練兵のメリダが、声を張って答える。

「そうだ！　では、そのためにお前が今すべきことは何だ！」

「索敵魔法を絶やさず、敵をいち早く発見することであります！」

「馬ば鹿か野郎！　分かっていてなぜ実行に移さない！　定時報告は索敵班の義務だ！」

　次の瞬間、アードベッグの鉄拳が炸さく裂れつする。

「……ったく、ひでえ訓練だぜ。一回くらい別に良いいだろ。この辺りのモンスターなんて、たかが知れてるんだしよ」

　と、メリダの遙はるか後方を歩くエドがぼやく。強気な言葉の割には息も絶え絶えだ。メリダだけではなく、訓練部隊の疲労は既にピークに達しているのだ。

　それもそのはずで、無闇に重い魔法銃や、耐久性だけが自慢の旧式の鎧よろいなど、訓練部隊はあえての重装備で連日のように歩かされているのだ。

　しかしエドの隣を歩くクリストフ・アークティカは、平然とした口調で諭す。

「訓練とはいえ油断をするな。書物によれば『虚うろ闇やみの魔王』の居城付近ではこの装備でも足りないらしいぞ」

「……さすが同期一の堅物にして出世頭だ。言うことが違うねえ」

「ふざけるな。魔物は常に俺おれ達たちを狙っている。俺おれ達たちは常に最前線にいることを忘れるな」

　クリスは至って真ま面じ目めな顔だ。しかしエドはため息交じりに反論する。

「最前線つっても、ここはガチガチに防備を固めた王都の山の中だぞ。気張ることもないだろ」

「そうとも言えんぞ……。南の方角からはオークの体臭がする。東側からは不規則で重い足音だ。恐らくは熊が『ラボラスのキノコ』を食って酩めい酊ていしているのだろう」

「索敵魔法が届かない距離のモンスターが分かるのか？　お前は野生児か……」

「訓練次第では誰にでもできる。『音』や『匂い』もまた状況を判断する材料になるからな」

「すげえ……。ところでお前は来週の『授位式』で終わりだよな。訓練部隊ここを出たらどうするつもりだ？　敵討ちの旅にでも？」

　クリスは端的で簡潔な返答をする。

「ギルドに入り情報と仲間を集め、実力をつける。本当は今すぐにでも復ふく讐しゆうを果たしたいところだがな……」

　地獄のカリキュラムを経て「剣と魔術」の技能を身につけた者には、選択肢が与えられる。王都を守る衛兵に、治安を維持する憲兵、前線で戦う尖せん兵ぺい……。

　そして──組織から離れて魔王の首を直接狙う「魔法剣士」だ。

　理屈の上では、訓練を経た者は全て「魔法剣士」だ。が、人はある種の畏怖を込めて最後の選択をした者を本当の意味で「魔法剣士」と呼ぶ。

　優秀な成績を残したクリスであれば、国王直属の衛兵や騎士になることもできた。望めば名家の剣術指南役としての穏やかな人生もあったはずだ。

　──当然、クリスにその選択肢はない。

　それだけの理由が、クリスにはあるのだ。

「…………健闘を祈る。お前のような奴やつが魔王を討つと信じてるからな」

「健闘を祈る。互いにな。エドはこれからどうするんだ？」

「これから？　差し当たって訓練をさっさと終わらせる。んで、飯をたらふく食う」

「お前の『これから』はその程度か？」クリスは苦笑いし、エドを励ます。

「あと半はん刻ときもすれば王都だ。我慢しろ」

「コルテス酒場の飯……。霜降りオークの炙あぶり肉、特製スパイスとガーゴイルの姿焼き、エルフ店員のたわわなおっぱい。あの制服……最高だ。なあ、クリスも一緒に行こうぜ」

「いや、やめておく」

　クリスは即答で断る。

　魔法剣士としての「力」が削そがれることは徹底的に避けるのがクリスのやり方だ。

「俺は狩りをする。店で売っているものばかり食っていると『勘』が鈍るからな」

「お前ってほんと世間知らずつうか野生児つうか……。たまには店で飯を食えよ。俺はミーアちゃんのおっぱいが気になって仕方がないが」

「やれやれ、貴様は食欲か性欲だけだな。そんなことではいつまでたっても──────」




〝右腕〟が震えた。




　隊列の最前に立つアードベッグが「馬ば鹿か野郎！」と雄お叫たけびをあげる。

「敵襲！　散開、散開！」

　訓練生が誰ともなく声を上げる。列が左右に展開し、クリスの視界がさっと開ける。

　禍まが々まがしい化け物が立っていた。王立図書館の書物によれば、その化け物の耐久力は万本の剣を弾はじき、攻撃魔法は逆効果でさえある。高さはクリスの背丈の四、五倍あり、重量は不明。

「ゴーレム……。いや、デスゴーレムか？　信じられん、なぜ奴やつがこんな所に？　メリダの索敵魔法も反応がなかったはずだろ？」

　エドが呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「……だから言っただろう。俺おれ達たちは最前線にいるのだと」

　とはいえ、クリスもこの状況を摑つかみかねている。デスゴーレムはどういう訳か、索敵魔法の範囲外から突如として単体で現あらわれたのだ。しかも転移魔法の前兆すらなかった。まさに前ぜん代だい未み聞もんの事態だ。一体、誰の差し金なのだ──？

　否。問題はそれだけではない。仮に何者かの差し金だとして、なぜ奴をこの場所に出現させたのだ？




　──殺せ。

　──今すぐ奴を殺せ。

　──殺さなければ、奴がお前を殺す。




　腕の刻印は震え、クリスの頭には「殺せ」の呪詛が響く。

「もはや疑いようがない。奴は…………!!」

　奴と戦うべく、クリスは剣を抜こうとする。

「お……おい、クリス。お前、急にどうしちまっ────」

　エドの言葉をかき消すように、アードベッグが部隊に命令を告げる。

「訓練兵は撤退だ！　貴様らは急いで王都に戻り、増援を要請せよ！」

「教官！　俺おれ達たちは戦えます！」

　前衛にいた少年が威勢良く声を出す。

「馬ば鹿か野郎！　命令違反者は俺がこの場で殺す！　貴様等は撤退だ！」

　馬ば鹿か野郎！　が口癖の鬼教官はいつも以上に厳しい口調で命令する。

　少年達たちは戸惑った表情になる。なぜ戦わないのか、と。

　──肩慣らしとばかりに怪物が腕を振るう。

　反応が遅れたメリダが直撃を食らい、木こっ端ぱのように吹き飛ばされる。

「馬ば鹿か野郎！　メリダ、何をしている！　エドはメリダを運べ！　クリストフは奴やつを回復させろ！　他の者は何をやっている！　死にたくなければさっさと撤退だ！」

　無残に叩たたきつけられたメリダの姿に、未熟な少年達たちはようやく事態の深刻さに気づく。

　デスゴーレムは王立研究機関が指定する「最上位危険種」の一つだ。ただの「ゴーレム」と外見は似ているが、中身は完全に別物だ。間違っても訓練生の手に負える敵ではない。

　アードベッグがデスゴーレムに剣を構える。

　奴やつの注意が鬼教官に向いたのを見計らい、エドはメリダを回収した。

　同時にアードベッグが呪文を詠唱すると、光の輪がデスゴーレムに絡からみつく。当然それは気休めだ。デスゴーレムの剛力はそれを凌りよう駕がする。

　ほとんど時間をかけずに、光の輪が破壊される。

　アードベッグは繰り返し同じ呪文を繰り出しながら、命令する。

「クリストフ！　持って二十秒だ。それまでに何とかしろ！」

　だがメリダは全身が複雑に骨折していた。呼吸の音もおかしい。クリスの「省略詠唱」でメリダを回復させることは、ほとんど絶望的だった。

「こうなったら俺が何とかします。教官は、メリダを回復させてください」

「馬ば鹿か野郎！　あの化け物をお前なんぞに任せられるか！」

「この『二者一殺の刻印』を！　間違いなく、奴やつです！」

　クリスは袖をまくり上げ、アードベッグに「刻印」を見せつけた。

　鬼教官は得も言われぬ表情を浮かべ、絞るような声で言う。

「糞くそったれが……！　何て巡り合わせだ……神も糞くそもあったもんじゃねえな、馬ば鹿か野郎！」

　クリスの右腕は震えている。

　何も知らぬ者には、恐怖による震えと見分けがつかないだろう。

　だが、そうではない。これは呪いなのだ。右腕に刻まれた刻印は、デスゴーレムの接近をクリスに報しらせるための魔術だ。ぼんやりと赤く光る右腕の「刻印」は、クリスかデスゴーレム、どちらかが死ぬまで消えることはない。

　二者一殺の刻印は術者に『殺せ』と囁ささやく。

　同時に刻印の影響も受け、クリスを殺す衝動にかられているはずだ。

「奴やつは俺が殺さなければならない。教官は、メリダを」

「お前がこの俺に指図するとは、偉くなったもんだな。……命令だ。貴様は絶対に死ぬな。訓練兵の主席を死なせたら俺がクビになっちまう。メリダが回復したら、すぐに撤退だ」

　アードベッグとクリスは、立ち位置を交換する。アードベッグは後退し、メリダの回復に。剣を抜いたクリスは、デスゴーレムと対たい峙じする。

　恐怖は微み塵じんもない。むしろクリスは、殺意の衝動を抑えられずにいる。

「おいおい、正義の魔法剣士さんよ。俺にもやらせろよ」

　エドが軽口とともに剣を抜く。

「何だと？　その脚の震えは何だ」

「馬ば鹿かを言うな。名を上げる好機に興奮しているんだ。奴やつを殺して、ミーアちゃんの巨乳とハートを摑つか」巨大な土つち塊くれが間合いを詰め、残像すら残らぬ速さで拳が落とされる。

　風圧だけで人が死ぬ一撃がクリスを襲う。

　全身が軋きしむ。全力で防御姿勢を取っていなければ、意識ごと刈り取られていた。

　インパクトの瞬間、防御魔法を処置していなければ危なかった。

　腕の骨にヒビが入り、軽い脳のう震しん盪とうと足腰の腱けんの断裂が少々。背骨が何本か、圧力で歪ゆがんだ。

　だが何の問題もない。こんな傷ごとき、今のクリスには何一つ問題ないのだ。

「接近戦は無理だ！　離れろ！」

　エドが省略詠唱し、クリスのダメージを気休め程度に回復させ、そして自分にわずかばかりの防御魔法を展開する。

「速さも重さも半はん端ぱねえな……。今のだって、お前じゃなかったら死んでる」

「当たり前だ。俺は奴やつを殺そうとしている。奴やつが俺を狙うのは物事の道理だ。エド、次はお前の番だ。巨乳エルフに土産みやげ話ばなしを聞かせるんだろう」

「おいおい、殺す気かよ……」

「乳のために死ねとは言わん。〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟を完全詠唱する時間を稼げと言っているのだ」

「完全詠唱だと!?　それすんげー時間かかるだろうが。死んだら化けて出るからな」

「そうなれば、俺の初仕事は『巨乳エルフにつきまとう亡霊退治』になるだけだ」

「ははっ、真ま面じ目めな顔で冗談キツいぜ。つっても、ミーアちゃんの入浴シーンが見られるなら死んでもいいか？」

　軽薄なセリフとは裏腹に、エドは果敢に切り込む。鮮やかな一撃を食らわせ、即座に距離を取る戦法だ。時間を稼ぐには最適の戦い方だ。

　クリスは荒ぶる呼吸を強引に抑え、精神を集中させる。




「……遙はるかなる大地、無辺なる空、永えい劫ごうの神界に眠りし者達たち。今ここに神域を汚す邪悪あり。我、欲ほつするは汝なんじの力。我、請こうは、血の盟約。我、欲ほつするは乱神の憤ふん怒ぬ。血、穢けがれ、破壊。無法なる邪悪の名は『デスゴーレム』。我は問う。殺すべきか、殺さざるべきか…………」

「クリス！　長いぞ！　早くしろ！　死ぬ！　死ぬ！」




　大気に散らばる「マナ」が連鎖的に反応する。クリスの周囲が青白く光り、小さな稲光が弾はじけるような音を立てる。

「我が名は『クリストフ・アークティカ』。神の御名は〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟。今ここに汝なんじに代わりて死の鉄てつ槌ついを下す」

　体内に埋められた魔ま導どう機き構こうに、魔力の根源であるマナ。そして魔術の「詠唱」が合わさることで呪文は発動する。

「完全詠唱」が終わると同時にクリスが跳ねた。巻き起こる土煙。クリスの姿が消えた。

　クリスは次の瞬間には「うおお──────！」と裂れつ帛ぱくの気合いとともに剣を叩たたきつけていた。痺しびれるような手応え。デスゴーレムの背中にざっくりと剣が食い込む。

　敵の反撃。拳がクリスの腹をかすめていく。通常は致命的なダメージになるが、肉体を強化したクリスに防御は不要だ。

　そして加速した視覚はデスゴーレムの動きを完璧に捉える。動きを完全に先読みし、さらに一撃加える。

「もう一発────ッ！」

　肉体の奥底から痺しびれるような手応え。しかし奴やつの装甲は頑強だった。クリスの膂りよ力りよくも相まって剣先が折れた。……と同時にカウンターが迫る。

「ッぐは！」

　デスゴーレムは機を逃さない。重い右の一撃だ。咄とつ嗟さに上体を捻ひねる。デスゴーレムが連続して拳を繰り出す。転がるように距離をとり、体勢を立て直す。

「何という戦闘の勘だ。これが『最上位危険種』の力……」

「おい、クリス！　メリダが持ちこたえたぞ！　撤退だ！」エドが叫ぶ。

「まだだ！　俺はまだやれる！」

「馬ば鹿か野郎！　撤退だ！　魔法が切れれば即死だ！　〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟の有効時間を忘れるな！」

「俺は……奴やつを殺さなければならない！　この刻印が、奴やつを殺せと告げているんだ！」

　──しかしその刹那、誰もが目を疑う現象が起こった。

　デスゴーレムとクリスの間合いのちょうど真ん中に奇妙な球体が現あらわれたのだ。色は漆黒そのものだったが、目を凝らすと奥に「空間」があるようにも見える。

「次なる敵…………か？」

　異様な状況にクリスは気勢をそがれる。デスゴーレムも状況を判断しかねているようで、攻撃の手を止める。

　──そして、漆黒の球体が急激に膨らむ。

　デスゴーレムの巨体が、歪ゆがんで見えた。いや、デスゴーレムだけではない。クリスの目には周辺の空間がねじ曲がったように見えた。

　闇がデスゴーレムの巨体を取り込んだ。デスゴーレムはその巨体を歪ゆがめながら、中に吸い込まれていく。

　アードベッグが切羽詰まった声をあげる。

「クリストフ！　撤収しろ！　異常事態だ！」

「了解────」

　しかし空間は予想を超えた速度で拡大する。反応する間もなかった。

　次の瞬間には、クリスの周囲から音と光が消えた。上下左右の感覚はもちろん、触覚や聴覚、五感という五感が消失した。

「──────────！」

　混こん沌とんとした闇の中、クリスは声を出す。が、自分の声さえもこの中では聞こえない。

　俺は嵌はめられたのか？　だが誰に？　クリスは混乱する。クリスは狼ろう狽ばいする。出口を求め、周囲を見渡す。入口も出口もないような空間の中、必死に身体からだを動かそうとする。

『姑こ息そくな真ま似ねを……！』

　クリスは声にならない声を発する。

　混こん沌とんとした闇が、クリスの意識を浸食する。意識もまた、闇に溶け込んでいく。

『こんなところで……！　俺はまだ奴やつを……！』

　だがクリスはあまりに無力だった。闇は圧倒的な力でクリスの意志を吸い取っていく。

　薄れゆく意識の中、クリスはそれでも剣だけは手放すまいと思った──。




　　　　　＊




　意識が次第に戻る。全身が柔らかい感触に包まれている。どうやら自分は上質なベッドに寝ているようだ、とクリスは思う。

「…………眩まぶしい」

　おぼろげに視界が戻る。部へ屋やの室温は最適で、壁はよそよそしい程に白い。快適な空間だった。だからこそクリスは「ここは自分の居場所ではない」と思う。

　太陽が眩まぶしい。反射的に手を伸ばす。ベッドよりもさらに柔らかいものが手に当たった。

「柔らかい……何だこれは」

「先生のおっぱいです」

　女性は特に慌てることもなく、クリスの腕をゆっくりと摑つかみ、ベッドの上に戻した。

　クリスは半ば呆ぼう然ぜんとする。その衝撃的な感触──はじめてのおっぱいの感触──に言葉も出なかった。

「目が覚めたみたいね。気分はどうですか？」

　掌てのひらに残る衝撃的な余韻に、クリスはぷるぷると指先を震わせる。

　そう、誇り高き魔法剣士（17）は別の意味で言葉を失っているのだ。

　すると突然、クリスの本心……とは断じて違う言葉があらぬ方角から飛んできた。

「ああ、先生のおっぱい……天国のようだ。もっと触らせてください…………」

「ちょっと千ち紗さ！　変なセリフ言わないでよ！」

　女性の背後で騒々しい声がした。呆ぼう然ぜんとするクリスの代わりに返事をしたのは「魔女の眷けん属ぞく」だった。それにツッコミを入れるのは「魔女」だ。女子にしては長身で手足が長い。気が強そうな目元は妙に印象的で、昨日きのうとは別の服を着ていてもすぐに分かる。

　クリスは色々な意味で落胆する。悪夢の続きを見ているような心持ちだ。

　左腕から奇妙な音がした。機械が電子音を鳴らしているのだ。

「これは……？」

「それは君の生体データをモニタリングしているの。体温や血中ホルモン、睡眠サイクル──。君が『人間』であることを示すデータを採取している」

　女性が言う単語のほとんどは理解できなかったが「人間」の意味だけは分かった。

「人間、か。これで無闇に殺されることはなさそうだ。昨日きのうは死ぬかと思った」

　女性が柔和な笑みで応える。

　そう、クリスはバグなどではない。切れば血が流れる人間だ。

「ここは、一体どこなんだ？」

「特区──正確には万ばん有ゆう素そ子し制御プログラム開発特区──という街よ」

　そんな訳が分からない名前の街をクリスは知らない。案の定、ここはクリスが知っている世界ではないのだ。

　混乱するクリスに一切の遠慮なく、遠と羽わがベッドに剣を放り投げた。

「忘れ物。返してあげる。でも次に街中で振り回したら絶対に殺すから」

　クリスは柄の握り心地ごこちを確かめ、剣を点検した。柄の傷はほとんどなく、埋め込まれた「鉱石」は無事だった。しかし剣先は折れ、刃こぼれが目立っている。使えないこともないが、シビアな戦闘は避けたいところだ。

「遠と羽わさんはもっと女の子らしくなさい……。それであなたの名前は？　どこから来たの？」

　女性──女教師はたわわな胸をぐいっと近づけ、クリスに問いかける。

「……わ、我が名はクリストフ・アークティカ。神聖ドミトニア公国の魔法剣士である。訓練中に謎の現象に巻き込まれ、ここに至った。彼かの女じよ達たちとの戦闘については省略する」

　遠と羽わは気色の悪いものを目にしているような顔で「軍人みたい」と言う。

「まあ、魔法剣士ですからねえ。いや、おっぱい剣士？」と千ち紗さ。

　女教師の愛あい川かわはクリスの奇妙な喋しやべり方を気にも留とめず、さらに問いかける。

「その『現象』というのは？」

　あの暗闇だ。

　デスゴーレムとの戦闘中、突如としてあの暗闇に吞のみ込こまれた。もちろん、あんな魔術は見たことも聞いたこともない。クリスはその時の状況を一通り説明した。

「本当にそれだけ？　そんなうっすい情報だと、やっぱりあんたの存在自体を疑いたくなるんだけど？」

「相変わらず失敬な女め……」

「何ですって!?」

「まあまあ遠と羽わさん。論より証拠と言うではありませんか。ねえ先生？」

　千ち紗さは意味ありげな視線を愛あい川かわに投げかける。女教師はため息をつき、湿り気のある悩ましげな表情になる。

「さすがは百目鬼どうめきさん、あの話をもう知ってるのね……」

「あの話？」

　怪け訝げんな表情をする遠と羽わに、愛あい川かわが答える。

「当事者のあなた達たちには教えるけど、他言無用よ。……あの話、というのは委員会の仮説のこと。予期せぬバグによって別世界の通路が開いた。そこからやってきたのが、クリス君だった」

「そして通路は、仮称『次元ポート』と名付けられた」と、千ち紗さが付け足す。

「……！　あなたそんなことまで？」

「ふふふふ……皆さん。実はここに新鮮盗とりたてのデータがあります」

　千ち紗さが『接続／投影』と呟つぶやいて壁に映像を映す。

　映像は昨日きのうの戦闘があったビル街で、街は断続的に稲光に照らされていた。

　その時、見覚えのある影が特区に出現した。「黒い空間」が一瞬のうちに一帯を覆い、一瞬で消滅した。その後には、仰あお向むけに倒れるクリスが出現していた。

　千ち紗さは嬉き々きとして説明を加える。

「素子の異常集積に伴う重力異常と次元歪わい曲きよく、何者かが作成した不正プログラム。様々な可能性はありますが、『空間のバグ』がクリス君の世界と繫つながってしまった。ってところですかね。何だか楽しくなって来ましたね、クリス君！」

「いや、楽しくはないが」

「むしろ不愉快ね。その点だけはこいつに同意よ」

「ええ。決してあってはならない事態です」

　と愛あい川かわまでも便乗する。

「何ですか、みんなして……」




　千ち紗さが泣きそうな顔になった時、病室のドアが開いた。細身の男が廊下に立っていた。

「ちょうど良いいタイミングで来ましたね。彼が『委員会』の人よ」

「イインカイ？」

　この国には理解できない言葉が多い。それはナノマシンが言語領域を書き換えたとしても、クリスが元から知らない単語は「翻訳」できないのだ。

　困り顔になったクリスを愛あい川かわがフォローする。

「委員会は、この街の意思を決定する組織のことよ」

　クリスは耳元にかかる吐息にどきりとする。距離が近い。胸も近い。先ほどの感触が、フラッシュバックする。

「す、枢密院のことか。……了解した」

　革靴が病室の床を小気味良く叩たたく。細身の男は手近な椅子に腰掛け、クリスに語りかける。

「揖い斐び川かわだ。初めまして。ベッドの寝ね心地ごこちはどうだった？」

　クリスは男を一いち瞥べつする。この国の服飾文化は分からないが「枢密院」の男の服の生地は安そうには見えない。そして全身からは「優秀な参謀」の気け配はいが漂っている。

　──切れ者だ。

「寝ね心地ごこちは、悪くはない……。それで、俺に何の用だ」

　揖い斐び川かわは結論から先に告げる。

「君の処遇を決めたい」

「言っておくが俺に人質としての価値などない。祖国と交渉したところで、得られるものはないだろう。言うなれば雑ぞう兵ひよう、引き出せる情報も絶無だ」

　クリスは少女と交戦し、危うく殺すところだった。さらに奇妙な機械は完全に破壊した。

　どのような罰があってもおかしくないだろう。

「……君は大きな勘違いをしている。我々の望みは君を監視することだけだ」

「監視だと？　それだけでいいのか？」

「そう、監視だ。それから、委員会は君の『魔術』のからくりを解明したい。もし協力してくれるなら、我々も君が元の世界に戻れるように協力をしよう」

「監視に魔術……そんなことで良いいのか？」

　そこから先をクリスは敢あえて言わない。威力が強いものもあるが、基本的には新米の魔法剣士が使える程度の魔術など、魔術のうちに入らない。

　罠わなに違いないとクリスは思う。

　ガルフレイド大陸の常識で考えれば、敵に捕らえられた場合は最低でも死は覚悟しなければならない。地獄と呼ぶにも生なま温ぬるい拷問の果てに死を与えられたとしても、肉体は「屍し霊りよう剣士」として使い捨てられる。誇り高き騎士にはあまりにも耐え難がたい、肉体と魂の二重の死が待ち受けているのだ。

「君が望むならば、住民データを偽造してこちらの法律を適用し、罪に問うこともできる。要は、牢ろう獄ごく行きだ。元の世界に戻ることもできないかもしれない」

「監視の内容にもよるが、元の世界に戻れるというのであれば……」

　魔法剣士としては不本意な展開だが、彼らの力なくしては元の世界に戻れないのは明白だった。

「……死罪免除の上、この厚遇に感謝する……と言いたいところだが、その前に『監視』の内容を教えてもらいたい」

「その話は、愛あい川かわ先生から。ここから先は『委員会』ではなくて『高校』の管轄なもんでね」

　と、二人ふたりの男女の目線が交錯した。

　愛あい川かわはにこりと笑い、遠と羽わと千ち紗さの肩をぽんと叩たたく。

「ええと、この二人ふたりがクリス君を監視します。クリス君を確保した〈ガーディアン〉だし、監視には適任でしょう？」

　全く知らされていなかったのか、二人ふたりは同時に目を見開き、対照的なリアクションをする。

「やったー！　魔術の検証は任せてください！」

「先生！　発言の意味が分からないです。こいつを監視？　私わたし達たちが？」

　遠と羽わが猛烈に反論する。そんなことをするくらいなら、死んだ方がマシだと言わんばかりの勢いだ。

「もっと簡単に言った方がいいかしら。遠と羽わさん、千ち紗ささん。クリス君のお世話お願いね？」

「えええええええええええええ？　こいつの世話？　何で私が？　ってか、私わたし達たち学校にいるから監視なんて無理ですし」

「そこで逆転の発想だ」

　と揖い斐び川かわがフォローをする。息がぴったりだ。

「彼を高校に通わせ、部活動に入ってもらう。君きみ達たちは授業と部活、『監視』が同時にできるじゃないか」

「噓うそでしょ……。ってか授業ってことはクラスも？」

「一緒よ」と愛あい川かわはにこりと笑う。

「よろしくね。転校生のクリス君」




　　　　　＊




　愛あい川かわはクリスが脱いでいった病衣を畳み、ベッドの上に置いた。揖い斐び川かわは廊下に顔を出し、誰もいないことを確認してドアを閉める。二人ふたりの男女はベッドを挟んで向かい合う。

「私も反対だったのですが……。ただ、ここは素子の研究を許可された特別区域エリアです。生徒達たちも、そのためにここにいる訳で」

「分かっています。バグの解体や研究を行う部活動ガーデイアンもその一環ですから」

　それでも愛あい川かわはため息が止まらない。

「混ぜるな危険」を地でいくあの二人ふたりが混ざってしまったのだ。

　危険を顧みず無む茶ちや苦く茶ちやに〈攻性プログラム〉を使い倒す藍あい空そら遠と羽わ。

　そして〈プログラム〉の研究開発と悪戯クラツキングが生いき甲が斐いの百目鬼どうめき千ち紗さ。

　皮肉にも、二人ふたりは実に適任だった。

　いや、クリスと戦闘したのが二人ふたりでなければ──死人が出ていたかもしれない。

「委員会としても、危険がない範囲で活動させる方針です」

　その危険に飛び込んでいくのが二人ふたりなのだ。

「……後ほど正式に報告書を送ります。『上位の攻性プログラム』の承認がされなかったのも危険な状況を招いた一因ですので、それも合わせてレポートします」




　　　　　＊




　病院を出て車に揺られているうちに、外の景色けしきはがらりと変化する。ゴチャゴチャした街並が、しだいに均一に整っていく。

「ふうむ……この辺りは、人々が住む区域なのか？　ずいぶん綺き麗れいになっている」

「むしろあんたが出現した辺りが、人が住む場所じゃないというか」

　車が路肩に止まった。ドアを開けるや、遠と羽わはずんずんと目的地へと進む。

　クリスは大荷物──剣と鎧よろいをトランクから引きずりだし、遠と羽わを追いかける。鎧よろいは遠と羽わから「二度と装備するな」と厳命されていた。

「で、ここがあんたの家。……ったく、委員会も余計なことしてくれるわ。個人情報なんてあったもんじゃないわね」

　委員会が指定した仮住まいは、遠と羽わの祖母が経営するアパートだった。

　しかも遠と羽わが住む家もその近所にある。まさに監視にはうってつけの「物件」だった。

　クリスは建物の看板を目にして、神妙な面持ちで言う。

「ふむ……コーポサトコ、とは何とも不思議な名前の屋や敷しきだ」

「失礼ね。おばあちゃんの名前だし、ただの貸し家。あんたの国にもあったでしょう」

「貸し家はあるが、なぜこれほど大きな屋や敷しきを？　掃除をするのも大変だし、俺にメイドを雇う金もない」

　とクリスは不思議そうな顔をするが、大きな勘違いをしているのは明らかだ。

「メイドなんているわけないでしょ？　あんたの部へ屋やは、このアパートの一室。ちっちゃなウサギ小屋みたいな部へ屋やよ」

「むっ……そうなのか。だが、この世界にも徐々に慣れつつある。問題ない」

「って、言われてもその格好じゃあ、慣れつつあるも何も」

　遠と羽わが気にしているのは、クリスの格好だった。

　まるで山奥で暮らすような出いで立たちだ。頑丈だが街には似合わない革製のブーツに、革製の手袋。粗い生地のズボンと上着は、雑巾と間違えそうなほど汚れている。

　そして極めつきは──

「その剣と鎧よろい、何度も言うけどちゃんと部へ屋やにしまっておきなさいよ」

　この国においては長い刃物は凶器であり、一般人の所持は制限されている。

「……こればかりはやむを得まい。『その家の食事がゲーベルグならゲーベルグを食え』と言うしな」

「はい？　ゲー……？」

「何と！　あの有名な『ゲーベルグ』を知らんのか？　そんなことでは嫁に行けんぞ」

「そんな野菜知ってるの、この世界じゃあんただけよ！」

「ゲーベルグ」とはドミトニア公国名産の、アクが強く独特な香りがある根菜だ。残念なことに、この世界には「ゲーベルグ」は存在しないようだ。

　言語変換ナノマシンは時々こうした問題が発生する。ゲーベルグはゲーベルグでしかない。つまり、翻訳のしようがないのだ。

「……ううむ。双方に存在しない言葉は翻訳されないということか。『なのましん』とやらも万能ではないようだな」

　クリスは意識を集中させる。

　こういう時は自分で考えて言葉を探さなくてはならない。

　──この場面で最適な言葉遣いは何だ？

「……そうだ、『郷に入っては郷に従え』というところか」

「ああ……。そういうことね。『ゲーベルグ』が何かは知らないけど、とりあえずは分かったわ。ってか、初めて日本語が通じた気分よ……。あんたのこれからの適応能力に期待ってところかしら。それから、これ」

　遠と羽わが指でつまめる程度の小さな板をよこした。

　板は黒くつるりとしていて、小さなフォントで数字とアルファベットが印字されている。

「部へ屋やの鍵。なくさないこと」

「これが鍵だと？　どうやって差し込むんだ」

「電子キーだもの、差し込む穴はないわ」

　遠と羽わは、カンカンと小気味良い足音を立てて階段を駆け上がる。

　クリスの部へ屋やは二階の角かど部べ屋やだった。

「ほら、ここに当てるの」

　と遠と羽わはドアノブの隣についている、機械を指さす。

「不思議だ。これで鍵が開いたりするのか」

　クリスが電子キーに触れると「ピッ」という電子音とともにロックが解除された。

「ふむ。中に妖精でもいるのか？」

「この街には魔術も妖精もないから。まあ折れた剣をブン回す変な男はいるけども」

「それは物騒だな」

「あんたのことよ。とにかく変なことしたら即退去。魔術も降霊術も禁止だから」




　部へ屋やの中はやけにカビ臭かった。前の住人が退去してから、大分時間が経たっていたのだろう。

　クリスは懐なつかしい感覚を思いだす。訓練兵の兵舎だ。寝床は暗く、狭く、カビ臭かった。

　クリスはそこで寝起きし、奴らを殺すための訓練を乗り越えてきた。

　この殺風景な部へ屋やにいる限りは、戦闘の勘を失わずにいられるだろう、とクリスは思う。

「悪くない。俺にはおあつらえ向きの場所だ」

　遠と羽わが靴を脱いで中に入り、窓をがらりと開ける。

「カビ臭いから空気入れ替えるねー」

「………………」

　クリスは余計なお世話だ、とも言えず黙り込む。そんなことを言えば、アードベッグを凌りよう駕がする鉄拳がクリスを襲うだろう。

「まあ、カビ臭いよりは清潔な方が健康にもいいしな…………」

「ベッドとか食器も買わなきゃ。言っておくけど、その辺の動物を捕まえて食べないこと」

「貴様、なぜ俺の考えを？」

「うえ……やっぱり、そのつもりだったのね。あらかじめ言っといて良かったわ。とにかく、動物を狩っちゃ駄目。いい？　それから、替えの服も買わないと」

　今のクリスはまさに「服を買いに行く服がない」という状態だ。

　現状の手持ちは、遠と羽わが愛あい川かわに頼まれて渋々買ってきたジャージと訓練兵の標準装備だけだ。

「買うと言っても、どこに行けばいいんだ」

「そこは手て伝つだってあげる。私も高校に入ってから一人ひとり暮ぐらしだけど、けっこう大変なのよね。しかもあんたって異世界人だし」

　ふいにクリスはしみじみとした表情で遠と羽わに向き合い、ぎこちない口調で言う。

「……その、何だ。俺は今、猛烈に戸惑っている」

「何よ急に。気持ち悪いわね」

「昨日きのう、俺と貴様は殺しあった。だから、貴様は監視と言いつつ本当は暗殺の任務を受けているのではないかと疑っていた。それが、生活を手て伝つだうだと？　噓うそだ、と思う。…………まさか貴様、いや貴殿はもしや……本当は徳が高き人物であるか？」

　終盤にかけてクリスの日本語が崩壊していったが、意味は通じた。

　遠と羽わが「うげー」という感じの、げんなりとした表情になる。

「あんたの世界って色々とアレなのね……。暗殺とか、マジでないから」

　ガルフレイド大陸において敵は魔王だけではない。人間もまた、人間の敵なのだ。

　国同士の戦に、貴重鉱物の採掘権を巡る争い。「商人」とは「詐欺師」の別称だ。

　世界は裏切りに満ちている。昨日きのうの友は今日きようの敵、同盟も条約も所詮はただの紙切れ、戦火に紛れて灰になる。

　──それが、クリスの認識だった。

「本当に、貴様は俺を手て伝つだってくれるのか。俺は貴様を殺そうとしたんだぞ」

「それがどうしたの？　私も同じよ。でも、あんたは最後の最後で躊躇ためらった。一瞬だけね。それが私にとっての真実。あんた、割と悪人じゃないでしょ」

「無論だ。俺は魔法剣士であり、俺の敵は〝虚うろ闇やみの魔王〟をはじめとする──」

「はいはい。じゃあこの話は終わり。ってか、埃ほこり積もってるわねー」

　遠と羽わはクリスの言葉を遮り、部へ屋やを掃除しようとする。一方でクリスはわなわなと震え、感激している。

「おお……何と言う世界だ。何と素す晴ばらしい心だ……！」

　クリスの瞳が涙で潤む。天を仰ぎ、そして遠と羽わの手をがしりと握った。

「ビージェルバット！」

「ビー……？　はあ？」

「おお……すまない。つい母国の言葉が。これは心を許しあった友が『トモダチ！』と互いに称たたえあう挨拶だ」

「トモダチ……？　わ、私の仕事はあくまで『監視』なの。しばらくの間、ついでに面倒も見てあげるだけよ」

「監視だろうが何でもいいさ。貴様がそのつもりならば、俺も貴様を信じよう」

　と、クリスはもう一度遠と羽わの手を握り、ぎゅっと握手をする。

「トモダチ！」

「と、友達……」

　この世界とて、その暗部は底知れないだろう。あるいはガルフレイド大陸のそれよりもずっと複雑で、様々な力関係が入り組んでいる気け配はいさえある。

　だとしても、この瞬間の「トモダチ！」はクリスにとっての「真実」だった。

「じゃあトモダチのついでに『貴様』って呼ぶのやめなさい」

「承知した。では君を何と呼べばいい」

「普通に『遠と羽わさん』よ。クラスの人ひと達たちの前で『貴様』とか言ったら、それだけでアウトよ、アウト。スリーアウトチェンジ。ガルフレイド大陸とやらに強制送還よ」

「な、何だと？　『すりーあうとちぇんじ』なる『送還魔術』があるのか!?　どうして先に言わない」

「ああ……野球で例えた私が馬ば鹿かだったわ。そんな魔術ないわ。とにかく私のことを貴様って呼ぶな」

「残念ながら『やきゅう』が何のたとえか全く分からんが……。とにかく理解した。確かに名前は重要だからな。よろしく、遠と羽わさん」

　クリスが白い歯を見せ、にこりと笑う。

「う、何か微妙な気分…………」

　クリスはその場面だけを切り取ればこの上ないほどに美少年だ。そのギャップが妙に憎たらしいと遠と羽わは思う。ここまでの行動は不審者そのものだが、黙っていればファッションモデルにも見える。

「どうした遠と羽わさん。気分でも悪いのか？」

「べ、別に？　あんたの顔を見てたら、世界が理不尽に満ちていることを思いだしただけよ」

「そうか。ちょっと何を言ってるか分からないが。ところで食事はどうすれば？　その辺りの動物を狩るのは駄目なんだろう」

「近くのショッピングセンターに案内するわ。服も食糧も売ってるから」

「買い物中央シヨツピングセンター………………。人々が買い物に集まる、街の中央部か。市場ならば、ドミトニア公国にも存在するぞ。楽しみだな」

　その土地の市場で売られている商品を見れば、その国の力を推察することができる。やはり、貧しい国には貧しいなりの、富める国には富めるなりの商品が流通しているのだ。

「祖国とどれほどの違いがあるのか、この目で確かめておきたい」

「確かめるっていうか、毎日使うお店だから。そこに行けば、大体なんでも揃そろってるわ」

「それは心強い。ならば『コルムブリの根』はあるか？」

　遠と羽わはまさに「コルムブリの根」を舐なめたような、苦み走った顔になる。

「ないわ。……まあ、異世界人との交流も仕事だから一応聞いてあげる。何なの？　そのヘンな名前の植物は」

「コルムブリの根を煮詰めて、エッセンスを抽出する。そこに熱した狼おおかみの脂と肝臓を混ぜ、半日寝かせる」

「もう嫌な予感がする」

「すると、敵を痺しびれさせる毒薬になる。これを剣に塗って使うのだ。魔法が使えない今、この手の補助道具は揃そろえておきたい」

　遠と羽わは拳をわなわなと震わせる。

「前言撤回するわ。…………このアパートは魔術も降霊術も、毒物の調合も禁止よ！」




　　　　　＊




　クリスは「巨大な店舗」の入口で立ち尽くす。何の変哲もないごく普通のショッピングセンターは、魔法剣士の「市場」の認識に革命を与えた。

　驚きのあまり、クリスは陳列されていた林りん檎ごを手にして、大声を出す。

「何という巨大な市場！　それにこの林りん檎ごはどうだ！　香りもすばらしく芳ほう醇じゆんだっ！　この街のどこにこんな果実が実る程の肥沃で広大な土地があるというのだ……！」

　目を見開き、鼻を近づけ、それが本物であることを確かめる。

　紛れもなく本物の、ごくありふれた林りん檎ごだった。

　遠と羽わはその一瞬の出来事に啞あ然ぜんとし、動きが固まっている。

「試食、よかったらどうですか？」と、引ひき攣つった顔の店員が声をかける。

「い……いいのか？　金は取るのか？」

「いいえ。試食ですから無料です」

「そ、そういうものか。では一つ…………！」

　衝撃が走った。何度でも齧かじりたくなるような心地ここち良いい歯ごたえ、鼻び腔こうを抜ける甘く豊かな香り、舌の上にさらりと残るかすかな酸味。どれを取っても一級品だ。

　あるいはこのクラスの林りん檎ごを、王は口にしたことがあるのだろうか？　いや、ないだろう。

「まさに奇跡の味！　林りん檎ごの革命！　……店主よ！　ここにあるものを全」

「いいかげんにしろ────！」

　炸さく薬やくが破裂するような音とともにクリスの後頭部に衝撃が走った。

　二人ふたりはまだ、店に入ってすらいなかった。




　　　　　＊





〈遠と羽わさん遠と羽わさん。何だかとっても楽しそうなんですが？　これはデートですか？〉



「ひゃっ！」

　突然の秘ス匿テ通ル信スに、遠と羽わは思わず声をあげてしまった。

　隣を歩いていたクリスが、心配そうに遠と羽わの顔をのぞき込む。

「どうした遠と羽わさん。敵襲か？」

「違うわ……。大丈夫。何でもない」と、どうにか遠と羽わは誤ご魔ま化かした。


〈ちょっと千ち紗さ！　任務中でもないのにいきなり話しかけてくるのやめなさいよ。びっくりするでしょう〉

〈任務じゃないんですね？　それじゃやっぱりデートじゃないですかー。やだーもー。嬉うれし恥ずかし初デート♪〉

〈う、うるさい〉

〈それで、遠と羽わさん。監視の任務はどうするつもりですか？〉

〈そろそろ離脱する。あいつには一人ひとりで頑張ってもらうわ〉

〈なるほど。「くりす君のはじめてのおつかい」ってやつですね。ひやひやしますね。脇から嫌な汗が[image: さんてん][image: さんてん]〉

〈女の子がそんなこと言わない〉

〈でもでも遠と羽わさん。クリス君、いきなり刃物出しますよ。マズイんじゃないですか。遠と羽わさんの作戦っていつも大胆ですー〉

〈大丈夫よ、問題ないわ。剣は部へ屋やに置いてある。今のあいつは丸腰よ〉






　　　　　＊




「くっ……。遠と羽わさんの姿が見えん。『呼び声』の魔術……ではなく、これを使うか」

　クリスは遠と羽わから渡された携帯端末を取り出した。場所と時間を問わずにやりとりができるのは、「呼び声」よりも便利だとクリスは思う。

「遠と羽わさん。今どこにいるんだ？」

『クリス、これは任務クエストよ。一般市民に紛れ込んで、一人ひとりで食料を調達するのよ。店のあちこちには地図があるから、それも参考にしなさい』

　と、遠と羽わが心なしか楽しそうに言う。

「ふむ……それで姿を消したということか。中々面おも白しろそうだ」

『あんたがどんだけ野生児だとしても、買い物一つできないようじゃ生きていけないわ。これくらい、簡単にやってもらわなきゃ』

　実に簡単な任務クエストだと思った。店内は迷宮ダンジヨンのように入り組んでいるが、モンスターはいない。一つ一つ売り場を見て回り、目的の物──夕食──を調達するだけで良いいのだ。

「良いいだろう。たかが買い物に躓つまずいているようではこの先もおぼつかないからな」

『その調子よ。とりあえず店内を色々見て回りなさい。でも、ヘタに目立っちゃ駄目よ』

「了解した」

　巨大な店内には雑貨や家電、楽器に文具……そして用途が不明な商品が尽きることなく並べられていた。今度は遠と羽わに商品の説明をしてもらおう、などと考えながらクリスは店内をうろつき回る。

「いらっしゃいませー」

　と、クリスに声をかける者がいた。振り返ると小太りで長髪の男が立っていた。男は服屋の店員のようで、にこやかな笑え顔がおが印象的だった。

「服も買わなくてはなるまい。失礼する」

　店員があからさまに「は？」という表情をする。

　ただの服屋に入るときに「失礼する」という人間はまずいない。

「いらっしゃいませ。何かお探しですか？」

「下着から上着まで、全体に新調したい。ところで、ここにある服は量産品か？」

「は？　え、ええ。一応そうですが」

　店員はごく自然な営業スマイルで対応する。どうやら「日本語が怪しい外国人」という好意的な解釈をしてくれたようだ。

「なら安心だ。高級品は賊の目につきやすい。場合によっては命の危険もある」

「は、はあ……。命ですか……？」

　ガルフレイド大陸では、不用意に一点物の高級品を身につけるのは危険だ。盗賊の格好の餌え食じきになるし、さらには国境を通過する際に要求される賄賂の額が跳ね上がる。

　その理屈で行けば、この世界でも「量産品」を買う方が良いいのだ。

　クリスは店内を一通り案内され、カゴに下着から替えのシャツまでを放り込んだ。

（残るは支払いか。大丈夫だ、遠と羽わさんに教わったとおりやれば……）

　クリスはカゴをカウンターに載せて左から右にスライドさせる。すると、レジの画面に金額が表示された。恐る恐る機械に端末をかざす。「ピロローン」と間延びするような電子音がして、支払いが終わった。

（今ので終わりだと？　この機械のどこから貨幣が出ているのだ？　「科学」とは、魔術よりもあからさまに面妖ではないか……!!）

　奇怪な機械を訝いぶかしげに眺めるクリスに、店員が話しかけてくる。

「ここは初めてですか？」

「い……いかにも。つい最近来たばかりの者だ」

「留学生の方ですか、中々大変そうですね。服のことならいつでも相談に乗りますよ。またいつでも来てくださいよ」

　と小太りな男はにっかりと笑い、クリスの服を丁寧に袋に詰めて渡す。

「それは心強い。……ところで、動物はどこで売っているんだ？」

　遠と羽わは動物を狩って食ってはいけない、と言っていた。裏を返せば、動物を買って食えという意味なのだろう。……と、魔法剣士は解釈する。

「一人ひとり暮ぐらしだと寂しいですもんね。動物は、このフロアの反対側にありますよ」

「助かった。恩に着る」

　店を出たクリスは、一直線にペットショップコーナーへと向かった。




　　　　　＊





〈遠と羽わさん遠と羽わさん。クリス君はどこへ？　ソーシャルカメラに映ってませんよ？〉

〈おかしいわね[image: さんてん][image: さんてん]。食料品コーナーにいるはずなんだけど。千ち紗さ、店の外のカメラにもアクセスできる？　バレそうなら私が歩いて捜すけど〉

〈楽勝です。一分ほどあれば〉



　遠と羽わはクリスが服を買うところまでは監視していた。

　が、店を出てからのクリスの移動はやけに早かった。遠と羽わは人混みに紛れていくクリスを完全に見失ってしまったのだ。


〈クリス君、本当に食料品コーナーに来るんですか？　何か私、不安になってきました〉

〈大丈夫よ。あいつ、案外まともなところあるのよ。携帯の使い方にしても理解早かったし。元々の頭はそこまで悪くないのかも〉



　と、千ち紗さのハッキングが終了するよりも先に、遠と羽わの携帯が鳴った。

「ちょっとクリス。今どこにいるのよ」

『ようやく買い物が終わった。外の広場だ』

「……公園にいるのね。捜してもいない訳だわ。で、何してたのよ？」

『すまない。血を抜いて捌さばく場所を探していた。さすがに店内はまずいからな』

「何ですって？　捌さばく？　血？　……ちょっとクリス！　あんた何するつもりなの!?」

『その慌てようは……。遠と羽わさんは血が苦手なお嬢様なのだな。大丈夫だ、ここは俺に任せてくれ』

　ぽち、とクリスの電話が切れた。

「……あの馬ば鹿か！」




　　　　　＊




　外は穏やかな晴天だった。公園の木々は青々と生い茂り、親子連れは遊具で遊んでいる。ベンチに腰掛けるお年寄りは、穏やかな表情でその親子を眺めている。

　日だまりの中、誰もがゆったりとしたひとときを過ごしている。

　そこに妖しげな気け配はいをまき散らす男が一人ひとり。彼は公園の中央に歩を進める。

　魔法剣士の右手には、購入した衣類、雑貨、鍋。

　左手にはペットショップで調達したカゴ。中には「アロアナオオトカゲ」という稀き少しよう動物が入っている。

　──と、近くを歩いていた女性に声をかけられた。年の頃は二十代前半の、可愛かわいらしい女性だ。

「可愛かわいいトカゲちゃんですね」

「そうか…………？」

（この世界ではこんなものが可愛かわいいのか？　意味不明だな）

　とクリスは思う。もちろん「可愛かわいいトカゲ」というのは話しかける口実だろう。

　見た目だけならクリスは美少年だ。妙齢の女性であれば声をかけたくなるのが人情だ。

「トカゲちゃんの名前、何ていうんですか」

「ふむ……。トカゲちゃんの名前か。こいつの名前は、まだない」

　そもそも、これから捌さばいて食う肉に名前をつける意味などないのだ。

　しかし女性は、クリスの返答を別の方向に解釈する。

「名前はまだない…………へえ！　海外の人なのに、大昔の古典文学も詳しいんですね」

「……？」

　クリスは警戒する。なぜ「名前はまだない」というセリフが古典文学と繫つながるのか？　女の発言の意味が全く理解できない。

　が、その中でもクリスは結論を出す。

　女はクリスが買った食糧を狙っているのだ。

　意味不明な会話で煙けむに巻まき、夕食の肉を奪い取る詐欺師だ。

「女よ。これは枢密院……もとい『委員会』の公金で調達した食糧だ。たかが肉とはいえ、俺の一存で貴様に分け与えることはできない」

　クリスは女性を無視して、公園のど真ん中にケージを置いた。

　そして大地に跪ひざまずき、目を閉じる。これから奪う命に祈りを捧ささげるのだ。

　虚こ空くうに死者を弔う際の「祈りの刻印」を三回描く。

　そして「神の言葉」を呟つぶやいて両手を合わせる。

　動物をその日の糧かてとする際に必ず行う儀式だった。

「クリスチャンの方なんですね」

　女性は妖しげなクリスに軽く引きながらも、会話を続ける。

「クリスちゃんだと？　この俺が？」

「クリスチャンじゃないんですか……。すみません。てっきりそうなのだとばかり」

　人のことをクリスと呼び捨てにし、さらには「可愛かわいいトカゲちゃん」と同列に扱うとは、人を馬ば鹿かにするにも程がある。

　クリスは内心で憤慨しながら、ケージを開けた。

　アロアナオオトカゲは生肉になる運命を知ってか知らずか、ばたばたを手足を動かす。

　クリスは無言で遠と羽わに秘密で持っていたナイフを取り出す。

「ひっ…………！」

　女性は顔を引ひき攣つらせ、後ずさりしていく。

（人のことをちゃん付けしたり、逃げていったり、奇妙な女だ……）

　遊んでいた子どもが、ギラリと輝くナイフを目にした途と端たん「うわああ」と叫んで逃げて行く。

　周囲の人もそれに気づき、やはりクリスから遠ざかる。

　穏やかな週末は姿を消した。爆発寸前とでも言うべき張り詰めた空気が、公園に広がっていた。

　ひなたぼっこをしていたお年寄りが、おそるおそる声をかけてくる。

「若いの。それで何をするつもりじゃ？」

「何って、決まっているだろう。殺────」

　後頭部に重く鋭い衝撃。

　それでいて一切の殺気がなかった。まさに無心の一撃。

　故にクリスは反応できない。アクション映画のように「うおおっ！」と地面を派は手でに転がる。驚いた老人の入れ歯がぽろりと落ち、しめやかに失禁した。

「うぬう……！　何やつ！」

　クリスはバッと立ち上がり、敵に反応する──と、そこにいたのは遠と羽わだった。

「遠と羽わさんか。何をするんだ……。痛かったぞ。それに攻撃がかわせなかった。何な故ぜだ？」

「プログラムのレベルを上げたから……って、そんな話はどうでもいい。あんた何しようとしてたのよ」

「さっきも言ったが、こいつを捌さばいて肉にするところだ。店にあれだけの果実がある割に、山や羊ぎや牛がないのは納得できんが……」

　しかし遠と羽わは、クリスの回答に納得がいかないようだった。

「だーかーらー！　どこにペットショップのトカゲを食う馬ば鹿かがいるのよ」

　少なくとも、ここに一人ひとりいる。

　クリスは、きょとんとした顔で遠と羽わに問いかける。

「俺の世界では、市場で売ってる動物は愛玩動物ペツトであり、家畜や食肉でもある。むしろ、食っては駄目なのか？」

「ああ……。あんたね！　この世界じゃペットはペット、食肉は食肉よ！　牛とか豚の肉を切って売ってるとこあるから。食料品コーナー！」

　遠と羽わの言葉を受けて、クリスは口を一文字に結び、考え込む。

　牛や豚の肉は「食料品コーナー」なる場所にあるらしい。

　しかも生きたままではなく、肉として加工された形で。その一方で、このトカゲは生きたまま売られている。殺されることもない。クリスはそこに妙な矛盾を感じた。

「……この世界は牛や豚が大量に流通する一方、こいつは愛玩の目的だけで売られているというのか？　それは何な故ぜだ……？」

「急に社会派なコメントするのね!?」

　ふと、遠と羽わが周囲の視線に気づく。二人ふたりは危険物そのものだった。

「あ、あの、何でもないんです。こいつ最近日本に来たばっかりで……。あはは……」




　その後も生活に必要なあれこれを購入し、戻る頃には日が傾いていた。

「……ああ疲れた。この半日ですっごい年取ったみたいよ」

「大丈夫か。無理は禁物だ」

「原因はあんたなんだけど……」

「俺が原因？　もしや〝ヴァルスターク罪科の足枷〟の影響が残っているのかもしれない。参ったな……。解除するにもマナが」

「んな訳ないでしょうが……」

　遠と羽わは持っていた肉や野菜をクリスに押しつけた。

「帰る。夕食は自分で何とかしなさい。野菜も食べるのよ」

　ばたんとドアが閉まり、部へ屋やには静寂が訪れる。







　実に慌ただしい一日だった。クリスは「戦闘」とは違う種類の疲労に包まれてた。

　そして改めて思う。自分がいるべき「世界」は、ここではないと。

　──俺は、魔法剣士だ。

　あの闇は何だったのか。そしてなぜ俺の目の前に現あらわれたのか。疑問は尽きない。

　気になることは、まだある。

　あの化け物──デスゴーレムだ。

　奴やつもまた「闇」に吞のみ込こまれていった。

　ならば奴やつもこの世界に来ているのではないか？

　しかし、その徴候はなかった。

　奴やつがこの世界に出現していたとしたら、今頃大騒ぎになっている。

　この街にとってはクリスも「異物」ではあるが、あの化け物はその比ではない。

　拳を軽く振るうだけで、建物の一つや二つは倒壊するだろう。

　クリスの脳裏には未いまだにあの光景が焼き付いている。

　化け物に蹂じゆう躙りんされ、炎上する故郷の村の光景が。

　同じ光景がこの世界で再現されるのであれば、クリスは剣を取らなくてはならない。

「刻印」が震える時──再び奴やつと殺しあう時──は、そう遠くないかもしれない。







　しだいに意識が現実に戻ってくる。日は沈み、部へ屋やは薄暗くなっていた。

「とりあえず……夕飯か」

　玄関の方から「ピッ」という電子音が聞こえた。ドアの鍵が外側から解錠されたようだ。

　そしてドアの向こうから聞いたことのある声がした。

「クリス、ちょっと開けて。いるんでしょ？」

　ドアスコープを覗のぞくと、鍋を手に持つ遠と羽わが立っていた。髪を束ね、服装も日中とは雰囲気が違う。クリスはドアを開け、遠と羽わを迎え入れる。

「……遠と羽わさんか。どうしたんだ？」

「どうせ作れないだろうから、今日きようだけ作ってあげる。カレーよ、カレー。肉と野菜とカレーのルーがあれば作れるから簡単よ」

「そ、そうか。……恩に着る」

「その辺の動物を狩られたらたまったもんじゃないから」

「大丈夫だ。俺は同じ過あやまちは犯さないつもりだ。そもそも俺はもっと大振りな羊や、」

「うっさいわね。その話は後。冷めるからさっさと準備しなさい」

　遠と羽わは買ったばかりのテーブルの段ボールをてきぱきと開封し、セットした。そして意外に丁寧にテーブルを拭き、カレーを皿に盛りつけた。サラダとスープまで用意している。

「……実に旨うまそうだ。そして、意外なものを見た気がする」

「何言ってるのよ。こんなのできて当然よ」

　一口食べると、スパイスの香りが鼻び腔こうを刺激した。続いて、煮込んだ野菜の旨うまみが舌をじんわりと包む。最後にやってくるのが、舌の上でとろりと溶ける肉の脂身だ。

「…………こんなに旨うまいものを食ったことがない。どこの料理人が考案したのだ」

「いやー、誰ってことはないと思うけど。昔からあるし」

「そうなのか。では、カレーはこの国の伝統食か。ところでこの鍋だが、ほとんど冷めていないようだ。遠と羽わさんの家は近いのか」

「っていうか、あれよ」

　遠と羽わが窓の向こうにある「集合住宅」を指した。

　そこの地上十階が遠と羽わの家だった。

「遠と羽わさんの家もアパートなのだな。ここよりもずっと立派に見えるが」

「あれはマンション。私もただの平民よ。で、高さ的にここが丸見えだから、あんたのことは常に監視させてもらうわ。変なマネしたらアパートごと爆破するから、覚悟しなさい」

「それでは周辺の住民も巻き添えを食うぞ。本気か？」

「私はいつだって本気よ。あんたを始末するためなら、多少の犠牲は厭いとわない」

　言葉とは裏腹に、遠と羽わが笑う。

　昨日きのう殺しかけた少女──遠と羽わが笑え顔がおを見せたという事実に、クリスはようやく安あん堵どする。
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　少しだけ、心が近づいた気がした。

　クリスは違和感に気づく。

「な……何だろうか。この感覚は…………」

　遠と羽わは昼とは違う服を着ている。柔らかい生地の服に、薄いスカート。そういえば、部へ屋やに入ってきた時、ほのかに柑かん橘きつ系けいの香りがした。

　この状況を言い表すのに、クリスは自分の語彙が足りないことに気づく。この服はなんという名前なのだろう？　その香りは、何と表現すればいいのだろう？

　──遠と羽わのこの優しさは、どう言葉にするべきだろう？

「なに？　どうしたの？」遠と羽わが首をかしげる。

　それでもクリスは上う手まく言葉を紡つむげない。「ゲーベルグ」と同じように、翻訳が難しい単語があるせいで、遠と羽わに伝える言葉が出てこないのだ。

「…………今の君は、とても素す敵てきだ。上う手まく言えないが、妻にするなら君のような女性が良いいと思った」

　次の瞬間、遠と羽わの表情が固まる。そして次第に顔が赤くなる。

　もちろんカレーの香辛料のせいではない。

「ななっ、なにを言ってるの、馬ば鹿か。こここ殺す」

「ええっ、殺されるのか？　ここで？」

「殺さないけど……殺す！」

「どっちなんだ！」

　遠と羽わの動きが急にぎこちなくなる。どれくらいぎこちないかというと、注油メンテナンスを十年怠った「セキュリティボット」くらいぎこちない。

「殺意を抱かせることを俺は言ってしまったのか……。この国の言葉は複雑だ……」

　複雑なのは言葉ではなく、女心だということをクリスはまだ知らない。

「そ、そんなのが『魔法剣士様』の口説き文句だとしたら、ぜんぜん大したことないから。でも学校で言ったら、学校を爆破するから気をつけなさい」

「それは危険だ……。改めよう。だが何な故ぜだ？」

「駄目に決まってるでしょう。恥ずかしすぎる」

「どれくらい恥ずかしいんだ」

「うるさい聞くな馬ば鹿か！」










　　　　　＊





　報告書




　６月24日深夜11時、素子異常監視システムがガーディアンの生徒二名に緊急出動スクランブルを発信した。アラートの内容は「Ａ‐42地区で万ばん有ゆう素そ子しが異常集積」「バグが実体化している場合は、削除せよ」。

　その三十分後、ガーディアンの生徒が「異世界の住人」をバグと誤認し、戦闘に入った。

・誤認の原因

　まず少年は、未知のバグである「次元ポート」を経由してこちらの世界にやって来た。いっぽうガーディアンの生徒は「素子の異常集積」を受けて現場に急行し、出現した少年を「バグ」と誤認した。当然、素子の異常集積の真の原因は「次元ポート」によるものだ。

・問題点

　プログラムの指示に従って交戦を継続していた場合、彼かの女じよ達たちは殺人を犯す可能性があった。

　バグの検知精度には致命的な問題がある。早急に制御塔のセンサーを改善するか、ガーディアンの活動を見なおす必要がある。

・今後の課題

　面談の結果、少年は誠実で善良な「剣士」だということが分かった。しかし彼が行使する魔術プログラムは強力であり、万一の事態に備える必要がある。

　具体的には攻性／防性プログラムのレベルを７まで引き上げなくてはならない。

　以上、委員会の善処を求める。















　　　二章　彼女はそれを素子と呼び、







「ほら、ちゃっちゃと食べなさい」

　と、遠と羽わがクリスを急せかす。

　遠と羽わは朝の七時にやって来てサラダを作り、昨日きのうの残りのカレーに一品追加した。

「遠と羽わさん。登校は八時半と聞いている。ゆっくり食事をしても間に合うはずだ」

「いいのよこれで。どうせあんたは色んなトラブルを起こすに決まってるわ……って、その寝癖だらしないわねー。ちゃんと直しなさいよ。正体バレちゃうわよ」

　遠と羽わは脈絡のないことを言ってクリスの頭を撫なでる。

　そして何な故ぜかテーブルについて一緒に食事をする。監視というよりは同どう棲せいである。

「大丈夫だ。剣術や神話学の知識はもちろん、敵国に隠おん密みつで潜入する訓練も受けている。何も問題はない」

「そのセリフ、一番だめなパターンね……。問題しかないわ」

　異世界からの転校生、彼の名前は「クリストフ・アークティカ」。出身はドミトニア公国領の「ラーソン村」。職業は、魔法剣士である。

　──誤ご魔ま化かしきれるはずがない。

　それが遠と羽わの結論だった。

　一応、クリスの基本的な「設定」は「ポーランドからの転校生」である。

　が、いくらポーランドの森の奥に住んでいた、という設定にしたとしても無理がある。ペットショップコーナーの動物を捌さばき、謎の植物で毒物を調合し、夜には剣を研ぐような人間がポーランドにいるはずがない。

「第一印象からして何かおかしかったのよ。違和感だらけっていうか。もしかして、あっちの世界でもあんたって『堅物』とか言われてたんじゃないの」

「……なぜ分かった。それで同期のエドとは良く言いあいをしていた。俺から言わせれば奴やつの方が軟弱で未熟な戦士だ。魔法剣士たるもの、女にうつつを抜かすべきではないのだ」

「あ……。エドって人に会ったことないけどすごい同情する。やっぱりそうよねー」

「ちょっと待て。なぜ奴やつに肩入れする。奴やつはエルフの乳か食い物にしか興味がない痴しれ者ものだ」

「ふふふ。急にムキになったわね。まさか図星？」

「そんなことはない。馬ば鹿かを言うな」

　遠と羽わが意地悪い笑みになる。昨日きのう一昨日おとといとクリスには振り回されっぱなしだった。遠と羽わは、やり返すチャンスだとばかりに攻勢に転じる。

「クリスって、案外可愛かわいいところあるじゃない」

「可愛かわいくなどない。俺は魔法剣士だ」

「このタイミングでついでに言うけど、私のふともも、ず────っと前からちらちら見てるでしょう。魔法剣士という割には、えっちなのね」

　クリスは「石化の呪い」を受けたかのように体を硬直させた。図星だった。

「断じて違う。たまたま視界に入っただけだ。それを言うなら遠と羽わさんだって、あの胸は反則だ。それにスカートの丈も短い。意識するなという方が、無理だ」

　初めて会った夜に遠と羽わはクリスの顔に胸を押しつけた。もちろんそれは意味と理由があってのことだが、駆け出しの魔法剣士（17）には刺激が強すぎた。

「う…………。あれはあんたがバグじゃないって知ってれば別のやり方が……」

　遠と羽わも遠と羽わで頰を赤らめる。これでは会話にならない。

　戦況が泥沼の様相を呈してきたところで、遠と羽わが話題を戻した。

「そんな訳だから……やっぱりあんたは黙ってるのが一番良いいと思う。話せば話すほどボロが出るんだもの」

「沈黙を貫け、と」

「沈黙なんて生なま温ぬるい。黙秘よ黙秘。あんたは今から海の底で眠る貝になりなさい」

「……努力しよう」

「ここから先学校に着くまでは、話しかけないで。……さあ、そろそろ行きましょう」




　しかし、その数分後に命令は破られる。

　家を出た直後からクリスは肌感覚で危険を感じていた。即座にアクションを起こさなかったのは、遠と羽わがいるからだ。

　だがこれ以上の静観は危険だ。クリスはそう判断し、恐る恐る話しかける。

「……奴やつが俺を狙っている」

「あんた馬ば鹿か？　貝になる誓いはどこにいったのよ」

「海の底でなくしてしまった。すまない」

「魔法剣士のくせに上う手まいこと言うなんて生意気よ。で、何なの」

「衛兵だ。つけられている」

　遠と羽わが振り返るとセキュリティボット「ＥＢ‐００１」がいた。遠と羽わは重ったるいため息を漏らしながら言い返す。

「衛兵じゃないから。『セキュリティボット』よ。ポーランド人だって衛兵とか言わないから」

「奴やつは果たし合いをするつもりなのかもしれない」

「大丈夫よ。あんたが剣を抜いたりしなければ、何もしてこないから」

「本当か？　奴やつはずいぶん俺を見ているようだが」

「気のせいよ。ほら、ちゃーんと見なさい。あれに目はないでしょう」

　遠と羽わは否定するが、ロボットは妙に恨みがましくクリスを追跡しているようだった。

　もちろんクリスの加害者意識がそう錯覚させているだけなのだが。

「でも忠告しておく。あのロボットにヘタに喧けん嘩かを売らない方がいい」

「奴やつはそれほど強いのか？」

「その気になれば戦争もできるわ。プログラムの承認さえ下りればレールガンとか地対空ミサイルだって生成できる。この間だって、レベル５か６くらいだったから」

「『れべる』がどの程度のものか分からないが、とにかく極めて危険らしいことは分かった」

「アレが最大級のプログラムを行使したら、魔法剣士だって大変よ」

　あの一戦を思いだす。

　確かにあの攻撃は予想外なものだった。しかも途中で、人（機械）が変わったかのように、強力な攻撃を繰り出してきた。

　その性能の高さはクリスも感じていた。クリスの胸ほどの高さの「ボット」は、見た目によらぬ武力を保有しているのだ。

「ふむ。そう言われれば、確かに重量感というか、威厳のようなものがある……」

「普ふ段だんは大丈夫よ。クリス、何怖がってるのよ」

　遠と羽わがイタズラっぽくクリスの背中をつっつく。

「遠と羽わさん、押すな。この俺に恐れなど……。ほら」

　と、クリスが顔を近づけた途と端たん、『ＥＢ‐００１』の表面が「ぱっ」と発光した。

『ＥＢ‐００１』は謎の異音を上げてくるくると回転する。

　クリスは思わず飛とび退のいて、臨戦態勢を取る。

「こいつ、やはり俺を狙っているぞ！」

　全くの不意打ちで、さすがのクリスでも心臓が高鳴った。

「ああ、これはいつものことよ」


〈観測／観測／制御塔に不正行為／現場に急行します／観測／観測／制御塔に不正行為〉



　機械仕じ掛かけの衛兵は奇妙な音声を周囲にまき散らしながら、猛烈な勢いで遠ざかっていった。

「不気味な奴やつめ……」

「制御塔にイタズラする子どもがいるの。最近じゃセキュリティボットはおもちゃ扱いされてる」

　塔、という単語でクリスは察しがつく。

　あの夜、遠と羽わの周囲の塔が振動し、マナのようなものが溢あふれていた。

　ガルフレイド大陸に「マナ」が満ちているように、この世界には別の何かが満ちている。

　そして恐らく、あの塔が関係しているのだ。

「あの塔は、衛兵が守るほど重要な施設なのか？」

「かなり重要な設備よ。システム上は高度なセキュリティが施されてるけど、物理的にはそこまで頑丈って訳でもないの。子どものイタズラ程度は大丈夫だけど、放っておく訳にもいかないから」

　高校までの道すがら、クリスは制御塔を何本も見かけていた。

　道路の脇や、ビルの屋上、公園の並木の中。至るところに制御塔は建てられていた。

「そのマナのようなもの──素子とやらを供給しているのが、あの塔という訳か」

「正解。よく観察してるのね」

「あの時、発光するマナ……ではなくて素子が見えたから。察しはついた」

「そ。私がプログラムを実行するためには〈素子〉が必要不可欠」

「……マナに似ているな。魔術もマナがなければ行使できない」

　クリスは独り言のように呟つぶやくと、意外にも遠と羽わが食いついてくる。

「じゃあ、あんたが言う〝マナ〟って何なのよ」

　珍しく遠と羽わからの質問だった。思わず嬉うれしくなり、話したいことがたくさん出てくるが、怒られそうなのでクリスは最低限の説明にとどめる。

「『世界に満ちる魔術の資源』だ。塔から供給するようなものではない。そしてこの世界にはマナは存在しないようだ」

「……ふうん。でもあんた、使ってたじゃない。魔法」

「あの時は体内の〝魔ま導どう機き構こう〟に残っていたマナを一時的に使ったのだ。通常は大気に満ちるマナで魔術を錬成する。魔ま導どう機き構こうのマナは通常は着火剤程度にしか使わない」

　と、クリスの話を聞いた遠と羽わが神妙な顔つきになる。

「あんたの世界はマナで満たされている、と。それはそれで素子と似ているかも。特区の大気中には、あの制御塔から素子が供給されているの。……何か似てるわね」

　──素子とマナ、プログラムと魔術。

　異なる二つの世界はどこか似ているが、何かが違う。

　何かが違うが、それでも二つの世界には共通点がある。

　遠と羽わは、クリスの瞳をじっと見つめた。

「千ち紗さにも教えなきゃ。全然違う世界だってのに、何かが似ている。案外、あんたがこの世界に来たのも偶然じゃないのかも──」

　と言って遠と羽わが言い直す。

「まるで私わたし達たちが運命的に出会ったみたいな話になりそうだけど、そういうんじゃないから。そういうんじゃ……ないから」

「違うのか」

「断じて違うから」

「まあ、確かにそうだろうな。俺としても、この世界に来たのが運命であり必然だとしたら、そんな運命は全力で否定したい。運命的な出会いなど、この世界にあるはずがない」

　なぜならクリスは魔法剣士だ。見知らぬ世界の見知らぬ街で生きるこの「運命」は本意ではない。クリスは故郷を滅ぼしたモンスターや魔王を殺さなければならないのだ。

　が、どういう訳かその直後、遠と羽わは膨ふくれっ面つらになって貝のように口を閉ざす。

　魔法剣士には難しい問題だったようだ。




　学校に着くと、クリスは職員室の応接スペースに通された。しばらく待っていると、愛あい川かわが部へ屋やに入ってきた。

　ふわりとした笑え顔がおと包み込むような雰囲気、甘い香水の香りが印象的だった。クリスはブラウスの奥で窮屈そうにしている胸が気になるが、何とか視線を外した。

　遠と羽わに「ふともも」の件を指摘されたこともあり、できるだけ意識をそちらに向けないようにした。

「こちらの生活はどう？」

「生活ライフ？　生命……？　命がどうと言われても」

　愛あい川かわの言葉がクリスの頭の中で意味をなさない。時折発生するナノマシンのエラーだ。

　クリスは愛あい川かわから視線を外し考え込む。しかし視線を外した先にはふとももがあり、慌てて視線を上げた先には胸元があった。クリスの思考もエラーを起こす。

「我の生命はいささか躍動的になっている」ふとももと胸を見て。

「……ナノマシンが馴な染じむのにまだ時間がかかるのかしらね。『生活』とは寝たり食事をしたり、生きる行為全般のことです」

「そ、そうか……。遠と羽わさんには良くしてもらっている。買い物にも不便はない」

「なら良かった。それに制服、とても似合ってるわ。体格が良いいと何でも似合うのね」

「そうですか、ありがとうございます」

　とクリスはどうにか無難に返事をした。が、それはクリスにとっては困難を極める行為だった。今日きようの目標は、「見境なく食いつかない」「目立たない」だ。そうでなければ、また遠と羽わに怒られてしまう。

「今日きようからクリス君は素子制御特区第二高校の生徒です。最初は戸惑うことが多いと思いますけど──。君の経歴は、これ」

　クリスは一枚の紙を渡される。

「これは……」

「『神聖ドミトニア公国の人』って言われても、誰も信じないでしょう？　君の肌と目の色は、この国の人にしては珍しいから」

「『ポーランド』というところが人種的に近いと」

「ポーランドというよりは欧米だけどね。今日きようからあなたはポーランドからの転校生。面おも白しろい日本語を喋しやべる、ちょっと風変わりな男の子よ」

　出身を偽ることに抵抗はない。

「身分を隠して敵国で活動する訓練は何度か経験があるので、大丈夫です。命のやりとりがないぶん、こっちの方が楽なくらいだ」

「はは……先生、ちょっと不安かも。といっても、ほとんどバレているからあまり関係ないんだけど、学校で公式に認める訳にもいかないから。経歴、頭に入れた？」

「ひととおりは」

「じゃあ、消すね。セキュリティ対策」

　といって、愛あい川かわが偽にせの経歴が印字された紙を手にする。そして一言、消去イレースと呟つぶやく。紙が蒸発し、文字通り「消去」された。

　思わず叫びそうになる。

　この世界はクリスを驚かせようとしているのではないか、と疑いたくなるくらいだ。

　──なぜ、紙が消えるんだ？

　そして今のが魔術だとしても、これほど気軽に魔術を使っていい道理などない。

「一体何をしたんですか」

「これが〈万ばん有ゆう素そ子し〉の力。今のは紙じゃなくて、万ばん有ゆう素そ子しで編まれた紙に似た媒体。クリス君は当面は体育以外の授業に参加しなくていいから、テキストを読んでいて。万ばん有ゆう素そ子しのお話は、この世界の常識だから、ちゃんと覚えること」

　愛あい川かわはクリスに学習用の薄い端末を渡す。

　紙の教科書ではなく、この板状のものに膨大な書物が入っているらしい。

　クリスが手を触れると画面が起動する。

　端末の中には、「はじめての万ばん有ゆう素そ子し理論」「学究都市への案内」というタイトルのファイルがあった。

「自習せよ、と」

「学期の途中だから、授業を聞いても意味が分からないでしょう」

「ふむ……それもそうか」

　愛あい川かわの笑みにクリスは不思議な安心感を覚える。訓練中、大人おとなの女性と接することがなかったせいかもしれない。

「学校に慣れてきたら、部活動ガーデイアンにも入ってもらうし、君の魔術についても色々教えてもらうことになる。『魔術の解析』は千ち紗ささんが担当するわ」

「ああ、あの──」闇の眷けん属ぞくのことか、とクリスは思いだす。

　言動は不審なところがあるが、遠と羽わよりは研究をするのに向いている、と愛あい川かわは説明した。

「もちろん分かっている。そういう条件だったのだから」

　あの「暗闇」が何だったのかは、特区の人間も分からないらしい。一介の魔法剣士では到底理解の及ばぬ何かが起こっているのだけは、明らかだった。

「バグの原因は調査中。クリス君が協力してくれるのなら、〈次元ポート〉の情報も提供する」

「……これはいわゆる『背に腹は替えられない』という状況だ。決して積極的に『魔法』の情報を開示したい訳ではない」

「うん、だいぶ『新しい言語領域』も馴な染じんできたみたいね。そう。この状況は、『背に腹は替えられない』です。…………どうしても、元の世界に戻りたいのね」

「肯定」

「でも、こっちの世界の方が平和なんでしょう？　向こうに彼女でも？」

「そんなものはいない。戦いは俺にとっての責務。戻る理由は、それだけだ」

「あなたも、色々大変なのね……」

　愛あい川かわはため息をついて、何気なく脚を組み替える。

　クリスは思わずどきりとする。あの時──愛あい川かわの胸に触れた瞬間が脳裏を過よぎった。

　──これはまずい。

　よからぬ妄想が暴走しそうになる。クリスは何とかして会話を続けようとする。

　クリスはこの数日の間に学習した会話の方法を思いだす。こういう時こそ「社交辞令」の出番だ。

「先生こそ、素す敵てきな恋人がいるのでは」

「殺す」

「はいっ!?」

「何でもないわ。どうしたの？」

　実際殺すと言ったが、クリスの耳には聞こえなかった。いや、脳が理解することを拒否した。こんなに美しい女性がそんなことを言うはずがない。

「素す敵てきな恋人が」

　次の瞬間、愛あい川かわが握っていたグラスが爆発四散する。

　液体が周囲に飛び散るが、愛あい川かわは鉄の仮面を装着しているかのように、表情一つ変えない。

「敵襲か!?」

「時々、こういうことがあるのよ。これも〈バグ〉の一つかしら……！」

「…………なるほど。そういうこともあるのか……？」

　──ああもう高校生でもいいかもクリス君可愛かわいいし。

「今、何か？」

「何でもないわ。どうしたの？」

　実際ああもう高校生でもいいかもクリス君可愛かわいいし。と言ったが、クリスの耳には聞こえなかった。いや、脳が理解することを拒否した。一介の魔法剣士如ごときにこんな都合の良いい戯画的桃色的展開があるはずがない。




　教室に入ったクリスに様々な視線が注がれる。慕情、嫉妬、興味、無関心。いずれにせよ、こんなにもたくさんの視線を浴びたことなど一度もない。

「私はドミト……ポーランドからの転送……もとい交換留学生のクリストフ・アークティカです。家の都合で日本に引っ越してきた。お見知りおきを」

　女子からの熱いまなざしの中、クリスは凍えるような殺気を感じる。

　射貫くようなその気け配はいは、教室の奥から漂っていた。遠と羽わだった。

「……という訳でクリス君はまだ日本に慣れていないので、みんな優しくしてね」

　と愛あい川かわが言うと同時に教室のあちこちから不規則発言が飛び出す。

「クリスって呼んでいいですかー？」

「構わない……」

「好きな女の子のタイプは？」

「特には……」

「その指輪は？」

「姫から……」

　その発言に、ほぼ全員が声を上げる。悲鳴のような声を出す女子もいた。

　とんでもない発言をしたらしい、とクリスが気づいた瞬間には手遅れだった。

　その指輪は、訓練部隊に所属する者が書類の上では姫から一律に与えられるものだった。

「姫って、誰ですか！」

「王妃ってこと？」

「じゃあ、クリスって王子？　マジで？」

「いや、俺は一介の魔法剣士にすぎない……」

　今は、「魔法剣士の設定」ではないのだが、クラスにそれを聞くものはいなかった。

「玉たまの輿こし！　玉たまの輿こし！」

「ポーランド！　ポーランド！」

「……はいはい、クリス君は王子じゃないし、王子だったらもっと大変なことになってるし、もしそうだとしたら先生が先に手をつけてるので違います♪　クリス君は、しばらくの間は教科書で基礎的な部分を勉強してもらいます。で、あそこの一番後ろがクリス君の席ね」

　愛あい川かわが手を叩たたいてクラスを静める。が、発言に耳を傾ける生徒は少なく、遠と羽わだけが愛あい川かわの「手をつけてる」発言に戦慄するだけだった。




　体育の授業というものは、実に不可解だとクリスは思う。

　国が戦争状態にある訳でもないのに、なぜ体を鍛えるカリキュラムを「勉強を教える場所」で行うのだろう。

　体を鍛えるだけならば、それこそ外で走り回っていればいいのに。

　と、クリスの中にまたも疑問が湧わいてくる。

　しかし、ここまできてクリスは理解している。

　この手の疑問は、遠と羽わか愛あい川かわにするしかない。間違ってもクラスの人間に聞いてはならない。

　──そう、俺は身分を隠しているのだ。

　──余計なことを考えてはいけない。

　恐らく体育も、この世界にとっては重要な意味があるのだ。

　それが何であるかは、分からないが。

　運動用の服に着替え、クリスは校庭へと向かう。

「今日きようはスポーツテストをする。まずは五十メートル走だ」

　と体育の教師が言う。

　身体能力を客観的に測定するということは魔法剣士課程でも行われていたので、その趣旨は理解できた。能力に序列をつけ、それを可視化することで、兵士の間に競争意識が芽生えることになる。兵の間で切せつ磋さ琢たく磨ますることでさらに戦力は高まる。

　魔法剣士課程では、本格的な訓練に先がけて体力の測定があった。

　ということはやはり、この世界も同じなのだ。

　──この先クリスを待ち構えているのは、地獄のような訓練なのだろう。

　……とクリスが見当違いの方向に考察を深めていると、いきなり背後から話しかけられた。

「君、ポーランド出身じゃないだろ……」

　クリスの後ろに立っていた男が、声をかけてきた。

　振り返ると、短髪の男が親しげに笑いかけてきた。

「噓うそはいかんよ、噓うそは」

「……違う、俺はポーランド出身の魔法剣……学生だ」

　クリスは訝いぶかしむ。身元がばれるとしたら、どのタイミングだったのだろうか。

　それとも、委員会の方で情報が漏れていたのだろうか。

「噓うそなどついていない」クリスは強く言い張る。ブラフの可能性もあった。

「噓うそつけ。林りん檎ごを食って騒いでたの、たまたま見かけたんだ。あのリアクション、まるで未開の土地に住んでましたって感じだったな」

「もちろん、ポーランドにも市場はある。あの林りん檎ごが旨うますぎたのだ。他意はない」

「じゃあ、ポーランドの首都は？」

「わるしゃわ」

「なら、君はポーランドのどこからやってきた？」

　クリスは返答に詰まる。答えることは、できる。だがそこからさらに質問を突きつけられたら、いつかは返答に窮してしまうだろう。架空の経歴があったとしても、どこかでほころびは生まれてくる。

　どう答えるのがベストだろうか？

　時間はない。ない故に、焦あせる。焦あせるが故に、適当なことを口走る。

「松まつ戸ど市し」

「……なるほど。それがポーランド流のジョークか。ちょっと何言ってるか分からないが。もしかして松まつ戸ど市しとマッドシティをかけてるとか？　まあ、どこ出身でもいいけど、嫉妬するぜ。遠と羽わとあんなに仲良くしてんだもんな」

　生徒は本当にクリスの出身地がどうでもよかったらしく、あっさりと話題を変えた。

「遠と羽わ、可愛かわいいよなあ。あいつと中学から一緒だから。まあ、性格キツいけど」

「あのような性格がこの国の普通だと思っていた。やはり考えを改めるべきか」

「そんな訳ないだろう。遠と羽わは別格だ」

　グラウンドの反対側では、女子の体力測定が始まっていた。

「……なるほど。確かに別格だ。事実、俺も剣を交え……てはいないが、既に何度か殺されかけている」

「ははっ、それは傑作だ。──俺の名前は三み浦うら元もと春はる。よろしくな。俺は別に君がポーランドだろうが、シンガポールだろうがポルトガルだろうが問題にはせん」

「『ポ』しか合ってないぞ。……だがそうしてもらえると、助かる」

「クリストフ！　三み浦うら！　もたもたしてんな！　早く走れ！」

　体育の教師が声を張りあげる。いつの間にか、二人ふたりの出番が来ていた。

　クリスと三み浦うらが同時に立ち上がり、位置につく。気持ちのいい風が吹いていた。

　──こんな日に走るのなんて、何年ぶりだろうか？

　クリスはそれを思い出せない程、訓練の日々に明け暮れていた。重い甲かつ冑ちゆうをつけたまま歩くのに慣れきっていたクリスにとって、最高の気分だ。

「パン」と乾いた音がグラウンドに響く。

　反射的にゴールに向かって疾走する。

　軽く流すつもりだった。が、クリスにとっての普通は、特区の異常だった。

　同時にスタートした三み浦うらを遙はるか彼方かなたに残し、クリスはゴールラインを切った。

「……５秒？　噓うそだろ!?　このストップウォッチ、おかしいんじゃないか？」

　計測係が驚きよう愕がくの表情でクリスを見る。が、クリスを追いかけて必死で走る三み浦うらの姿が、ストップウォッチが壊れている訳ではないことを示していた。

「むっ……！」

　クリスはただならぬ殺気を察知し、グラウンドの反対側を見た。

「なんだ、遠と羽わさんか。だが何な故ぜ怒っているのだ？」

　遠と羽わからの「他の生徒と同じようにやれ」という無言の圧力。それはどんな訓練よりも難しい命令だった。




　体力測定が終わる頃には、クリスは別の意味で疲れ果てていた。遠投や、持久走などの種目でも、クリスは驚異的すぎる記録をたたき出した。手加減はしたつもりだったのだが、クリスは悪目立ちしていた。

　測定が一通り終わったクリスがぼんやりと階段に座っていると、また三み浦うらが話しかけてくる。

「ヘイ、王子様。こんなとこじゃなくてスポーツ系の高校に行った方が良かったんじゃないのか？」

「俺は一介の民草だ。『すぽーつ』はしない。剣術は少々たしなむが……」

「何だあ？　そのいかにも『ツッコミ待ち』なボケは。一般人は『民草』とか言わんし剣術もしないぞ。…………もしやあり得んとは思うが、クリスって王子様兼スパイか？　マジパネーな！」

　と、短髪の三み浦うらがクリスのボディチェックでもするように体をぺたぺたと触ってくる。

「くすぐったいぞ。俺はごく普通の学生だ」

「噓うそつけー。このバキバキの筋肉、普通じゃねーし。それにさっき、ボールの遠投やったろ？」

「ああ。それがどうした」

「あれ、百メートル離れたバスケットボールのゴールに入れる競技じゃないぞ？」

「ち、違うのか……？　では何だと」

「球を遠くに投げる腕力を測定するためのテストだ。三回投げて、三回ともネットに入れるってどうなってるんだよ。あの瞬間、新しい球技が生まれた感あるぞ」

「そうだったのか？　……どうりで誰も飛ばしていなかった訳だ」

「飛ばしてないんじゃない。全力で投げてあの程度だったんだ。……ったく、どんな鍛え方すりゃそうなるんだよ？」

「甲かつ冑ちゆうで何日も歩いたり、一日中重い剣を振り回したり、命綱をつけずに崖を登ればこうもなる」

「修行僧かよ！　クリスは〈ガーディアン〉になった方がいいな……。そのうち、委員会から話があるんじゃないか？　ちなみに俺もガーディアンな。俺に与えられているプログラムの権限は〈スナイプ〉だ。三み浦うら氏の遠距離からの射撃支援には定評があるとかないとか……」

　と、三み浦うらが手を振る。

「あの二人ふたりくらいの距離だったら楽勝で狙撃できる」

　見ると、グラウンドのちょうど対角線上、反対側に遠と羽わと千ち紗さがいた。遠と羽わは案の定不機嫌そうにして舌を出し、それから顔をそらす。

　が、三み浦うらには見えないらしく、「でも遠と羽わちゃんの心はスナイプできねえんだよなあ……。ほんと、天使だよなー」などと吞のん気きなことを言う。
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「……ふっざけんじゃないわよ。あの馬ば鹿か、何してんのかしら」

　天使こと藍あい空そら遠と羽わは、校庭の反対側にいるクリスに向かって舌を出した。遠と羽わの方でも体力測定は一通り終わっていた。

　──もう、見てらんない。

　測定の間じゅう、遠と羽わは気が気ではなかった。

　あんな体力測定の成績を出すポーランド人……いや、人類がいるはずがない。クリスにとっての普通は、この世界にとっての異常なのだ。

　あれで魔法という名の飛び道具を出された日には、クリスを制圧するのには最新鋭の兵器が必要になるだろう。

　委員会はクリスの魔法を解析したがっているみたいだけど、止めたほうがいいのでは？　と遠と羽わは思う。

「何か、『ポーランドからの転校生』設定、一日で破綻してるわね」

「あの情報が漏れるのも時間の問題ですね。私、楽しみです！」

「楽しみにするなっての。あいつ、魔法剣士課程では隠おん密みつ行動の訓練もあった……だなんて話してた割には」

　まるでダメである。

　特区は世界を接続する謎のバグ〈次元ポート〉が出現した、という事実が広まるのを恐れている。そしてクリスがあんな状態となると、遅かれ早かれ情報は拡散していくだろう。

　クリスが無む茶ちや苦く茶ちやな行動をするのを止めるのもガーディアンの仕事だ、と言われればそうかもしれないが、指示されていないことをしてやる義務はない。

「ほんと、あいつ見てるとイライラするわー」

「遠と羽わさん遠と羽わさん。そんなこと言う割に、何か嬉うれしそうなんですが？　それは『やっぱり、あいつは私がいないとダメね！』的なリアクションですか」

「違うから。そんなの絶対違うから」

「なぜ七五調で？」

「特に意味はないわ」

　はっはーん、なるほどねーと千ち紗さはからかうような調子で独り言を言う。

「だったら『バグ処理』は私とクリス君でやりますね」

「ダメよ！　あいつには、私がいないと」

　つとめて平静な口調で返していたが、思わず語気が強くなる。

「遠と羽わさん、数行前のセリフと矛盾してますよ。恋する乙女おとめはアホになるんですか？」

「何言ってるの。全然違うわ」

　遠と羽わはムキになって言い返す。別に恋する乙女おとめがアホになるのではない。アホはアホ、乙女おとめは乙女おとめだ。そしてアホかどうかで言えば、一番アホなのはクリスだ。と遠と羽わは思う。

「でもでも遠と羽わさん。私がクリス君と行動するちゃんとした理由だってありますよ？」

「う……それを言われると」

　──魔術の解析だ。

　これはむしろ、遠と羽わよりも千ち紗さに分がある。

「遠と羽わさんが言うプログラムと魔術の共通点、やっぱり気になります。クリス君の魔術を解明する何かがあるかもしれません。……というか、一刻も早くクリス君の肉体を使って実験をしたいです♪」

「やっぱりそれなのね。同じ女子でも軽く引くわ……」
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　その数日後の放課後、クリスは教室で武器を握っていた。

　教室に響くは、気の抜けた叫び声。

「でやっ！」

　へっぽこ剣士「ミウラ・アークティカ」の、なまっちょろい一振りだ。

クリスは難なく躱かわし、応戦する。剣──ではなくて掃除の箒を軽く捌き、三み浦うらの脛すねにごつりと当てた。

「あばばばばっ！　痛でーっ！」

　三み浦うらは脛すねを抱え、床を転がり回る。

「しまった……！　ついいつもの癖が」

　三み浦うらは自らを「ミウラ・アークティカ」と名乗り、無む謀ぼうにもクリスに剣術ちやんばらの勝負を挑んだ。もちろん手加減すべき相手だが、幾千の修練を経た魔法剣士は、ついうっかり強めに反撃してしまったのだ。

「こらっ！　馬鹿クリス！　あんた何してんのよ!!」

　ちょうど良いタイミングで教室のドアが開く。例によってクリスにツッコミを入れるのは、元気印のツンデレ娘だ。

「遠と羽わさん……！　どうしてここに？　部活に行ったのでは？」

遠と羽わは殺意と怒りに満ちた表情で、クリスに詰め寄る。

「どうしてもこうしてもないっての！　あんた、あの設定はどうしたのよ。あんたがそんなものを振り回したら、どうなるか分かってるでしょ!?」

「悪気はなかった。手加減したつもりだったのだが」

「うそつけー！　むっちゃ痛えし！　まだ痛えし！」

と三み浦うらはごろごろと床を転がりながら反論する。

「三み浦うらも馬鹿だけど、あんたもあんたよ。……ったく、お似合いの馬鹿コンビね」

　遠と羽わはローアングルからちらちらとスカートをのぞいてくる三み浦うらに蹴りを入れ、クリスの腕を引いた。

「ほら、行くわよ」

「行く？　どこへだ」

「部活動ガーデイアン。この街にもそろそろ慣れたでしょ。あんたも来るの」

　そうして二人は学校を飛び出し、ビルとビルの間を跳躍し、幅の広い道路を飛び越え、目的地に向かう。

　見る人によっては、遠と羽わは驚異的な身体能力を持つアスリートに映るかもしれない。が、実際は〈プログラム〉を発動させ、不可視の強化外骨格で肉体を補助アシストさせているのだ。

　その遠と羽わが啞あ然ぜんとした顔になっている。

　クリスは何のプログラムも発動させずに、遠と羽わに追従してきているのだ。

「あんたって本当にびっくり人間ね。剣士っていうか忍者？」

「何を驚いているのだ？　遠と羽わさんだって同じだろうに」

「身体機能補助プログラムフイジカルブースターを使わないで私についてくる人間、あんたくらいよ？　おかしいと思わない？　常識で考えなさいよ」

「そう言われても困るが……」

　クリスは遠と羽わを追いかける。プログラムも魔術も使わずにビルとビルを飛び越え、一足飛びに三車線の道路を跳躍しているのだ。例によって涼しげな目元のままで。

　そう、魔法剣士に特区の常識は通用しないのだ。

「あんたと接近戦をしようとした私が馬ば鹿かだった。何を食べればそうなるのよ」

「俺は幾多の鍛錬と儀式を重ねた魔法剣士だ。ことさら驚くことでもあるまい」

「ことさら驚くことよ！　普通の人は逆立ちしてもそんなにならない……って、そろそろ近づいてる。注意して」

〈アラート〉が出た場所はいわゆる繁華街の裏側だ。クリスの世界で言えば、得え体たいの知れない魔道具が売買される市場に雰囲気が似ていた。

「この辺りが〈バグ〉がよく出現する場所。何でだと思う？」

「何で？　理由があるのか」

「そういえばこの間も話したけど、ヒントは〈制御塔〉よ」

　遠と羽わの指先がクリスの頭上を指す。一見したところただの鉄柱だった。十メートル程の高さで先端はやや膨らんだ楕だ円えん形けいをしている。そこから、素子が出力されているらしい。

　バグとは、突き詰めればプログラムと万ばん有ゆう素そ子しがあって初めて成立する現象だという。

　──であるならば。

　クリスは周囲を見渡す。

　ビルの隙間やビルの屋上、公園の木立の影、街の至る所に制御塔が突き刺さっていた。意識しなければ気づかなかったが、よく見ればけっこうな数がある。密度で言えば、この一帯は明らかに制御塔の数が多い。

「制御塔が多いということは、それだけ素子も多い。だからバグは発生する」

「惜しいわ。もっと考えて。ヒントその二。どれほど素子が多くとも、プログラムが正しい命令をしている場合、バグは発生しない」

　クリスは教科書の内容を思いだす。

　プログラムとは、詰まるところは「命令」だ。その命令に矛盾があったり、命令そのものが間違いだった場合、素子は行き場をなくすだろう。

　魔術に置き換えれば詠唱の誤りによる「マナの暴走」といったところか。

「……マナの暴走と同じことがプログラムにも起こっているかもしれない、と。もしや、この辺りの〈プログラム〉には何らかの誤りが含まれているのか？」

「そういうこと。学校の方では、プログラムはちゃんと管理されてるけど、こういうゴチャゴチャした街は、素人しろうとが勝手に制御塔を生やすし、非認証のプログラムが使われている。……そっちの方を見てみて？」

　遠と羽わが制服の胸ポケットから薄いカードを渡す。半透明の板の外周には基盤が走っている。遠と羽わが指をなぞると、ぼんやりと青く発光した。

「万ばん有ゆう素そ子しで編まれた特殊フィルター。これで世界を見ると万ばん有ゆう素そ子しの偏向や、バグの前兆が見える」

　クリスはフィルター越しに世界を見る。

「なるほど……そういうことか」

　青白い光が見えた。魔法を発動できる気け配はいはないが、マナのような何かであることは間違いない。その光が、異常に集積している場所があった。

　そこは廃はい墟きよとなったビルで、入口はバリケードで通行止めされている。その入口の奥の方が異様に光っていた。

「はじめに『間違った命令』がある。素子は間違った命令に従って集積し、バグになる。で、時間が経過すればバグはこの世界に出現するってこと」

　ただ素子が多いだけではバグが生まれない。

　誤ったプログラムと、素子があることでバグが生まれるのだ。

「これで分かったでしょ？　で、あの制御塔ってのは素子の異常集積を監視する機能もあるの。行きましょう。もう少しでバグが実体化する」

　遠と羽わはバリケードを越えて、ビルの中に進む。

　ビルは最近封鎖されたものらしいが、既に壁のあちこちに亀裂が入り、窓が割れている。

「バグは、どうやって始末するんだ。今のところ肉眼では見えない」

　クリスはもう一度「フィルター」で素子が集積している場所を見る。

「光の粒」は様々に色を変え、空間のある一点を中心に渦巻いている。

「素子が集積しているだけの状態は『バグの前駆体』といって、厳密にはまだバグじゃない。だからといってぼんやりしてると、凝着して面倒なことになる」

　手にしていた携帯端末に、遠と羽わは『削除デリート』と呟つぶやく。

「バグの前兆──素子が集積している場所に、この解除コードを撃ち込むことで、『間違った命令』は削除される」

「それが間に合わないと、バグになる。ガルフレイド大陸でいうところの『モンスター』という訳か」

「いや、それは違うけど……。でも、あんたの言うように、少し遅かったみたいね」

　遠と羽わは素子が集積する空間めがけて引き金を引いた。しかし、状況に変化はなかった。バグは徐々に実体化しつつあったのだ。

　クリスはフィルターを遠と羽わに返す。

　フィルター越しに見ていた「素子の集積」は、肉眼でもはっきりと見えるようになっていた。

「素子の集積が行くところまで行くと、こんな風に現実に影響を及ぼすようになる。……本当はこうなる前に処分したかったんだけど」

　誤った〈プログラム〉が最初の素子を集積させ、それ以降は指数関数的に大気中から素子をかき集める。集積した素子は、様々に色彩と形状を変形させる。

　例えて言うなら「カラフルなブロックの渦」だ。その渦は、素子だけでなく周辺のデータも取り込む。データを読み込んだブロックの渦はデータの記述通りの形へと展開していく。

　そこから先は、全くのカオスだ。

　制御を失ったバグは、おぼろげに手足、胴体、頭部を形作る。だが到底人間には見えない。

「俺は、こんなものと間違われたのか……？　いや、大陸にもこのようなモンスターはいない」

「バグの形状は取り込むデータに左右されるのよ。『とてもリアルな魔法剣士クリス君のデータ』をバグが取り込んだとしたら、やっぱりバグはあんたみたいな形になる」

「……言っておくが俺はバグではない」

「大丈夫よ。分かってるから。……それじゃあ、実力行使の時間よ」

　現実に出現したバグはやはり現実的な力で対応するしかない。

「それから、プログラムを起動させるにはもう一つ大事な要素がある。それが、これ」

　遠と羽わはカチューシャを指した。シンプルな髪飾りの周囲には、やはりあの夜と同じように素子が異様に集積している。

「素子は大気中に存在します、それを制御する〈プログラム言語〉もあります、だけじゃ『力』は現実のものにならない。言葉はただ言葉として存在しているだけじゃ無力なのよ。プログラムの実行には、素子の集積と制御を行う端末デバイスが必要なの」
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　遠と羽わはプログラムを実行する。両の掌てのひらに出現したのは、禍まが々まがしいまでに赤黒い炎だ。

「その制御をする端末が髪飾りという訳か」

「正式名称は素子集中制御端末、通称〈ウェアラブル〉よ。この端末が私の脳と常時リンクしてるから、私は自分の『意志』と『言葉』だけで攻性プログラムを発動できる」

　そして攻撃性が低いプログラムは短いコマンドが、逆に攻撃性が高いプログラムには、長いコマンドが割り当てられている。強力な武器が簡単に行使できると、濫用の恐れがあるからだ。

　また、強力な武力ほど冷静な頭で行使しなければならない。それ故『コマンドの詠唱』が長くなるのだ。

「理解した」

「……いやいや、そんなに吞のみ込こみ早いと逆に心配なんだけど」

「もちろん、全てを理解した訳ではない。だが〈ウェアラブル〉に似たものが、魔法にもあるのだ」

「へ？　どういうことよ」

　それは──〝魔ま導どう機き構こう〟だ。

　魔術もやはりマナと呪文の詠唱だけで成立するものではない。

　魔術を扱う者は魔ま導どう機き構こうを体内に埋め込まれる。その上で鍛錬と儀式を繰り返し「魔ま導どう機き構こう」に「神経」を通すことで、ようやく魔術は使えるようになるのだ。

〝魔ま導どう機き構こう〟はまさに遠と羽わが言う〈ウェアラブル〉と同じ役目を果たしているのだ。

「魔術にもマナを体内に集積させ、魔術を発動させるための器官が必要だ。この世界では、それをウェアラブルという機械が代行しているということだろう」

　やはり──二つの世界は共通した論理ロジツクがある。

「とはいえ、俺は死ぬような鍛錬を経て魔ま導どう機き構こうを獲得した。遠と羽わさんは髪飾りをつけているだけ、というのは理不尽を感じるが……」

「いいじゃない。あんたはその鍛錬のおかげで野性味溢あふれる馬ば鹿か体力がついたんだから。さて、そろそろ頃合いね。ちゃんと見てなさい」

　遠と羽わが炎を投とう擲てきする。ビルの壁が焼け焦げ、窓ガラスが弾はじけ飛ぶ。炎をまともに食らった「バグ」はあっと言う間に雲うん散さん霧む消しようした。

「凄すさまじい威力だ……。これに魔術なしで対抗するのは難しいだろうな」

「そうよ。覚悟しなさい。次にあんたと戦うことになったら手加減はしないから。距離を置いて集中砲火するわ……！」

「遠と羽わさん、目が怖いぞ……」

　同時にクリスは思う。

　軍人でない遠と羽わでさえ、これほどの火力を行使している。

　あの機械仕じ掛かけの衛兵「ＥＢ‐００１」の「れべる」とやらは、どこまで上がるのか？　遠と羽わは戦争ができると言っていたが、大げさな話ではないだろう。

「むむ。奴やつらは何だ」

　焦げたビルの壁の奥から、人が何人か出てきた。彼らは慌ててビルから逃げていく。

「…………犯人が分かったわ。無許可の制御塔を建てたのはあいつらね。で、違法なプログラムを開発してバグを出した……って感じかしら？　奴やつらの罪状は『制御塔の違法設置』と『違法プログラムによるバグの発生』よ」

　遠と羽わは再びプログラムを発動させようとする。

「待て。相手は何人もいるぞ。ここは俺に任せてくれ」

　遠と羽わのプログラムは強力だが弱点もあった。クリスが接近戦で遠と羽わを圧倒したように、彼女は格闘術の心得はあまりない。何人もの男に囲まれれば、遠と羽わも危ないだろう。

「別に問題ないわ。あいつら〈攻性プログラム〉持っていないし。委員会から認証を得ていないと」

「それはいかん。君のような乙女おとめが荒事に関わるのはまずい」

「な……何それ。あんた、無自覚に口説くのやめなさいよ」

　遠と羽わは思わず目を伏せる。外見だけは完璧な魔法剣士は、時々こうして口説いてくるのだ。もちろん、クリスにその自覚はない。何な故ぜならそれがクリスにとっての普通だからだ。

「それにまだ嫁入り前だ。もう少しおしとやかさをだな……」

「前言撤回。余計なお世話だっつーの。あんたに任せたら、それこそ『オーバーキル』になっちゃう。あんたは、違法な制御塔に『マーカー』でもつけてなさい。後で処理するから」

「いいや、俺が奴やつらをやる。大丈夫だ」

「ええと……クリス君？　私、あんたの『大丈夫だ』には騙だまされないって決めたの」

「だが、カレーの礼が済んでいない」

「何よ急に。あんた、真ま面じ目めね」

「俺はいつでも真ま面じ目めだ。……いや、戦闘中に冗談を飛ばす魔法剣士などいない」

　真ま面じ目めのベクトルはおかしいのだが、クリスはクリスなりに何かをしようとしている。

　ふむ、と遠と羽わが腕組みをする。口角が上がっているのは機嫌が悪くない証拠だ。

「……どうしてもっていうなら、これを使いなさい」

　遠と羽わが簡易プログラムを発動させ「ある武器」を生成する。

「非殺傷型の平和武器よ」

　黄色い柄と赤い頭のハンマーだった。クリスは「武器」をしげしげと眺め、軽く手で叩たたく。

　ハンマーは「ピコッ」と小気味良い音が出た。

「……これは武器ではなくてオモチャではないか？」

「あんたみたいな馬ば鹿か力ぢからには、これくらいでちょうどいいの」

　クリスは真ま面じ目めくさった顔で何度もハンマーを「ピコッピコッ」と鳴らす。

「面おも白しろい武器だ。〝ピコの鉄てつ槌つい〟と名付けよう」

「急に強そうな名前になったわね、ピコピコハンマー……」

「これでやつらを確保すればいいんだな」

「そうよ。穏便にね」

　と、遠と羽わが言った──次の瞬間だった。空気が圧縮され、弾はじける「音」だけがその場に残った。クリスは姿を消した。

「我こそはガーディアンである！」

　というクリスの叫び声が聞こえ、遠と羽わは案の定後悔する。しばらくしてから「ピコッ」という音が三回続けて響く。「ピコの鉄てつ槌つい」が炸さく裂れつしたのだ。

「やっぱり変なやつ……。でも案外頼りになるかも」

　と遠と羽わは呟つぶやく。

　いつの間にか、クリスのことが気になっていた。

　あいつの世界には悪の魔王みたいな悪い奴やつだとか、モンスターだとかがいるらしい。聞いた限りでは相当に生きて行くのが大変な世界のようだ。多分「人権」だとか「憲法」みたいなのもない世界なんだろう、と遠と羽わは思う。

　──あいつは、そんな世界からやってきたのだ。

　──あいつが強いのは、強くなければ生きて行けなかったからなのかもしれない。
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　──素子とマナ。

　──プログラムと魔術。

　──ウェアラブルと魔ま導どう機き構こう。

「私の勘が正しければ、この三つは同じものですし、絶対『魔術』は発動します！」

　などと千ち紗さが意味不明の主張をし、実験の計画は進められた。

　そしてある日の放課後、ついに実験の手はずは整った。

　……が、肝心のクリスの到着が遅れていた。

　だから千ち紗さはバナナ豆乳をちゅうちゅうと飲み干し、脚をぷらぷらさせながら遠と羽わをからかう。要するに実験の準備が終わってヒマなのだ。

「遠と羽わさん遠と羽わさん。王子様遅いですね！　他の女の子とデートでしょうか？」

「補習よ、補習。あいつがデートなんてするはずないでしょ。ってかあいつは」

　──王子様じゃなくて魔法剣士だから。

　と、言いかけて遠と羽わは口ごもる。この私が、何な故ぜフォローしなければならないのだ？

「あいつは？」

「あいつ、王子様じゃなくて平民でしょ。最近はまあまあクラスに馴な染じんできてるし、平民も板についてきたけど」

　あれから三週間が過ぎた。

　クリスはその辺りの草から毒を抽出しなくなったし、スーパーで騒動を起こすことも減った。転校初日に比べれば、ずいぶんマシになったと思う。

「ただ剣道の時間に謎の剣術スキルを発揮するのはやめてもらいたいわね」

「遠と羽わさん。クリス君は、誇り高き魔法剣士ですよ？」

「ただの負けず嫌いよ、あれは」

　当然クリスから一本を取った者は誰もいない。三み浦うらに至ってはムキになってクリスに挑んでは三十回連続で返り討ちにあっている。遠と羽わのハートを摑つかむことは、永遠にないかもしれない。

「クリス君、剣士キャラのおかげで逆にクラスに馴な染じんでますよね？」

「…………何だか、本末転倒な気もするけど」

　遠と羽わと千ち紗さは、その事実を隠すために「クリスの世話」をしているはずだった。

「それに女子の人気もすごいですし。王子様、取られちゃっても知らないですよー？」

「だからあいつは、王子様じゃなくて──」

　と、千ち紗さは鞄かばんの中から端末を出した。

「はい、『ツンデレのあたしがこんなに異世界の王子様を好き好き大好き超愛してるはずがない』の新刊。口にするだけで恥ずかしいというか、むしろそういうプレイなんじゃないかって感じですね！」

「何よ。千ち紗さだって読んでるくせに」

　遠と羽わが自分の端末を取り出した。

　遠と羽わは念のため周囲を確認する。放課後をとっくに過ぎた部室には、千ち紗さの他に人はいない。

　端末同士を軽くぶつけあうと、筐きよう体たい間でデータの通信が行われる。

　千ち紗さの端末のデータは削除され、遠と羽わの端末に「ツンデレのあたしがこんなに異世界の王子様を好き好き大好き超愛してるはずがない」の表紙が映る。

「私は読んでないですよ。これ、他のクラスの子から借りてるデータなんで、読み終わったら読了フラグ立てて削除してくださいね。そうしないと、私のところに戻ってこないので」

　遠と羽わは素直に応じる。

「分かった。……ありがと」

「まあ、『ガーディアンの遠と羽わさん』ともあろう方がこんな甘甘な小説読んでたと知られたら、大変ですからね。そういえば、この異世界の王子様、クリス君に似てないですか？」

　あいつが王子様？

　微妙だ。

　微妙だけど、気にならないこともないかもしれない。

　けど、それがどんな意味を持つのか、遠と羽わには分からないし、分かったところでどうにもならないような気がする。でも、あいつは王子様なんかじゃない。魔法剣士とかいう、若干キモい感じの肩書きの、三回転半くらいよじれた日本語を使う奴やつで、たまに本気になると魔法めいた力を発揮する怪しげな不審者剣士だ。で、あたしはその剣士に恋……うそうそそんなことあり得ないしあるはずがないし、でもあたしはクリスがバグに立ち向かって行く姿に見みとれていた。

　──遠と羽わは止めどない思考を中断させる。

「……別に、似てないし」

「遠と羽わさん。今の微妙な間は何ですか？」

　遠と羽わはため息を一つついて、椅子を傾ける。

　体重を後ろにかけると、古びたパイプ椅子がギシギシと音を立てる。決して、遠と羽わの体重のせいではない。学究都市では研究予算はついても、部室の備品は更新されないのだ。

「それにしてもあいつ遅いわね。何してんのかしら」

「補習終わっても良い頃なんですけどね。ちょっと呼んで来ます」




　　　　　＊




　無駄に真ま面じ目めなクリスは一日中、端末の「教科書」を読み、その後愛あい川かわの補習を受けていた。

　さすがに魔法剣士といえど、酷使すれば目も肩も疲れる。

　クリスが肩をぐりぐりと揉もみながら教室を出ようとすると、背後から声をかけられた。

「いたいたー。どーも、クリスさん。『魔女の眷けん属ぞく』の百目鬼どうめき千ち紗さです」

　真まっ直すぐに切り揃そろえられた前髪に、遠と羽わよりは低い背丈の少女はフレンドリーな笑え顔がおでクリスに歩み寄る。

「ど、どーも……」

　もちろん千ち紗さが魔女の眷けん属ぞくのはずがない。クリスのセリフを面おも白しろがっているだけだ。

「貴様……いや百目鬼どうめきさんに言っておかなければならないことがある」

　クリスは廊下をきょろきょろと見渡し、人がいないことを確かめた。

　そして小声で千ち紗さの耳元に囁ささやく。

「言っておくが魔女の眷けん属ぞくは人間に化けていたとしても、耳が尖とがっている。色もやや灰色がかっている。間違っても百目鬼どうめきさんは魔女の眷けん属ぞくではない。あり得ないとは思うが、ここに本物の魔女の眷けん属ぞくがいたら、百目鬼どうめきさんは命を狙われる可能性がある。馬ば鹿かにするな、と怒りを買うだろう」

　クリスの説明を聞いた千ち紗さは、逆に目をらんらんと輝かせる。カラフルに表情を変え、身振り手振りを交えてコロコロと言葉を発する。

「おおっ！　かなり本格的な異世界の情報ですね！　本物ですね！」

「それはまあ、本物だが……。というか、俺からしたらこちら側こそ異世界だ」

　千ち紗さはクリスの言葉を無視してさらに暴走する。遠と羽わといる時よりもテンションが高いのは、色々な意味で興奮しているせいだろう。

「私、ドキドキしてきました。早くクリス君のこと、解析したいなー。性的な意味で」

「余計な言葉が聞こえた気がするが」

　千ち紗さは自然にクリスの手を握り、腕に胸を押しつける。が、クリスは恐怖しか感じない。

　クリスはこの世界に来て初めて他人に気け圧おされていた。

　ドミトニア公国にも訓練兵の同期にも、千ち紗さのような性格の人間はいない。

「その辺りの魔女よりも厄介な女だな……。穏便に頼むぞ」

「大丈夫ですよ。九十九割、大丈夫です」

「大丈夫じゃないだろう、全然」

　いつもは遠と羽わに突っ込まれてばかりのクリスだが、今ばかりは千ち紗さを止めざるを得ない。

「私わたし達たちの世界に魔法は存在しません。だからクリス君の魔術のからくりが分かれば、私わたし達たちの〈プログラム〉にも応用できるでしょう。それは……どういうことか分かりますか？」

　と、千ち紗さが声をひそめる。

　もしや『委員会』の裏の情報を知っているのか、とクリスもつられて声が低くなる。

「魔術のプログラムへの応用だと……？　まさか戦争に使うつもりか」

「ふふふ。実は私、魔法少女になりたいのです」

「…………俺は今、猛烈に『ピコの鉄てつ槌つい』が欲しい。ふざけたことを真ま面じ目めな口調で言うな」

「えへへ」

「えへへではない！」

　クリスの手元にピコピコハンマーがあれば、間違いなく十回ほど叩たたいていただろう。

「それにしても、同じ〈ガーディアン〉でも遠と羽わさんとは全然違うな。色々な意味で」

　千ち紗さはまるで言葉を咀そ嚼しやくし、吞のみ込こむようにしてこくこくと頷うなずく。

「そうなんです。私はガーディアンの中でも、『解析』とか『開発』に特化してるんです。だからクリス君の解析をやることになったんです。あと私と遠と羽わさんの個体差でしたら、もっと味見して違いを確かめても良いいんですよ？　主に私を」

「味見の意味が分からんが、魔術の解析なら存分にやってくれ。それで元の世界に戻れるなら、いくらでも協力しよう」




　千ち紗さが部室のドアを開けると、遠と羽わが机の上に脚を組んで座っていた。

「遅いじゃない。何してたのよ」

「クリス君と、いちゃいちゃしてました」

　クリスは千ち紗さを無視して、答える。

「補習に時間がかかったのだ。すまない。ところで、他のガーディアンはどこへ？　学校には数多くの生徒がいるのに、ガーディアンが二人ふたりだけ、ということはあるまい」

　遠と羽わは脚を組み替え、クリスに説明をする。

　ふとももは見てはいけない、とクリスは己を強く戒め、遠と羽わの瞳をじっと見つめた。

「何よ、人のことじろじろ見て」

「うっ……見てなどいない」

「噓うそばっかり。で、他のガーディアンだけど、実験を秘密裏に行うために、街のあちこちで『バグ』を発生させてる訳。あんたのことを知って良いいのは、私と千ち紗さだけだから。じゃあ、さっそく始めましょうか。実験」

　部室には様々な実験機材があって、「錬金術」の演習を思いださせる。

　千ち紗さはガチャガチャとパーツを組み合わせ、手て際ぎわ良く細長い機械を組み立てた。

「さて。今回の実験は『クリス君は、実は素子を使うことができる』という仮説を検証します」

「……まさか。〝魔ま導どう機き構こう〟の感覚が正しければ、この世界にマナは存在しないぞ」

　現に、クリスは魔術を使えないままでいるのだ。

「と、思うでしょう？　ここからは私の仮説ですが、それでも、素子とマナが同じものであるかもしれません」

　と千ち紗さが言い切るが、やはりクリスには直感的に信じがたいものがある。

「では、なぜ俺の魔ま導どう機き構こうは反応しない」

「濃度です。可能性として、クリス君の世界は実は素子が超高密度で充満している。だから、それを人間の力だけで利用することができる。ということはあり得ませんか？」

「ふむ……なるほど」

　確かに魔術を行使する際のマナの絶対量はネックになっている。マナの枯こ渇かつした場所では〝力場の鉱石〟というマナを一時的に供給する道具が必要になるくらいなのだから。

「要は、この部室の〈素子〉の濃度を限界まで高めちゃうって訳ね」

　遠と羽わが実験の趣旨を簡単に補足する。

「ええ。センサーが異常を検知しかねないくらいの、大量の素子を充満させます。この簡易型の制御塔で」

　と、千ち紗さは準備していた実験器具を説明する。

「これは悪い人ひと達たちが使う『野の良らの制御塔』と同じものです。簡易的に素子を発生させるものですね。これで十分ぐらいかけて大量の素子を発生させます。クリス君は、私が合図したら魔術を詠唱してみてください」

　簡易型の制御塔は直径二十センチ、高さ一メートルほどの金属製の円筒だった。足場はがっしりとした土台で固定され、表面には様々な計器類が付属している。

「……良いいだろう。かりにそれで魔術が使えるならば、俺も全力で戦えるというもの」

「良くないから。勝手に魔法なんて使ったら殺すわよ」

「はい」

　千ち紗さが機械のスイッチを押すと、〈素子〉が大気中に放出される。

　しばらく時間が過ぎると、青白い光の粒がふわふわと部室に浮かび始める。素子がクリスの目にも見えるレベルで生成されているのだ。

「さすがに、これだけ濃くすると目に見えちゃいますねー。普通はプログラムを発動するか、バグが出現する時にしか現あらわれないんですけど」

　それにしても奇妙な感覚だった。

　部室にはマナの気け配はいが感じられないにもかかわらず、クリスの周囲にはマナに似たものが集まっているのだ。例えて言うなら「マナの紛まがい物もの」だ。

「どうですか、クリス君？」

「よく分からないが、魔法を発動する時の感覚とは違うようだ」

「うーん、そうなんですか。おかしいなー」

「多分、今の状態で詠唱したところで無駄かもしれない。言葉にするのは難しいが」

「とりあえず、魔法とか出してみてくださいよ。あ、下半身は出さなくていいんで。それにしてもおっきいですねー」

「出してないぞ……」

「千ち紗さ、ちょこちょこ変なセリフ入れるのやめなさいよ。いいからクリス、魔法よ魔法」

「……了解した」

　魔ま導どう機き構こうのマナが空の状態で詠唱しても、通常は魔法は発動しない。しかし実験は最後までやってみなければ分からない。気を取り直して、魔法発動のために、精神を統一する。

「濃度も目盛り一杯。これ以上は危険です。さあクリス君、お願いします！」

　────と、クリスが魔ま導どう機き構こうに神経を集中させた瞬間だった。

「うおおっ!?」

　爆発した。

　ギリギリまで詰め込まれた素子が、どういう訳か爆発したのだ。実験器具は当然吹き飛ばされ、薬品はあちこちに散らばる。ドアは紙切れのように吹き飛び、辺りには煙が立ちこめる。

「ええええ？　何で？　爆発？　……げほっ、おへっ……」

　千ち紗さが動揺した声を上げて騒ぎ出し、咳せき込こむ。忙しい女だとクリスは思う。

「みんな、無事か」

　クリスの呼びかけに遠と羽わが反応する。

「ぜんぜん無事じゃないから！　実験も失敗だし」

「こんなはずでは……。とりあえず煙を出しましょう」

「ちょっと待った！　あーもうクリスもこっちこないで！　待った待った！」

　大量の煙を検知し、防火設備が作動する。水がまき散らされ、排煙装置はゴリゴリと部室の煙を外へ外へと押しやる。

「怪け我がはないか……」

　クリスが立ち上がり、遠と羽わに手を差しのべようとする。

　──だが。

　クリスはその場で硬直してしまう。目の前に、ほとんど裸になった少女が立っていた。

　制服は消し飛び、遠と羽わは頰を赤らめて胸元を隠している。

　視線が泳ぐ。乱反射するピンボールのように、視線があちこちに飛ぶ。

　──見たい。

　──見てはいけない。

　──見るべきか？

　──見ないべきだ。

　大いなる精神の相克に魔法剣士クリス（17）は引き裂かれそうになる。

「我、敗北せり」などと言い残し、クリスの精神は屈した。少しだけ見てしまった。

　同時に〈プログラム〉でブーストされた遠と羽わの拳がクリスを襲う。

　その衝撃は、アードベッグの鉄拳を遙はるかに凌りよう駕がしていた。

「遠と羽わさん！　魔術の謎が解けました！」

「噓うそつけ！　いいから保健室よ！」




　　　　　＊




「最悪！　最悪！　ヒリヒリするし……」

　保健室のカーテンの向こうで、遠と羽わは最悪を連呼する。

　幸いにして、遠と羽わに大きな火傷やけどはなかった。幸運だったのは、爆発の中心にクリスがいたことだろう。遠と羽わはクリスの背後にいたおかげで被害が少なかったのだ。制服が吹き飛んだこと以外は。

　千ち紗さはちゃっかり机の下にいたので無傷だった。

「すまなかった」

「うるさい。むっつり魔法剣士クリストフ・アークティカ」

「反省している。恥ずかしい二つ名はやめて欲しい」

「別に、あんたが悪い訳じゃないから良いいけど？　爆発させたのは千ち紗さだし。そうでしょ？　むっつり魔法剣士クリストフ・アークティカ君」

　クリスに爆発の責任はないが見たことは悪い。と、遠と羽わは言外に批難する。

「まあ、人が頭の中で何を妄想するかは自由だから良いいけど？　むっつりおっぱい魔法剣士のクリス君」

　遠と羽わのセリフが引き金となり、あの光景がフラッシュバックする。

「……色々な意味で困ったな。制服もないし」

「先生がジャージ持ってくるから、待ってなさい」

　爆心地にいたクリスの方がダメージは大きい。制服は当然のように吹き飛び、下着までもがあわや……という被害を受けている。

「最近良いい感じにクラスに馴な染じんできたと思ったけど、やっぱりクリスって悪目立ちする宿命にあるのかしら……。ほら、こっち来て。手当てしたげる」

「俺は大丈夫だ。この程度の怪け我が、すぐに治る」

　遠と羽わは保健室の棚を物色し、消毒用の器具を取り出す。

「いいからこっち来なさい。あんたの方が、モロに爆発食らったでしょうに」

　カーテンをめくり、遠と羽わはクリスのベッドをのぞき込んだ。

　遠と羽わは文字通り言葉を失った。

　クリスの肉体に刻まれた傷、傷、傷、傷──。

　あまりにも多い戦闘の痕跡に、遠と羽わは自分が言おうとしていたことも忘れ、立ち尽くす。

「……ねえクリス。その体どうしたの？」

「遠と羽わさんには関係ない……こともないが、取り立てて説明することもなかろう。魔法剣士にはよくあることだ。今の爆発は関係ない」

「それは分かる。古い傷だもの。私はただ──」

　遠と羽わは胸が苦しくなる。

　鍛錬だとか修業だとか、クリスはその驚異的な身体能力の理由を、簡単な言葉で済ませていた。遠と羽わは言葉の意味を深く考えておらず、その事実を今、思い知ったのだ。

「知りたいか？」

「教えて」

　すがりつくような声こわ色いろに遠と羽わ自身が驚いた。

　このタイミングを逃せば、きっとクリスは教えてくれないだろう。無意識のうちに、遠と羽わはそう考えていたのだ。遠と羽わは今、クリスのことを知りたいと思う。

　恐る恐るクリスの肌に触れた。

「この背中の傷は？」

「モンスターとの戦闘によるものだ。山中での訓練時『一角の黒羊』に不意打ちを食らった」

「おなかに、縫った跡がある」

「これが『魔ま導どう機き構こう』だ。魔法を使うためには、体内にこれを埋めて、訓練をしなければならない。魔ま導どう機き構こうに神経が通れば、簡単な魔法から使えるようになる」

　──そして、いっそう目を引くのは。

　クリスの右腕に刻まれた異様な紋様だった。

「これは〝二者一殺の刻印〟だ。奴やつが残した土を使って、右腕に呪じゆ詛そを刻んだ。俺には殺すべき敵がいる」

　その名は──デスゴーレムだ。

　クリスの右腕が震える時、両者は再び殺しあうことになるだろう。




　　　　　＊





　報告書




　私、百目鬼どうめき千ち紗さはこの数週間、異世界からの来訪者「クリス君」を観察した。

　結論から言うと「魔術の分析」はほぼ終了した。

　この報告書では、彼を観察することで得られた情報から、魔術の原理についての説明を試みたい。

　まず魔術について説明する前に素子あるいは万ばん有ゆう素そ子しの大前提を確認する。

　既に知られているように、素子はプログラムの命令によって様々な挙動をする「力の源エネルギー」にして、「物質の源エレメント」である。

　が、我々は大気中に含まれる素子をそのまま利用することはできない。

　大気中に満ちている万ばん有ゆう素そ子しは、様々な振幅パターンを有している。

　言うなれば、プログラムとして実行するには「規格」が揃そろっていないのだ。

　だからこそ、ここ特区には制御塔が無数に建てられ、大気中に素子を供給している。そう、制御塔は万ばん有ゆう素そ子しの規格を揃そろえる変換器コンバータの役割を果たしているのだ。

　制御塔は、大気中に分布する万ばん有ゆう素そ子しをかき集め、利用可能な素子を大気中に出力している。

　だからこそ大気中に素子が満ち、プログラムが自由に使えるこの街は、国に許可された「特区」なのだ。

　魔法の話題に戻ろう。

　結論から言うと、クリス君が言う「マナ」は、万ばん有ゆう素そ子しである可能性が非常に高い。

　ここまで説明したように、万ばん有ゆう素そ子しには無数の「振幅パターン」が存在する。

　彼は、我々が把握していない「振幅パターン」の素子を用い、生身で魔術を行使しているのだ。

　ただ、この報告書ではあくまでも「一仮説」にとどめたい。

　マナのサンプルを入手し、本当にそれが素子なのかを確認していないからだ。

　彼の世界ではマナを封入した「力場の鉱石」なるものがあるようだが、彼はそれを持っていないという。




　だが個人的な見解を述べさせてもらえば、クリス君は「石」を持っていると思う。

　なぜなら彼はマナで戦う魔法剣士で、マナがなくなれば戦えなくなる。

　そんな彼が「もしもの備え」をしていないというのは、あまりにもうかつだ。

　彼はどこかのタイミングで魔術を使うつもりでいると思う。

　彼は、危険かもしれない。
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　遠と羽わは端末の電源を切った。

　夕焼けに染まる通学路、遠と羽わはため息をそっとのみ込んだ。

　その隣をクリスが歩く。制服もだいぶ体に馴な染じんできているみたいだ。

　クリスが転校してきて一ヶ月近くが過ぎていた。その間、クリスはクラスと社会に馴な染じみつつあった。二人ふたりの間にはようやく相互理解が芽生えつつあった。

　──だというのに。

　このタイミングで、千ち紗さのレポートだ。レポートは遠と羽わと担任の愛あい川かわ、そして委員会の揖い斐び川かわに送信されていた。

　もちろん、遠と羽わはレポートをとやかく言える立場ではない。事実を歪ゆがめる訳にはいかない。千ち紗さはきっと正しいのだ。

　千ち紗さは見かけによらず人間を観察している。あんな性格だけど、見るべきところは見ているのだ。

　──胸がざわめく。

　遠と羽わの心は、原因不明の何かに揺さぶられている。

　動揺した心は「安心」を求めずにはいられない。だから遠と羽わは確かめる。

「ねえ、クリス」

「どうした、遠と羽わさん」

「この世界ではもう魔法は使えないの？」

「……使えないようだ。残念だが」

「元の世界に戻るために、必要なことかもしれないのよ。ちゃんと探しなさいよ」

「……いや、そもそも『力場の鉱石』はやたらと持ち歩くものではない」

　遠と羽わには何となく分かる。女の勘というやつかもしれない。

　千ち紗さがうすうす感づいたように、遠と羽わもまた何かを感じるのだ。

　噓うそは言わない変に生き真ま面じ目めな魔法剣士が、石の話になると妙によそよそしくなる。

　クリスの世界には「マナが枯こ渇かつした場所」があるらしい。そんなことをクリスは以前に言っていた。

「力場の鉱石」は、そういう場所を一時的にマナで満たすために使うらしい。そう考えると、けっこう大事な道具だ。

　──やはり、千ち紗さの推測は合っているのかもしれない。

「でも、その石がなければ『マナがない場所』で戦えないじゃない」

「それもそうだな。だが、そういう場所──マナの枯こ渇かつ地ちは、王都から遠く離れた場所にある。それにガルフレイド大陸の世界図にも記載してあるから、そもそも必要ないのだ。とにかく、新米の魔法剣士には不要な道具だ」

　──何でそんなにいっぱい喋しやべるのよ。

　と遠と羽わは思う。

　まるで、噓うそを誤ご魔ま化かしてるみたいだ。

「………………そうだ、クリス。何か食べていかない？」

　二人ふたりの歩く先から甘い香りが漂っていた。

　遠と羽わがクリスの手を引く。パステルカラーに彩いろどられた軒先には、たくさんのクレープのサンプルが陳列されていた。

「焼き菓子か。ちなみに、我が故郷では『パムパル』と言う」

「クレープね……。たまには付き合いなさいよ」

「さっきから、話題が転がりすぎではないか？　まあいいだろう」

「あと三つなのよ。あと三つでここのクレープ制覇するの」

「この数を？　素す晴ばらしい食欲だ。健康の証あかしだな」

「失礼な奴やつね」

「む、今の発言が失礼にあたるのか……？　それはすまなかった」

「ちゃんと謝るなら許してあげる。でも今日きようだけよ」

　しかし。二人ふたりが店の前に立った次の瞬間────クリスの表情が一変した。

「くっ……まさか、刻印が………………？」

　目を見開き、あり得ないほどに切羽詰まった顔で周囲を見渡す。

　いや「切羽詰まった」どころの騒ぎではない。クリスは狼ろう狽ばいしている。まるで死の宣告を突きつけられたようでさえある。

「ど、どうしたのよ？」

　答えない。

　彼の心は今や、ガルフレイド大陸の荒野──あるいは蹂じゆう躙りんされた故郷にあった。

　三み浦うらとじゃれあう「転校生のクリス君」はどこにもいない。

　そこにいるのは、異世界の魔法剣士、クリストフ・アークティカだった。

「ちょ…………クリス、あんたちょっと変よ？　ほんとどうしたって言うのよ」

「……奴やつが来た。遠と羽わさんは逃げろ」

「どういうこと？　ちゃんと説明──」

　遠と羽わが言い切るよりも先にクリスは駆けだす。反射的に手をのばし、クリスを摑もうとする。

　しかし遅かった。

　クリスは、遠と羽わの届かない場所へ走り去っていった。
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　奴やつとの間には呪いが成立している。奴やつが近づけばクリスの右腕は震える。同時に奴やつもまた、肉体の奥から沸き上がる「呪じゆ詛そ」の声を聞いているのだ。

　クリスが自らの呪いから逃れられないように、デスゴーレムもまた、クリスを殺さなければ呪じゆ詛そから逃れられないのだ。

　二者一殺の刻印は、どちらかが死ぬことが、解除条件になっている。

　クリスの右腕は震えている。

　間違いなく刻印が報しらせているのだ。奴やつを殺せ、と。

「だがどうしてこんな時に……！　ここにはマナがないというのに……！」

　動揺する心とは裏腹に、街は静かだった。世界は恐ろしいまでにいつも通りの時間を刻んでいる。あれほどの巨体が出現したなら、もっと騒ぎになっても良いはずなのに……？

　──否。今はそんなことを考えている場合ではない。

　一刻も早く、武器を手にしなければならない。奴やつを、止めなければならない。

　クリスは通学路を疾風はやての如ごとく駆け抜ける。アパートに戻り、遠と羽わに所持を禁止されたドミトニア公国の貸与品──折れた剣と鎧よろいを装備する。

　アパートを出て、特区の中心部へと向かう。刻印が命じる方向へ、クリスは疾走する。

　しかし今回ばかりは恐怖を感じる。この世界には、マナが存在しないのだ。

　そしてクリスは「その場所」に辿たどりつく。初めてクリスが出現した、あの路地裏だった。




　──だが、そこに奴やつはいなかった。

　代わりに一人ひとりの少女が立っていた。

　どういう訳か右腕は、その少女に反応している。

　クリスは少女を一いち瞥べつする。少女の感情は読み取れない。ボロ布を体にまとい、不ふ揃ぞろいな長さの髪を風にはためかせている。靴は履いていない。素足だ。

　魔女──には思えなかった。

　魔女というには邪悪さはおろか「生命の気け配はい」も感じられなかった。

　一言で言えば無機物のようだ。

　少女はただ超然的な表情でクリスを観察している。

　が、それでいて不気味な存在感がある。セキュリティボット『ＥＢ‐００１』にも似ていた。背後に圧倒的な武力を控えさせている者に特有の「圧」が少女から滲にじみ出でているのだ。

　魔法剣士としての直感が危険信号を発していた。

「誰だ」

「名前はない」

　平へい坦たんな音声が返ってくる。余りの無機質さに、クリスは少女の性別さえも疑わしくなる。

　少女、と認識するべきなのだろうか、と。

「貴様は、俺を知っているのか」

「肯定」

「貴様は何者だ」

「不明」

「何が目的だ」

「情報データ」

「情報データ？　そんなもの、何になる」

「素子を形作るための情報データ」

　バグ。クリスの脳裏にその二文字が過よぎった。

　クリスは耳を澄ませる。常人離れした聴力で、クリスは少女の心臓の音を聴こうとする。

「…………人間ではないな」

　少女から心臓の音は聞こえなかった。呼吸音も不均一で、人間のそれとは異ことなっている。

「新しい情報データを探していた。この世界の情報データは取り尽くしたから」

　少女がボロ布をめくりあげ、クリスに右腕を掲げた。

　クリスは己の目を疑う。あってはならないことが起こっていた。

　少女の腕に、〝二者一殺の刻印〟が刻まれているのだ。

「…………！　貴様、何な故ぜそれを持っている!!」

「あなたに刻まれた『言葉』の解析は完了している」

「答えろ！　その刻印はどうやって──」

　少女の刻印が、赤黒い色に発光した。

　クリスの右腕が強烈に反応し、デスゴーレムではないその少女を殺せと震える。

「あなたの魔術コードを解析し、再現した。ここにあなたを呼び出すために」

　クリスは天地がひっくりかえり、頭の奥をかき混ぜられるような感覚になる。

　魔術を再現した？　噓うそをつけ。そんなはずがあるか。あの魔術は、俺と奴やつとの間に結ばれた「呪術」なのだ。馬ば鹿かを言うな。──と、クリスは叫びたい。

「あなたは新しい世界データを持っている。私は知りたい」

　あの日見た暗闇が少女の背後に出現した。

　それは一いち瞥べつすれば漆黒の球体だ。だがよく目を凝らせば、それは球体ではなく暗黒の「空間」だ。空間は、徐々に拡大している。

　クリスは目の前の少女──名無しのバグが全ての原因だと確信する。

「貴様……何をするつもりだ」

「採取する────戦闘の情報データを」

　闇の向こうから、クリスの仇かたき──デスゴーレムの姿が出現した。

　素子とプログラムで制御された街に黒く巨大な影が落ちる。

　同じ命を持つ者とは思えぬような土の塊、土の壁がクリスの眼前に広がる。その塊は邪悪な魂を〝虚うろ闇やみの魔王〟────に吹き込まれ、数千人単位の血液を肉体に染しみ込ませた化け物だ。

　奴やつの殺気に、クリスの肌がぴりぴりと痺しびれる。
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　魔法剣士の直感は逃げろ、と告げている。鬼教官のアードベッグであれば、「馬ば鹿か野郎！　撤退だ！」と指示を出す場面だ。

　右腕は震えている。二者一殺の刻印が戦えと告げている。




　──クリスは思いだす。

　血と煙で満たされた村の匂いを。廃はい墟きよとなった故郷を。どうしようもない、絶望感を。

　己の腕と魂に〝印〟を刻んだ、あの時を──。













　　　三章　彼はそれをマナと呼ぶ







　妙に焦げ臭い匂いが風に乗ってやってきた時、クリスはようやく異変に気づいた。そして気づいた時にはほとんど手遅れだった。平凡な農家の子どもだったクリスには、モンスターの殺気や匂いを感じ取る術すべはなかった。

　クリスは村を一望する小高い丘の上にいた。

　振り返ると、村の一番南端の門の付近が黒煙を上げていた。

　程なくして鐘が叩たたかれる音がする。村の男達たちが消火に急ぐのが見えた。村の中を走る水路から水をくみ上げ、炎が上がっている場所に駆け寄る。

「火事なの？」

　と隣に立っていた妹のルカが問いかける。

「火事みたいだ。……行ってくる。ルカはここにいろ」

　村で火事が起こった時、十歳以上の男は誰であろうと消火作業に加わる決まりがあった。何も知らないクリスは、小走りに駆け下りて行く。

　その時には既に村にはモンスターが侵入していた。

　──夜霧、三つ目の人じん狼ろう、ガルダナ、デスゴーレム。

　破壊と殺さつ戮りくは既に始まっていた。

　村を囲う壁はモンスターの襲撃に備え十分に補強されていた。壁の外周には幾重の魔術罠わなが施されていた。

　クリスの故郷──ラーソン村──は、村というには役不足なほどに豊かで栄えていた。だから、外部からの干渉や争いごとは絶えず、戦いへの備えは十分に行われていた。

　しかしその種類の化け物には意味がなかった。

　奴やつらは「魔王の荒野」や「死の谷」に棲せい息そくする化け物だった。王立軍や、歴戦の魔法剣士でさえも侵入を躊躇ためらう領域に棲せい息そくする、本物の化け物だ。

　村に下りていった頃には既に、村は恐きよう慌こう状態となっていた。

　火事を報しらせる鐘の音、燃えさかる家、逃げ惑う人々。「恐怖」という感情の洪水が村に渦巻いていた。

「南門はもう駄目だ！」

　誰かが叫ぶ。声の主は、消防組織の長だったことをクリスは思いだす。

「何があったんですか」クリスは問いかける。

「モンスターだ！　何も持たずに逃げろ！　とにかく遠くへ！」

「おい！　逃げるぞ！」

　クリスの父親が青ざめた顔で叫んでくる。

「親おや父じ……！　何が」

「いいから早く！　南門が焼かれた！　化け物が火を噴いたんだ」

「南門って、この間直したばっかりじゃ」

「糞くその役にもたたなかった！　この前に補強した部分から、あっという間に灰にされた」

「どうしてそんなことに」

「話は後だ！」

　父親がクリスの手を引く。強く威厳のある父親が逃げの一手を取っている。そのことがクリスにはショックだった。いつもであれば武器を手に取り、村の自警団としてモンスターを叩たたき殺しているというのに。

　事態の深刻さにクリスはようやく気づきはじめる。

　いつもと何かが違う。

　それも悪い方にだ。

「でもみんな逃げ遅れている。さっき見ただけでも、ウルドのばーさんに、引っ越してきたばっかりの子連れの夫婦、それに──」

「駄目だ」

　腹をえぐるような衝撃音がした。南門だけでなく、別の方角からも化け物が侵入してきたのだ。クリスは音がした方向を見る。西側の壁が、巨大なモンスターに破壊されていた。

　クリスが奴やつの姿を忘れることは一生ないだろう。

　硬い煉れん瓦がのような土で覆われた巨きよ軀くの化け物。奴やつこそがデスゴーレムだった。

　デスゴーレムは何の躊ちゆう躇ちよもなく教会を破壊する。家は土台ごと引きちぎられ、簡易な作りの集会所は一瞬で瓦が礫れきの山と化す。

「クソッタレが！」

　自警団の若者や十名程度の雇われ傭よう兵へい、魔術師がモンスターに対たい峙じする。

「一番デカイあいつを狙え！」

　最も巨大な化け物──デスゴーレムに魔術師達たちは攻撃の的を定めた。

　そしてクリスはまるでカーニバルのような一斉砲火を目撃する。

　火炎、爆薬、砲撃、雷撃……。ありとあらゆる遠隔攻撃がデスゴーレムに降り注ぐ。しかしそれらの攻撃は、デスゴーレムの肉体に傷一つつけなかった。

　それどころか、逆効果だった。表面の装甲はより硬度を増し、体全体が倍に膨れ上がる。それでいて腕力や俊敏性が少しも変わらない。

　クリスには疑問に感じる余裕などなかった。

　デスゴーレムが村の外壁をさらに破壊する。混こん沌とん、混乱、恐きよう慌こう。村は地獄絵図の様相を呈する。そして壊された外壁の向こうから、次々と新しいモンスターがやってくる。

　モンスターは人間を喰くう。

　ただ捕食の対象として。

　あるいは〝虚うろ闇やみの魔王〟が命じる殺さつ戮りくの対象として。

　後から知ったことだが、化け物の一軍が村を襲ったことに深い意味はなかった。

　奴やつらが「ドミトニア公国」に侵攻するルートの上に、村が偶然にも位置していただけだった。

　クリスの故郷はもののついでに蹂じゆう躙りんされていったのだ。

　その程度の理由で、クリスは全てを奪われたのだった。

　年に一度の収穫祭の直前に、村は蹂じゆう躙りんされてしまった。

　収穫祭に並べられるはずだった食糧に商人が調達してきた貴重な資材……全ては混こん沌とんと混乱と恐きよう慌こうの渦に吞のみ込こまれ、人々が積み重ねてきた街の歴史ごと、破壊されてしまった。




　クリスは走った。父親とはぐれ、前も後ろも分からぬままに。

　化け物から逃れ、遊び場にしていた洞穴にもぐり込み、必死で息を潜めた。

　手元に武器があったとしても、きっと使うことはできなかっただろう。

　恐怖に支配された体は、ぴくりとも動かなかったのだ。

　──そんな予感はしていた。

　妹のルカは寂しがりで心配性で、きっとクリスの話を聞かずに村に下りていたことを。

　──助けに行くべきだった。

　クリスに「逃げろ」と言った父親はきっとルカを捜しまわっていた。収穫祭の準備をしていた母親はきっと、子ども達たちが家にいると思ったに違いない。

　──亡なき骸がらが家の近くにあったのは、きっとそういうことなのだ。

　全てを失った後に残されていたのは、クリスという名前の抜け殻だった。

　クリスは、生き残ってしまったのだ。




　日が昇り、沈む。

　月が出ては夜明けとともに消えていく。

　少しずつクリスは感情を取り戻す。

　その感情の名前は、怒りであり、悲しみであり、無力感であり、喪失感であった。堰せきとめられていた感情の奔流が、クリスを苛さいなんだ。

　かつて村の中心だったその場所に、クリスはうずくまる。

　教会は瓦が礫れきの山と化した。祈るべき神はどこにもいないのだ。

　クリスは地面を殴りつけ、慟どう哭こくした。

　ただただ泣き続け、地面を殴り──己の無力を嘆いた。

　村の祭司がクリスの傍かたわらに立っていた。彼もまた、生き残りの一人ひとりだった。教会の地下室で数名の村人とともに難を逃れたのだ。

「クリストフよ。悲しむか。憤いきどおるか。力が欲しいか。村は、もう駄目だ。生き残った者を数える方が早い。だがクリストフよ。お前は幸運だ」

「こんな状況で何を言っているんだ。幸運？　これを幸運というなら俺は神を殺す！」

「怒りは、何を生み出すと思う」

「復ふく讐しゆうだ」

　それでも、クリスの精神には深い恐怖が刻まれていた。

　奴やつらを殺したい。だが今のクリスには力がない。力が欲しい。奴やつらを屠ほふるだけの力が。

「復ふく讐しゆうは何を生み出す」

「復ふく讐しゆうは復ふく讐しゆうだ。神の赦ゆるしなどいらない」

「それがお前の答えか。クリストフ・アークティカよ」

「……祭司さん、この問答に何の意味があるんだ。あんたはただ、神に祈ってるだけで飯が食えた。だが村はもうない。俺に払う金はない。失うせろ」

「お前に力を……『決意の印』を与えることは、できる」

「何が力だ。神への祈りか。そんなものは役立たずだ。灰になった村が、その証拠だ」

　普ふ段だんのクリスであれば、そんな言葉遣いはしない。祭司は村の中でも地位が高く、尊敬を集める存在だ。今のクリスには、彼の地位は何の意味も持たない。

「魔術だ」祭司が言う。

「……………………魔術。それがどうした」

「お前が奴やつを、奴やつらを殺すと誓うのなら、神の教えに背く『呪術』を授けよう。これは、何だと思う」

　祭司はクリスに土の塊を見せる。表面がざらざらした、粘土色の塊だった。

「ただの土だ」

「デスゴーレムの破片だ。自警団の男が奴やつを攻撃した時に、奴やつの体から剝がれ落ちたものだ。そして自警団の男──私の甥おい──は死んでしまった……」

　破片を持つ祭司の手に、力が込められる。

　祭司もまたこの状況に「己が信仰」とはまた別の感慨を抱いている。怒りだ。

「クリストフよ。お前が望むならば『呪術』を授けよう」

「呪術？」

「そうだ。二者一殺の刻印、すなわち邪悪なる魔法だ。呪いはあの化け物──デスゴーレムとお前を因果で結ぶだろう。呪いが成立した時から、奴やつとお前は殺しあう宿命を背負う」

「奴やつと……殺しあう？」

「そうだ。もし貴様が復ふく讐しゆうを誓うならば呪いを施そう。奴やつとお前の距離が一定以上に近づくと刻印は発動する。殺すべき敵を報しらせ、お前に語りかけるだろう。『奴やつを殺せ』と」

「殺すべき敵……」

　クリスは平凡な農民の家に生まれた。十三の年になって握るのは、剣ではなく農具だった。

　戦いの心得は何一つない。

　あの化け物を見て、戦う勇気も湧わき上がらなかった。

　深く考えるまでもなかった。クリスに失うものなど何もないのだから。

　いや、あるいは。

　クリスはこれから、失った勇気を取り戻していくのだから。

「多分、これが俺の運命だったんだ。奴やつを殺す。魔王を、殺す」

　祭司は深く頷うなずく。そして目に涙を浮かべ、「聖別の印」を虚こ空くうに描き、存在が定さだかでない神に、罪の告白をする。

「神よ……我を赦ゆるしたまえ。一時の怒りに流され、教えに背く邪法を使うことを、前途ある若者に枷かせを施すことを、赦ゆるしたまえ…………裁きは死後受けましょう………………」




　月の明かりは地面に届かない。横殴りの風雨がクリスの頰を打ち付けていた。

　嵐の夜、祭司はクリスを村の外れにある谷や地ちに案内した。

「あそこに座っておれ。目を閉じて待て」

　じとじとと濡ぬれた窪くぼ地ちの中央に、台座のような大岩があった。大岩を囲うように八つの石柱が建てられている。

　祭司は八つの石柱の上に火をつけた。儀式に用いる「マナの炎」は雨風に晒さらされても消えることはない。祭司は銀の皿を炎の上に置いた。皿には、粉状にしたデスゴーレムの破片が乗せられている。そして白はく狼ろうの血をクリスが座る周囲に垂らし、邪神に祈りを捧ささげる。

　白はく狼ろうの血は八つの石柱を直線で結ぶように垂らされた。

　魔術を増幅させ、呪じゆ詛その効果を高める紋様だった。





　世界はマナに満ちている。

　神の恩おん寵ちようにして悪魔の手先。

　その実体は表裏一体の貨幣──すなわち「力」。

　悪徳の神「エイトス」よ。悪辣醜悪なその力よ。

　マナを、血を、贄にえを捧ささげる。

　これをもって命ずる。

　悪徳の力、悪因を結ぶ力をここに注ぐべし。

　彼の名は「クリストフ・アークティカ」。

　刻むべし、その呪じゆ詛そを右腕に。

　刻むべし。二者一殺の呪いを。

　──魂に。






　邪悪な呪いの匂いを嗅ぎつけた「黒い幽鬼」が出現し、石柱の周囲を徘はい徊かいする。

　祭司は顔色一つ変えずに懐ふところに忍ばせた銀の短刀で黒い幽鬼を切り裂き、儀式を続ける。

　祭司の呪じゆ詛そ──悪あしき言葉──に呼応するように、風雨が強まり、雷鳴が大地を震わせる。

　クリスは祭司に右腕を差し出した。

　祭司は銀の短刀でクリスの右腕に呪じゆ詛そを刻む。

　灼やけるような痛みが体を貫く。クリスは思わずうめき声を上げる。

　しかし祭司は儀式を続ける。炎にくべられていた銀の皿を持ち上げ、デスゴーレムの破片をつまみあげる。祭司は、傷口に塗り込んだ。

　その痛みと熱さはクリスの意識を遠ざけ、あの時の情景を思いださせる。

　クリスは己の胸に刻みつけた。

　あの時感じた強い感情を、憎ぞう悪おを。勇気がなかった己の無力さを。

　──奴やつを、必ず奴やつらを殺す。

　儀式が終わると、クリスの右腕には〝二者一殺の刻印〟が刻まれていた。

　クリスが祭司に礼を告げることはなかった。祭司は儀式の終わりとともに事切れたのだ。その姿はどこか、立ち枯れた古木のようでもあった。




　悪エ徳イのト神スは呪いの代償として、祭司の魂をも奪っていったのだ。




　　　　　＊




　超重量級の化け物──デスゴーレムが、「名無しのバグ」の隣に出現する。

　クリスは無意識のうちに唇を嚙かんでいた。蘇よみがえるのは、血と煙に塗まみれたあの日の光景。

　口の中に広がる血の味は──決意の味、復ふく讐しゆうの味だ。

　奴やつは、クリスの手で殺さなくてはならない。

　二者一殺の刻印は、デスゴーレムと名無しのバグの両者に反応を示していた。

　信じがたい事実だった。あの儀式は、クリスとデスゴーレムの間にのみ成立する呪術なのだ。

　が、この期に及んで戸惑っている余裕などない。

　逡しゆん巡じゆんは何も生み出さない。クリスが今すべきことは、判断と決断だ。

　クリスは考える。

　目の前にいる〈バグ〉は何をしたのか。

　奴やつは、刻印を解析した。

　奴やつは、クリスとデスゴーレムを、この世界──特区に転送した。

「奴やつと俺と、両方を元の世界に戻せ」

「不可能」

「ふざけるな。俺と奴やつとの戦いなら、向こうで存分に見せてやる。──戻せ！」

　クリスは焦あせる。

　この場で戦闘に突入した場合、かなり不利な状況に追い込まれる。この世界にマナが存在しないのだ。

　それに何より、街をこの戦いに巻き込む訳にはいかないのだ。

　周囲にはこの街のインフラ──制御塔が大量に設置され、建物は高密度で建設されている。中にいる人間の数は、クリスには想像がつかない。

「素子が足りない。だから元の世界には戻せない」

「貴様ほどの力を持つ者が、何を言う」

　発言の真偽は不明だ。

　が、いずれにせよバグがクリスを元の世界に戻さないということは確定した。

　そして名無しのバグはクリスの戦闘データ、クリスが行使する魔術データを求める。

　──故に、ここで奴やつを殺すほかはない。

　それ以上の会話は不可能だった。

　女の形をしたバグが姿を消す。

　同時に、沈黙していた化け物が目覚める。

　威圧的な容貌は何ら変わることはなかった。

〝二者一殺の刻印〟が震える。悪徳の神「エイトス」がクリスに囁ささやく。『殺せ』と。

　この世界にマナはない。同期のエドも、鬼教官のアードベッグもいない。

　クリスはたった一人ひとりで奴やつに立ち向かわなければならない。

　邪法の因果は予想を超えた、最悪な形で結実してしまった。

　後悔があるだろうか？

　否、儀式を行ったあの夜から、クリスはこうなることを望んでいた。

　──覚悟など、とうの昔に決まっている。

　この街を巻き込むのは不本意だが、ここで逃げれば犠牲はさらに増えるだろう。

　手には折れた剣、胸には揺るぎない覚悟。剣の柄つかには最後の手段──力場の鉱石が埋め込まれている。勝機は十分にある。

　頭に響くは「殺せ」の呪詛。刻印がクリスに命じているのだ。

「黙れ。言われずとも分かっている」

クリスの応答に刻印は静まる。戦闘開始の合図だ。

「奴を…………殺す!!」

　先手を取るはデスゴーレム。例によって巨きよ軀くを活いかした重く鋭い一撃。

　マナを補給できるタイミングは一度きりだ。しかも、その貴重なマナをたかが回復に費やすのは愚策。まずは安全策を取る。クリスは大きく距離を取る。

　今は、肉体を強化する魔術〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟を行使せずに凌しのぐしかない。そして隙をみて〝力場の鉱石〟を砕くのだ。

　クリスは剣術の基礎どおりのカウンターを食らわせる。

　デスゴーレムの耐久性と体力は、数あるモンスターの中でもトップクラスだ。駆け出しの魔法剣士が相手になる強さではない。

　その事実をあざ笑うかのような連続攻撃。

　クリスは紙一重の距離感で攻撃から逃れる。

　──攻撃の糸口が摑つかめない。

　マナを封入した〝力場の鉱石〟が剣の柄つかに埋め込まれているとしても、詠唱をしなければ魔術は発動できない。

　一度目の戦いでは、クリスが〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟を詠唱している間、エドが時間を稼いでくれた。

　今のクリスは、奴やつの隙を突いて鉱石を砕き、魔術を詠唱しなければならない。当然、デスゴーレムがクリスの詠唱を待つことはない。

「────糞くそが！」

　デスゴーレムが大振りの一撃を繰り出した瞬間、背中側に回り込む。

　奴やつの背後には、初戦でクリスがつけた傷が残っている。足腰を落とし、全身をバネのようにしならせる。クリスは満身の力を込めて、剣を叩たたきつけた。

　確かな手応え。だがデスゴーレムの装甲は恐ろしく厚い。重量の七割以上が装甲で占められている。

　その程度の一撃など、デスゴーレムにとっては痛つう痒ようですらなかった。

　あるいはデスゴーレムは、この時を待ち構えていたのかもしれない。

　次の瞬間、クリスは寒気を感じた。魂が凍えそうな寒気だ。が、その寒気は本物の寒気ではなく、デスゴーレムが発する殺気だった。

　デスゴーレムが地面を殴った。

　爆音、そして地面の亀裂。衝撃波でビルが倒壊する。

　だが奴やつの狙いは街の破壊ではなかった。

「────しまった！」

　激しい衝撃で、クリスの体が宙に浮かんだ。瞬間、クリスの肉体は完全に無防備になる。地に足が着かない体では、踏ん張ることも移動することもできない。

　デスゴーレムが向き直る。殺すべき敵──クリスに照準を定め、拳を振るう。

　クリスは反射的に防御姿勢を取る。しかしそんなものは風ふう前ぜんの灯ともし火び、あるいは大砲を薄紙で防ぐようなものだ。

　致命傷は不可避──と思われた刹那、耳をつんざくような爆音がした。

　デスゴーレムが吹き飛ばされた。

　同時にクリスも明後日あさつての方向に弾はじき飛とばされ、立っていた制御塔に体を打ちつけた。

　クリスは周囲を確かめた。何かが爆発したようだったが、周辺に異変はない。

　視線を四方八方に走らせる。

　そしてクリスはその人影を見つけた。遠と羽わだ。クリスから二十メートルほど離れたビルの階段に立っていた。遠と羽わはビルから飛び降り、クリスに駆け寄る。

「今のは警戒レベル５よ。効果はあるみたいね。で、あれはバグ？　それともあんたの世界の化け物？」

「………………遠と羽わさん。どうしてここに」

「どうしてもこうしてもないでしょ。私の街だからよ」

「無む茶ちやだ。奴やつを見ていなかったのか」

「もちろん見ていたわよ。あんた、私が助けてあげなかったら死んでたわ」

「まさか…………では、あれは」

「もちろん私のプログラム。で、答えはどっち？」

　デスゴーレムが立ち上がる。

　遠と羽わが右手を振り、何かを弾はじくような動作をする。

　再びデスゴーレムの近くで爆発が起こった。

「やめろ！」クリスは叫ぶ。

「何よいきなり。今さら止やめろって？」

「違う。奴やつは爆発を伴う攻撃を喰くうのだ」

　立ちこめる煙が晴れ、デスゴーレムの凶暴な姿が再び現あらわれる。「装甲」にも似た体表はより厚みを増し、その姿は一回り大きくなっていた。

「喰くうって……」

　遠と羽わの顔が引ひき攣つる。クリスの説明よりも、奴やつの威容を見れば一発で理解できる。

「これで分かっただろう。今ので装甲も硬くなったはずだ。奴やつは熱量をマナに変換し、マナの装甲を生成する」

「信じらんない。そんな馬ば鹿かげた機構ギミツクあり得ないわ」

　ラーソン村が焦土となった数年後、クリスは王立図書館でその事実を知った。奴やつに魔法は逆効果だ。奴やつは火炎、爆薬、雷撃の熱量を喰うのだ。

「奴やつは戦士が使う武器でしか殺せない。下へ手たな魔術は返り討ちだ」

「千ち紗さに見せたらさぞ喜ぶでしょうね。『熱量を物質に変換する機構が？　何ですかそれは！』とかって。ついでに聞くけど、凍らせるのは？」

「奴やつは極寒の大地にも棲せい息そくしている。効果はないだろう。……氷柱つららを撃ち込むというなら話は別だが」

「魔術かプログラムを使うにせよ、とにかく物理的な攻撃じゃないと効果はないってことね。さて……どうやって殺そうかしら」

　遠と羽わは怪物の肉体に興味はない。特区の秩序を脅おびやかす者はバグだろうが何だろうが殲せん滅めつの一択だ。遠と羽わは別のプログラムを選び、奴やつに照準を合わせる。

　しかしデスゴーレムは遠と羽わの存在を無視し、クリスに襲いかかる。

　クリスが剣を取り応戦する。間合いを慎重に取りながら、正確に一撃ずつ加えていく。

「奴やつに近づくな！　遠と羽わさん、これは俺の戦争だ」

「ふざけないで。ここは特区よ。〈ガーディアン〉を差し置いて解決しようなんて馬ば鹿かにしてるわ」

　駄目だ、と言っても遠と羽わは聞かないだろう。何な故ぜならここは遠と羽わの街で、クリスこそが余よ所そ者ものなのだから。

　が、遠と羽わはモンスターの殺しあいを、敵の狡こう猾かつさを知らない。

　そして奴やつの本当の恐ろしさは、戦闘の勘にある。奴やつはただ力があるだけではない。相手の命を奪うためには、信じられないほど狡こう猾かつだ。

　そして遠と羽わは行使するプログラムの強さとは裏腹に、格闘術には難がある。

　通常のガーディアンとしてバグを始末する分には特に問題にはならないのだろうが、相手は意思を持つモンスターだ。

　瞬間の判断が生死を分けるのだ。

「奴やつは手加減はしない。殺せるタイミングがあれば、確実に殺しに来る」

「…………分かってる」

「助けてもらった分際で言うのもなんだが、死ぬぞ」

「うっさい奴やつね。こんな時にゴチャゴチャ言わないで」

　遠と羽わがプログラムを起動させる。魔術が使えないクリスにとって、ある意味では助かる。

　が、同時に恐怖も感じる。

　遠と羽わは、これ以上ないほどの危険に晒さらされているのだ。

　何より危険なのは、本人にその自覚がないことだった。


『コード設定完了／位置情報フィックス／オブジェクト設定完了／制御塔──端末間供給リンク完了／エネミー強度：ＡＡ／攻性プログラム発動：斥力レジスト』



　遠と羽わの命令コマンドに従い万ばん有ゆう素そ子しは「力」を生成する。

　遠と羽わが『攻撃アタツク』と告げると、化け物は巨大な鉄てつ槌ついを真横から振り抜かれたかのように吹き飛ばされる。周囲の建物が倒壊し、デスゴーレムの上に折り重なっていく。

　遠と羽わが出力した「力」は指向性の高い重力波だった。しかも炎や雷撃とは違い、不可視の攻撃だ。故にデスゴーレムは訳も分からないままに吹き飛ばされていったのだ。

「非爆破型のプログラム。これなら大丈夫でしょ？」

「…………建物に人がいるんじゃないのか」

「問題ないわ。避難は終わってる。奴やつが出た時点で、周囲に警戒アラートが出ていたから」

「周到だな。だが、建物はもう駄目だ」

「平気。特区じゃこの程度の災バ害グは珍しくないから。…………来るわ」

　遠と羽わが言うように、積み重なった瓦が礫れきの奥から不吉な音がする。

　奴やつがあの中でもがき、地上に這はい上あがろうとしているのだ。

「間合いを取ろう。うかつに近寄るのは危険だ」

　しかし遠と羽わは攻める気でいる。

　クリスの話を聞くつもりはないようだ。

「今ので効果があるなら、委員会にもっと強い攻性プログラムの承認を取りたい」

「駄目だ、逃げるんだ」

　王立図書館の記述によれば、奴やつの体力は底なしだ。

　奴やつの動力源は魔王が注入したマナだが、〝スタッガムマナの枯渇地〟でも数ヶ月は単独行動ができる。それだけの体力があるモンスターだ。

　遠と羽わの攻撃も大したダメージではなかっただろう。

「…………案の定だな」

　デスゴーレムは悠々と瓦が礫れきの山を吹き飛ばし、再び地面に立つ。

　まるで先ほどの攻撃が何でもなかったかのようだ。

「全然相手にならないわね。ええい、プログラムの承認ごときに何手間取ってるのよ！」

　──と、セキュリティボット『ＥＢ‐００１』が奴やつに殺到する。

〈危険／危険〉と電子音声を連呼し、意思疎通が不可能な化け物に警告を発する。

　デスゴーレムは、煩わしいハエを潰つぶすように、ボットを破壊した。


〈危険／危険／警戒レベル上昇要請／攻性レベル７／委員会の承認待機〉



　承認を受けることなく、ボットは無慈悲にも次々と破壊されていく。

「このままじゃ特区のボットが全部なくなるわ……。あと二十台くらい、追加でやってくるみたいだけど。ボットだってタダじゃないのよ」

　──次の瞬間だった。

　デスゴーレムがクリス達たちを含めた全員を一気に攻撃する。

　コンパスで半円を描くように、右の拳で地面を勢いよく削った。まるで子どもの水遊びのような動きだ。が、奴やつが飛ばしたのは水ではなく、硬いアスファルトだ。

　──ガガガガガガッ！

　と轟ごう音おんをたてながら地面がめくり上がる。セキュリティボットを弾はじき飛とばしながら、巨大な壁が二人ふたりに殺到する。

　クリスは視界の端で遠と羽わの様子を確かめる。

　遠と羽わは固まっていた。何が起こっているのかさえも、判断しきれていないかもしれない。

　──逃げ切れない。

　クリスはそう判断し、遠と羽わを抱きかかえた。

「────やっ、ちょ……何？」

　クリスは跳躍する。押し寄せる波を躱かわしビルの陰に身を潜めた。

　耳を聾ろうする爆音。少しでも判断が遅れていれば、クリスでさえも致命傷だ。

　──デスゴーレムが追撃する。

　クリスが逃れたビルに体当たりを食らわせ、建物を倒壊させる。クリスの眼前に、再びコンクリートの塊、割れた窓ガラス、外壁、鉄骨────あらゆる凶器が押し寄せる。

「次から次へと……！　遠と羽わさん、逃げるぞ」

「了解！」

　遠と羽わは身体能力強化プログラムフイジカルブースターを発動させる。

　抱きかかえようとするクリスの腕を振りほどき、自分の力で攻撃から逃れる。

「……そうか。俺の手助けは無用か」

「そうよ。今の権限なら、あんただって簡単にやっつけられるわ」

「それは心強い────」

　接近戦を避けたデスゴーレムが、次々と遠隔攻撃を仕掛けてくる。

　次にクリスの目の前に飛んできたのは『ＥＢ‐００１』の残ざん骸がいだった。反射的に剣で弾はじき飛とばす。

　もう一回、デスゴーレムが残ざん骸がいを投とう擲てきする。次は足元だ。剣では受けきれない。

　クリスは反対側のビルに跳躍する。遠と羽わもそれに続いた。

　──が、クリスの考えは浅かった。

　先ほどもデスゴーレムはクリスが宙に浮いたところを狙ってきた。

　そしてクリスは同じ過あやまちを繰り返してしまった。

　空中で体の自由が利かなくなったタイミングを狙い、奴やつは手にしていた土つち塊くれを投とう擲てきする。

「──────！」

　クリスが体をよじらせ、剣を振る。腕だけによる防御は何の意味もなかった。

　酷使した剣はついに砕け散る。そして土つち塊くれはクリスの腹、背中、両腕に直撃する。

　呼吸が止まるような衝撃と激痛。それでも糞くそ根性でクリスは踏ん張る。訓練兵時代にくぐり抜けた地獄の苦しみだけがクリスを支えている。

　ビルのドアを蹴破った。

　遠と羽わの腕を強引に引いて、中に転がり込む。

　が、それは愚策中の愚策だった。

　奴やつの力をもってすればこの程度の建物はすぐに倒壊する。

　しかしクリスはそうせざるを得なかった。何な故ぜなら──。

「大丈夫か、遠と羽わさん」

「…………大丈夫よ」

　遠と羽わは額から汗を流し、必死で痛みを堪こらえる。まるで「痛い」と言ったら負けであると言わんばかりの表情だ。脚には破片が深く刺さり、血が酷ひどく流れている。ただの怪け我がではない。

「肩を貸す。ここから先は俺がやる」

「あんたこそ剣が折れてる。あたしなんかより駄目ね。…………ちょっと座らせて」

　よほど痛みがあるのだろう、遠と羽わはその場にへたり込んで脚を投げ出す。

　遠と羽わが制服のブラウスを脱ぎ、右足を強引に縛り付けた。

「止血くらいできるから……。こんなの」

「その腫れ、出血だけじゃないだろう。それに、それではただ縛ってるだけだ」

　しかし遠と羽わは強情に言い張る。

「うるさい。私が大丈夫って言ったら大丈夫なの」

　言葉とは逆に、遠と羽わの手は震えていた。

「だが──」

「うるさい」

　遠と羽わの震えが意味するもの──それは恐怖だった。

　あの化け物が発する本物の殺意を、遠と羽わもまた感じていた。

　モンスターは、虚うろ闇やみの魔王が人間を支配し、世界を手中に収めるための道具だ。故に人間を殺すことは奴やつらにとっての規範だ。そして奴やつらに刻まれた本能は、どこの世界の人間だろうと区別なく適用される。

　奴やつらにとってはクリスは殺すべき敵で、遠と羽わもまた殺意の対象なのだ。

「……………………」

　遠と羽わの震えは止まらない。

「あの日」クリスが感じたものと同じ種類の感情に、遠と羽わもまた苛さいなまれている。恐怖、無力、敗北。ましてや特区の最先端技術〈攻性プログラム〉という武器が奴やつに通用しなかったのだ。

　遠と羽わも既に知っている。いや、知ってしまった。

　クリスがどれほどの敵と戦っていたのかを。

　そして、自分がどれほど足手まといになっているのかを。

　だとしても遠と羽わは認めたくなかった。

「……クリス、私はガーディアン。この街の安寧と秩序を守る番人よ。ガーディアンの意味、分かる？」

「守護者だ。だが愛あい川かわ先生の話では、ガーディアンは部活動でもある。部活動は、青少年の健全育成を目的とする。軍人の養成機関でも警察でもない」

「……そんな風にズレてるくせに変に真ま面じ目めなところが嫌いなのよ！」

「俺が言いたいことは一つだけだ。遠と羽わさん。……君は、無力だ」

「うるさい。そんなの分かってる。でも、あんたが『背負ってるもの』も知ってしまったの。そうじゃなきゃ、あんなバケモノと真っ正面から戦うなんてあり得ない」

「そうだ。これはあり得ない戦いだ。あまりにも異常な、ただの復讐だ。だから、遠と羽わさんをこれ以上巻き込みたくない」

　もはや議論の余地はない。争っている時間もない。誰が奴やつを殺すか？　クリス以外に誰がいるのだ。

「奴やつは俺が殺す……！」

「馬ば鹿かじゃないの!?　あんたがここに来た時点で、これはあんただけの問題じゃないの。特区の問題なのよ」

　──そう、この戦いは特区を巻き込んでいる。

　既に遠と羽わに怪け我がをさせてしまった。このままでは歩くこともままならないだろう。下へ手たをすれば、奴やつに殺される。

　クリスの決意が固まる。

　あの石──力場の鉱石──を使うのは今しかない。

　ビルに入り込んだのは怪け我がの功名かもしれない。

　ここならば、呪文を詠唱する時間を確保できるからだ。

「すまない。噓うそをついていた。力場の鉱石はまだ残っている」

「知ってた。あんた、噓うそ下へ手ただもん」

　口ではそう言う遠と羽わだが、傷は深い。無理にでも回復させなければならない状況だ。

　クリスは剣を手に取った。既に剣身は金属疲労で折れ、使い物にならなくなっている。

　が、クリスは剣を捨てなかった。このために取っておいたのだ。

　剣の柄つかには「飾り石」が埋め込まれている。この石こそが、訓練兵が本当の危機に陥った時の、最後の手段だ。剣はドミトニア公国からの貸与品であり、その石には通常の鉱石の数倍のマナが封入されている。「鉱石は最後の手段だ。自爆するか最後まで戦うかを選べ」という意味なのだ。

　クリスは、剣の柄つかを回す。

　鉱石は剣の柄つかに金具で固定されている。ボルトでねじ込むように取り付けられているので、反はん時と計けい回まわりに鉱石を回すと簡単に外すことができる。

「……そんなところに隠してたのね」

「敵に知られる訳にはいかないからな」

　クリスは地面に石を叩たたきつけた。

　石は衝撃を受け蒸発するように砕けていく。

　青い蒸気のようなものがぶわっと展開し、すぐに消えていく。肉眼では見えないが、クリスの周辺に、一気に大量のマナが展開される。

「…………久しぶりの感覚だ。力が戻ってきている」

「それでどうするつもりなのよ」

　クリスは答えない。

　魔ま導どう機き構こうに神経を集中させると、自動的にマナが集積される。クリスにとっての力の源、魔術の源が、全身に漲みなぎる。

　──レ微ウ回ム復

　クリスが短く告げる。ごく簡単な回復魔法だ。遠と羽わの傷口がふさがる。

　──レ微ウ回ム復

　ごく簡易的な魔法だというのに、遠と羽わの脚を貫いていた痛みが一気に和らぐ。

　──レ微ウ回ム復

　たった三回だ。三回だけで遠と羽わの怪け我がは完全に治ってしまう。

「噓うそ、治った？　いえ……クリス、どうして私なんかに使ったのよ!?」

　遠と羽わは複雑な表情になる。傷が治ったのは良いい。だがプログラムを使えば素子が消費されるように、魔術を使えばマナが失われる。クリスは、貴重なマナを遠と羽わの回復に費やしたのだ。

　奴やつと戦うための貴重な魔リ術ソ資ー源スだというのに。

「逃げろ。君は戦士ではない。それ故、逃走も恥ではない。生き残るための尊い選択だ」

「そうじゃなくて、どうして私なんかに魔法を使ったのかって聞いてるのよ！　そマれナがなけりゃ、戦えないでしょうが！」

「復ふく讐しゆうに遠と羽わさんを巻き込んで、怪け我がをさせた。だから治した。それだけだ」

　ぶつ切れの応答。そして魔法剣士の目つきが鋭さを増す。まるでその場から遠と羽わが消えたかのように、次の魔術を発動させる。「力」を手に入れるための、本物の魔術だ。




「────遙はるかなる大地、無辺なる空、永えい劫ごうの神界に眠りし者。剣は折れ、抗あらがう牙は潰ついえた。我、欲ほつするは汝なんじの鋼。我、請こうは、汝なんじの盟約。血、穢けがれ、呪い、邪悪。『メイガス・オーツ・ダリウス』に告ぐ。我に力を────」




　クリスの手元が発光する。青い光──マナが恐ろしい勢いで集積していく。

　マナとはエネルギーの塊であり、同時に「物質」を生成するための材料でもある。

　ある時は柔軟なクッションのような素材になり、またある時は特殊金属の代替物として機能する。クリスの詠唱に連動し、空気中に散らばっていたマナがスパークする。活性化したエネルギーが、連鎖的に反応しているのだ。




「────顕けん現げんせよ、レゾナス！」




　ビルの一室が光で埋め尽くされる。クリスの手には真新しい剣が出現していた。

「物質を生成したの？　何なのよ……それ」

「神話に出てくる宝剣だ。贋がん作さくだが、国の貸与品よりは遙はるかに殺傷力が高く、頑丈だ」

　クリスが踵きびすを返かえし、来た道を戻ろうとする。

　もはや遠と羽わと話している時間も惜しい。一刻も早く、奴やつと戦わなければならない。

「待って！　あんた一人ひとりじゃ無理よ。私も行く」

「駄目だ。これは俺の戦いだ」

「…………ほんと、馬ば鹿かみたい。あんた、何でそこまでして戦うのよ」

「復ふく讐しゆうだ」

　まずは一体。奴やつを屠ほふる。奴やつを殺した次は〝虚うろ闇やみの魔王〟の全ての配下だ。一匹も残さない。

　復ふく讐しゆうの一念だけが、クリスを突き動かしている。

「……奴やつは俺の村を滅ぼした。だから俺は奴やつを殺す。それ以外に意味はない」

　自嘲的な笑みで、クリスは右腕の刻印を見せた。
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「この前、保健室でこれを見せたな。この〝二者一殺の刻印〟は、殺すべき敵を報しらせる邪法だ。俺にはこのような忌まわしい力を使うだけの決意がある。邪魔はさせんぞ」

　今度こそクリスは遠と羽わに背中を向ける。

「遠と羽わさんは、逃げろ」

「嫌」

「そうか……だが次はないぞ。俺にただの『監視員』を助ける義理などないのだからな。せいぜい上う手まく逃げることだ」

　──遠と羽わさんは、大事なトモダチなのだから。

　クリスはその言葉を吞のみ込こむ。

　奴やつを殺す。それだけではない想おもいが芽生えつつあった。

　苦しむ遠と羽わの顔を見た時、心が強く揺さぶられた。

　奴やつに対する怒りが沸き上がった。

　復ふく讐しゆう心しんとは違う、もっと胸を灼やくような、強い怒りだ。

　──だが、その感情は刃を鈍らせる。クリスは魔法剣士だ。ただ、目の前の敵を殺すための「武力」でなければならない。

「クリス、あんたってほんと噓うそつくのヘタね」

「………………」

　クリスは来た道を戻る。

　魔ま導どう機き構こうに残っているマナは少量だった。剣を生成したために、大気中のマナをほとんど使い切ったからだ。

　が、ゼロよりはいい。

　そして──この剣がある。

　クリスは真新しい武器を手に、ビルの外に出た。

　デスゴーレムの周囲にはセキュリティボットの残ざん骸がいが大量に転がっていた。デスゴーレムがすぐにクリス達たちを追撃しなかったのは、彼らが足止めをしていたからのようだ。

　ＥＢ‐００１は耳みみ障ざわりな警告音をあげ、デスゴーレムに発砲している。発砲しているのはもちろん実弾だが、デスゴーレムには豆鉄砲のようなものだろう。

　クリスはデスゴーレムの死角を慎重に移動する。ビルの外壁を伝い、背後に忍び込む。

　奴やつの真上に辿たどりつくと、剣を握りなおし、狙いを定めた。

　音を立てないように剣を構え、クリスはビルの上から垂直落下した。

　右腕には剣、その胸には勇気。

　クリスは全体重をかけ、デスゴーレムに魔剣を叩たたきつけた。




　　　　　＊




　一人ひとり残された遠と羽わは、クリスが治してくれた脚をじっと見詰める。痛みも違和感も、傷跡も消えていた。現代医学を超える力で、クリスは遠と羽わを治療したのだ。

　何とも言えない感情が渦巻いていた。

　あのバケモノに対する恐怖もある。

　自分の弱さ、プログラムの脆ぜい弱じやくさに対する怒りもある。委員会は何な故ぜ、攻性プログラムの承認をよこさないのか、と。

　でも、一番の原因はあいつだった。

　あいつは自分が戦う理由が復ふく讐しゆうのため、自分のためだと言った。

　でも、それは噓うそだ。

　マナ──魔術資源が限られていて、少しでも無駄遣いはしたくないはずなのに。三回もだ。本当は二回で十分だった。二回目で、痛みは消えていたのだから。あいつは丁寧に三回も魔術を発動させ、傷を治したのだ。

　殺すため？　噓うそばっかり。

　──あんたは、甘いのよ。

　遠と羽わは思う。でも、遠と羽わも分かっている。

　最初に伝えるべき言葉は「ありがとう」だったということくらい。

「何なの、あいつ！　馬ば鹿かじゃないの！　噓うそバレバレなのよ！　いっつもよりもぺらぺら喋しやべっちゃって！　……絶対、ぜえったいに助けてやるから待ってなさい！　ばーかばーか！」

　遠と羽わは悪態を吐つき、来た通路を戻る。

　間違っても地下通路から逃げる気にはなれなかった。戦うクリスを残して逃げるくらいだったら、〈ガーディアン〉なんて辞めた方がいい。

　ビルの外に出ると、刃が弾はじける音が聞こえた。

　クリスは、必死で戦っていた。

　手を貸してあげたい、と遠と羽わは思う。

　──でも、同じことになったら。

　また遠と羽わが怪け我がをしたら、あいつは同じように、私を優先させるだろう。

　悔しさがこみ上げてくる。


〈攻性プログラムの限定解除を要請／警戒レベル７〉



　遠と羽わは網膜ディスプレイを立ち上げ、プログラムの承認を管理する委員会のサーバーに接続する。

　が、委員会の答えはノーだった。


〈セキュリティボットの警戒レベルを再設定しました。ガーディアンの生徒はその場から速やかに退避してください〉



　ＡＩが無機的なメッセージを返す。こちらの事情を斟しん酌しやくするような素振りは、当然なかった。

「何よ！　もう。こんな時のためのガーディアンじゃないの？」

「遠と羽わさん遠と羽わさん。建前上、部活動は安全第一ですよ？」

「ひゃっ!?」

　急に背後から声をかけられ、遠と羽わは反射的に跳び上がる。振り返ると千ち紗さがいた。

「…………千ち紗さ？　いつからいたの」

「えへへ」

「えへへじゃない！　まさかあんた……さっきからずっと」

「ごめんなさーい♪　全部聞いてましたー」

　千ち紗さは「ステルス機能」を持つ防性プログラムを使える。足音や呼吸音を消せる、隠おん密みつ行動に特化したプログラムだ。千ち紗さはこんな時に、プログラムを発動させていたのだ。

「……でも、悪気があった訳じゃないんです。移動するにはこれしかなくて。で、中に入ったら二人ふたりとも良いい感じだったし。話しかけるタイミングがなかったっていうか……」

「う、うるさい！」

　クリスとのやりとりを思いだす。恥ずかしい独り言を思いだす。

　全部見られていたのだ。顔から火が噴き出そうになる。

「私もあんな青春とかしてみたいなー。ツンデレの美少女にばかって言われた──」

　遠と羽わは万力のように千ち紗さの首を締めあげた。

「何なのよ！　あんたはもう！」

「くるちい……。はなちてください…………」

　遠と羽わは千ち紗さを乱雑に投げ飛ばした。

「ってか千ち紗さこそ帰りなさいよ。こんな場所、危険すぎるわ」

「あ、大丈夫です。私も〈防性プログラム〉の権限を上げてもらってるので、かなり強力なやつを展開できますから。遠と羽わさんよりもずーっと安全です」

「ふーん。……あんたは私を挑発するために来たの？　それとも連れ戻すため？」

　千ち紗さはうへへへっと奇怪な声を出して笑いながら「これです！　じゃーん！」と言ってスカートのポケットから小さな機械を出した。「素子安定器」と印字された、カプセル状の機械だ。

「サンプル回収です！　これでようやくエネルギー体としての素子とマナの比較ができますね！」

「あんた……こんな時でも抜け目ないわね」

「そして実はもう、回収は完了しています。ほらほら遠と羽わさん、これとってもキレイですね」

　半透明のカプセルの中には、青白い光の粒が封入されていた。

「素子とマナ……恐らくは、どちらも同じ〈万ばん有ゆう素そ子し〉でしょう。違うのは素子の振幅パターンだけ」

「千ち紗さ。お勉強の話は後で。早くあいつを何とかしなきゃ」

「遠と羽わさん。それには及びません。セキュリティボットが集結しています。武力発動の承認が下りました」

「噓うそでしょ!?　それはまずいわ。ボットの攻撃は──」

　遠と羽わはあのモンスターの特性を説明した。火か焰えん、爆薬、雷撃は逆効果でさえある、と。

　千ち紗さは遠と羽わが想像した通りの反応をする。

「熱量を物質に変換する機構が？　何ですかそれは！」





〈認証完了／警戒レベル：７／戦力追加：75／兵器データダウンロード完了／エネミーレベル更新／承諾完了／発動要件：オールグリーン〉






　　　　　＊




　クリスの奇襲は完璧だった。デスゴーレムの関節部分に剣が「ズザッ！」と音を立てながら深く食い込んでいく。

　偶然にも、「ゴーレム」「デスゴーレム」系統の化け物に共通の急所を突くことができたのだ。

　鈍い音を立てて、左腕が切り落とされる。

　しかしクリスの心は平静そのもだった。

　デスゴーレムという化け物について、王立図書館の資料にはこのような記述がある。「デスゴーレム一体を葬ほうむるためには、千体のゴーレムを倒す程度の経験を積まなくてはならない」と。

　通常のゴーレムといえども、そう易やす々やすと殺せるものではなく、そして一週間で十体も遭遇すれば良い方だ。つまりこのペースで考えれば、通常の戦士がデスゴーレムと渡りあう実力をつけるには数年から十年程度の経験を積む必要がある。

　クリスはそのプロセスを飛ばして、デスゴーレムと対たい峙じしているのだ。

　鬼教官のアードベッグであれば「馬ば鹿か野郎！　撤退しろ！」と一喝している。

　彼我の実力差は、それほどまでにあるのだ。

　──だからこそ、左腕を切り落とした程度で喜べるはずがないのだ。

　奴やつの圧倒的な優勢は揺らいでいない。

　その証左に、デスゴーレムの動きはいささかも衰えることがなかった。

「ゴオオオ」という強烈な風を巻き起こしながら右腕が振りおろされる。

　クリスは飛とび退のく。地面が割れる。肺はい腑ふを抉えぐるような衝撃。

　奴やつの力は、むしろ強まっている。

　左腕を切り落としたことで、奴やつは余計に興奮している。

　が、幾度もの戦闘の中で、どうにか奴やつの攻撃パターンを見切っていた。

　大振りの攻撃をする際に、脇が甘くなる。

　そして左腕を失ったことによって重量バランスが崩れ、持ち前の俊敏性が微妙に低下する。

　紙一重の戦闘の中では、決定的な低下でもある。

　クリスは攻撃を躱かわし、斬る。

　何度も何度も。斬る、斬る、斬る。一撃即死の打撃を躱かわしながら、クリスは斬る。間合いに踏み込んでは斬りつけ、距離を取る。〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟を省略詠唱し、肉体を加速させ、斬る。

　デスゴーレムの装甲は貫けない。

　致命傷は与えられない。

　だからこそ何度でも斬りつける。

　クリスには足りないものがあった。

　腕力だ。地獄のような訓練を通り抜けたクリスでもなお、デスゴーレムを屠ほふるには力が足りないのだ。

「一の攻撃が通用しないなら…………十の攻撃を食らわせればいい」

　クリスは加速魔術ラボラードをさらに省略詠唱し、多重に発動させる。

　簡易的な詠唱で発動させる魔術の効果は薄く、マナの消耗も少ない。しかし多重に発動させたことで、マナが完全に尽きた。後は〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟の効果が切れるまで押し切っていくしかない。

「うおおお────!!」

　腹の底から気合いを出し、満身の力を込めて斬りつける。生成した魔剣は、貸与品よりもずっと優秀だった。未いまだ刃こぼれ一つない。

　クリスは今、戦士が数年かけて高めていく実力を猛烈な勢いで駆け上がっている。

　──殺す、殺す、殺す、殺す！

〝二者一殺の刻印〟が鳴動する。クリスに戦えと告げる。奴やつを殺せと命じる。

　クリスを動かすのは復ふく讐しゆうの一念だ。そして今、怨念は結実しつつある。

　故郷──ラーソン村──の復ふく讐しゆうは、ここで果たす。

　殺された全ての村人のために、クリスは戦わなければならない。

　ここで、奴やつを殺さなければならない。

　────────ッ！

　クリスは我が目を疑う。デスゴーレムの巨体が傾かしいだ。

　罠わなか、と一瞬クリスは戸惑った。

　奴やつは狡こう猾かつだ。こうして隙を見せ、不意打ちを食らわせることくらい雑作もない。実際、何度もそれで痛い目を見た。

　だが違った。

　ダメージは確実に蓄積していたのだ。

　デスゴーレムが片膝をついた。右腕を地面に突き立て、ギリギリで上体のバランスを取る。辛かろうじて倒れずにはいるが、今にも倒れそうだ。

　クリスは警戒を怠らず、それでいて攻撃の手は休めない。慈悲はない。

　絶え間ない攻防に呼吸が上がり、全身の血管は破裂しそうだ。冷静を心がけていても、やはり殺意の衝動は止まらない。それでも「殺せ」と刻印が命じる。

　クリスはデスゴーレムの首元に、剣を振り下ろそうとして──────




　──サイレンが鳴った。

　反射的に振り返った。背後には累々と機械が折り重なっていた。セキュリティボット『ＥＢ‐００１』だ。そして、折り重なった機械のさらに向こうから、百体近くの『ＥＢ‐００１』が迫っていた。

　サイレンはセキュリティボットによる警告音だった。表面のライトが禍まが々まがしい赤色を明滅させ、警告を発している。寒気がするような光景だった。

『ＥＢ‐００１』の内部機構が露ろ出しゆつし、砲身がせり出される。〈プログラム〉が発動し、大気中に存在する〈万ばん有ゆう素そ子し〉を集積させ、武器を生成しているのだ。

　──あり得ない、あってはならないことが起こっている。


〈警告／警告／警戒レベル７解除／暴動鎮圧／暴動鎮圧／一般市民は退避せよ／警告／警告／〉



　クリスの脳裏にあの光景がフラッシュバックする。

　奴やつらにはモンスター以上に言葉が通じない。外部からの命令を忠実に実行する機械だ。

　そしてその命令は間違っている。それを知っているのは、この世界ではクリスと遠と羽わだけだ。

『ＥＢ‐００１』の砲身に、素子が集積していく。

　奴やつに火炎・爆発を伴う魔術を行使するのは禁じられている。

　特区は圧倒的な科学力を持っている。

　同時に特区には、モンスターについての情報が欠如している。

　今、その情報の欠如が最悪の事態をもたらそうとしていた。

「やめろ──────────!!」

　クリスの言葉は届かなかった。

　百体近くの集中砲火を受け、デスゴーレムは火の海に沈む。ガルフレイド大陸の「武器」などとは比べものにならないほどの火力だ。

　クリスは吐き気が止まらなかった。寒気がする。涙が流れそうになる。

　奴やつは、火力を喰くっている。火力は奴やつの体内で魔力、すなわちマナへと展開される。

　瀕ひん死しだった肉体は修復され、切り落とされた腕は元に戻り、装甲は硬度を増し、肉体は膨れ上がる。

　特区の兵器はガルフレイド大陸のそれを遙はるかに凌りよう駕がしている。

　それはつまり、奴やつがこれまでにないほどに膨大な量の火力を喰ったことを意味する。

　熱波が和らぎ、ようやく炎が収まる。

　立ちこめていた煙が風に流され、視界が戻る。クリスはデスゴーレムの方を確かめる。

　──建物が増えていた。

　はじめクリスは本当にそう思った。

　が、目の前にある「壁」は化け物の足首であり、「建物」がデスゴーレムだった。クリスは声を失った。

　デスゴーレムもまた動揺しているようだった。奴やつの認識では、直前までクリスに殺されかけていた。それが突如として巨大化してしまった、という訳だ。

　デスゴーレムは「ゴゴゴゴ」と磨すり潰つぶすような音を出し、首を回転させる。己の手を、じっと見つめる。妙に人間臭い素振りだ。

　そして、奴やつはようやく状況を把握する。

　自分は火力を喰くい、巨大化したのだ、と。

　デスゴーレムは試しにとばかりに、足下にいた衛兵を踏み潰つぶした。大量の『ＥＢ‐００１』が一瞬にして屑くず鉄てつに成り果てる。

「…………何ということだ……！　どうしてこんなことに……！」

　奴やつが歩みを進める。

　さっきまで戦っていたクリスなど、まるで物ともせずに。

　クリスは奴やつが向かう方角を思いだす。

　奴やつが進む先には、高校があった。いつも買い物をしている「ショッピングセンター」があった。遠と羽わの家があった。

　地鳴りとともに、デスゴーレムは進む。クリスは周囲を見渡すと、生き残っていたセキュリティボットが、もう一度攻撃を仕掛けようとしていた。

「糞くそが！」

　奴やつに火力を食らわせれば逆効果だ。

　愚かな機械仕じ掛かけの衛兵は気づいていないのだ。

　クリスは攻撃の対象を切り替える。『ＥＢ‐００１』に飛びかかり、力任せに一刀両断する。周囲にいるのは十数体だ。一人ひとりで相手にするには分が悪い。だが、デスゴーレムをこれ以上強化させるのは論外だ。クリスは一体ずつ『ＥＢ‐００１』を破壊した。

　セキュリティボットの始末が終わると、クリスは奴やつの足首に斬撃を叩たたき込こむ。

　小さな傷が一つついただけで、何の意味もなかった。奴やつからすれば、小さな虫がかみついている程度のものだろう。

　デスゴーレムが忘れ物を思いだしたかのように、足下の「異物」を見る。

　そして、無造作に踏みつける。

　もはや「攻撃」と呼べるものではなかった。大災害だ。

　クリスはビルに飛び移り、階段を跳躍し、最上階を目指す。

　奴やつに届く高さに来たところで、クリスはその巨体に飛び移り、全力で斬りつける。

「…………殺す！　殺す！」

　これ以上、街を破壊させる訳にはいかない。奴やつが進む先には、遠と羽わが住む街があるのだから。

　デスゴーレムが腕を振るう。

　もはや攻撃だとか魔術だとか言うレベルではなかった。大災害だ。ビルが吹っ飛ばされ、クリスはコンクリートの嵐に翻ほん弄ろうされる。




　──そしてクリスが落下した先は、幸運にもビルの屋上だった。

「クリス君、あなたは逃げてください。ここは『魔女の眷けん属ぞく』の出番です」

「……何だ貴様。どうしてここにいる」

　千ち紗さだった。

「うーん、何な故ぜでしょう。興味があるから？　正確に言えば、私は最初からここにいました。クリス君が後からやってきたんです」

「馬ば鹿かな……。死にたいのか」

「クリス君クリス君。死んだら食事もデートもできなくなりますよ？　いつだって私は生きたいです」

　千ち紗さはあのバケモノを前にして表情一つ変えていない。それどころか好奇心旺盛な目で見つめている。

「私はガーディアン。特区の『守護者』です。遠と羽わが攻めなら私は受け……じゃなくて守りです」

「ガーディアンは部活動だ。教科書にもそう書いてある」

「正解！　そのとおり、ガーディアンは部活動。そして部活動と書いて『セイギノミカタ』ってルビをふるんですよ？」

「噓うそをつけ……」

「さて。ここからは私の見せ場です。最大級の〈防性プログラム〉を実行する承認が下りました。この化け物……さすがに委員会もびびりますよね。でも私は興奮してます。こんなプログラムを発動する日が来るなんて」

「プログラム？」

「そう。遠と羽わさんが攻撃に特化しているのに対し、私は守りに特化したプログラムの権限を与えられている。ガーディアンといえど、攻撃と防御の権限を同時に与えられることはない。過度な権限の集中は逆にリスクが高い、という訳です」


『補助プログラム発動：鉄楔ウエツジ』



　クリスは瞠どう目もくする。ゴゴゴゴ、と地鳴りのような音が辺り一帯に鳴動する。デスゴーレムの動きが鈍り、壊滅的な破壊音とともに足下から沈んでいく。同時に、半壊したビルが崩れていく。

　奴やつに、何らかの「力」が上からかけられているようだった。奴やつの真上の上空は歪ゆがんで見えた。

「何をしたんだ？」

「いわゆる重力兵器です。局所的に、奴やつの周辺の重力を数倍にしています。でも、さらに出力を上げるには素子が足りないし、街が壊れてしまう。いやあ、敵ながらあっぱれな強度ですね」

　どこかで攻撃に転じなければやはりじり貧だ。通常の数倍の重力がかかっているとしても関係ない。クリスは剣を手に、奴やつに突撃しようとする。

「待ってくださいクリス君。今のはただの足止め。ここからが本番ですよ」





『────防性プログラム発動／起動コード：Axeed／解除コード認証／警戒レベルＸ：承認完了／位置情報フィックス／オブジェクト設定完了／制御塔──端末間供給リンク完了／────』






　千ち紗さは膨大な量の「詠唱」を行った。

「プログラムの詠唱」は、既に存在するプログラムを呼び出し、実行するための手続きだ。

「言葉」によってマナを形作っていく「呪文の詠唱」とはその部分で違いがある。

　そして重要度の高いプログラムの「詠唱」は長い。

　巨大な兵器の安全装置が幾重にも設定されているように、危険なプログラムを実行するためには、何重ものロックを解除しなければならない。

　つまりプログラムの詠唱とはロックの解除であり、その長さと重要度は比例するのだ。

　千ち紗さのプログラムの起動に合わせ、周囲の制御塔が一斉に反応し、万ばん有ゆう素そ子しを大気中に出力する。

　上空数十メートルの場所、ちょうどデスゴーレムの頭上に奇妙な文様が現あらわれた。

　次に奴やつの半径数百メートルを囲うように、光の柱が出現した。

　柱の数はおよそ十本で、柱は厚みを増しながら、隣の柱に接続する。

　千ち紗さは、デスゴーレムを囲う「防壁」を生成したのだ。

「おお、まるで──」クリスの目には、聖なる光が舞い降りたかのように映った。

　巨大化した化け物は当然、壁を破壊しようと体当たりをする。

　が、デスゴーレムは壁に弾はじき飛とばされてしまった。「光の壁」には傷一つついていないようだった。

「あの力を受けてびくともしないとは……どんな構造をしてるんだ」

　詠唱を終えた千ち紗さはうっすらと汗をかいていた。

「文字通り『隔離壁』です。万ばん有ゆう素そ子しをかき集め、物理ベクトルを反転させる壁を生成したんです。奴やつが壁に力を与えれば、それと同じ分だけ奴やつの体はダメージを受ける」

「何を言ってるか分からない……」

　千ち紗さがうふふと笑う。

「分からなくても大丈夫ですよ。クリス君。戦いは、ここで一旦幕引きです。作戦を練りましょう。残り時間は……委員会のシミュレーションでは十数時間くらい。それ以上は素子の供給が追いつかなくなる」

「幕引き？　何を言ってるんだ。今から奴やつを殺しに行かなくてはならない」

　もはや「モンスター」と形容するのも憚はばかられるような「巨人」が、壁を壊そうと暴れている。今、奴やつを殺さなければ大変なことになる。

「うーん。クリス君には無理です。私の『戦術解析プログラム』によれば、さっきまでのあの化け物だったらクリス君は勝てたでしょう。ですが、今はもう無理です」

「黙れ。殺すべき敵を前に逃げる馬ば鹿かがどこにいるんだ」

　クリスは千ち紗さを押しのける。

　──何度でも殺してやる。

　──どこかに勝機はあるはずだ。

　巨人のようなデスゴーレムを前に、それでもクリスの心は折れなかった。

　奴やつはどうにかして「壁」を壊そうとしている。しかしあの壁はデスゴーレムが加える力を「反転」させる。物理的な力を加えると、同じだけの勢いがデスゴーレムに返される。

　奴やつはまだ、その理屈に気づいていない。つまり隙だらけだ。

　──だから殺す。

「クリス君！　まだ話があります！」

　叫ぶ千ち紗さを無視し、クリスはビルから飛び降りた。

　剣を抜き、奴やつに向かって走る。

　が、邪魔をする者がもう一人ひとりいた。遠と羽わだ。不機嫌そうな顔で、クリスをギリッと睨にらみつけている。

「死ぬつもりなら、行かせないから」

　遠と羽わは両手をばっと開き、クリスの行く手を遮る。

「……逃げろと言ったはずだ」

「馬ば鹿かじゃないの？　あんたこそ逃げなさいよ」

「馬ば鹿かで結構。逃げる理由などない」

「千ち紗さの話聞いたでしょ。今のあんたじゃ勝てない。それとも何かの冗談かしら？」

「魔法剣士は、戦場で冗談など言わない……どけ」

「どかない。今のは中々面おも白しろい冗談だったわ。今は一旦退却よ」

「退却して何になる。俺のマナはもう尽きている。敵前逃亡するくらいなら、奴やつと戦った方がマシだ」

「死ぬくらいなら、敵前逃亡する方がずーっとマシよ」

「馬ば鹿かを言うな！　あの機械が奴やつに力を与えたんだ。今さら〈プログラム〉の力など使い物になるか」

　思わず騎士として恥ずべき言葉が出てしまった。

　奴やつを殺すのがクリスの責務であり、何があろうと誰かのせいにしてはならないのに。

「…………じゃあ魔法が使えれば、どうなのよ。使えたところで、あんな巨人を人間が倒せる訳がない」

「魔術を見くびるな。奴やつからマナを奪う魔術もある」

　デスゴーレムは熱量を喰くい、体内にマナとして蓄積させている。つまり、奴やつの巨体からマナを奪えば奴やつは元の大きさに戻る。

　──それも全て、マナがあればの話だ。

「でもマナはない。無理なのよ。だから一旦戻るの。私、あんたに死なれたら困るの。あんたは、監視の対象なんだから」

「ならば監視の対象が勝手に死んだことにすればいい」

　遠と羽わが言葉に詰まる。うっすらと目に涙を浮かべる。かといって悲しんでいる訳ではない。その表情から浮かび上がる感情は、怒りだ。

「…………あんたに優しくしてやったのが間違いだった。私は、力尽くでもあんたを戦わせない。あんたみたいなオモシロ珍獣が死ぬのはもったいないもの。あんたを拉致監禁して世界中の動物園でオークションにかければきっと高値で売れるはず。だから死なせはしないわ」

「言ってることが支し離り滅めつ裂れつだな。やってみろと言いたいところだが……こんなところで遠と羽わさんと戦いたくない」

　遠と羽わのカチューシャ──素子集中制御端末ウエアラブルが光る。プログラム発動の準備段階に入っている。

　と、ビルから下りた千ち紗さが二人ふたりに追いつく。

　ぜえはあと呼吸を荒らげながら駆けより、

「やめてー！　二人ふたりとも私のために喧けん嘩かしないでー！」

　とクリスの背中に思い切り体当たりする。そして樹じゆ液えきを吸う昆虫のようにクリスにむぎゅっーとしがみつく。

「なななっ……何をする！」

「クリス君クリス君、部室に行きましょう。今度は裸にならずにすむはずです」

「……離れろ。動けないだろうが」

「離れません。クリス君。魔法を使うための実験なんですよ？　行きましょうよ」

　その言葉に、クリスの思考が止まる。

　魔法だと？　マナによって駆動する力の体系。それを使えるようにする？　今さら何をいうのだ、とクリスは思う。

「……魔法を？」

「そうです。〈万ばん有ゆう素そ子し〉の可能性に懸かけて実験を再開しましょう。クリス君は特区のために戦ってくれた。私わたし達たちも、クリス君のためにできることがあります」

「……まさか千ち紗さ、あの実験を？」遠と羽わがうわずった声になる。

　うひひ、と千ち紗さが意地悪そうに笑う。まるで悪だくみをしている悪役のような顔だ。

「魔術とプログラムの謎を解明しろ、という委員会の指示はまだ解除されていません。ってことは、やれってことですよ？」

「魔術を使えるようになるのか？　また爆発するのではないか……？」

「そうなったら、今度は私がクリス君に裸を見せる番です」

「それは無用だ……」

「私の裸を見る意味でも、試す価値はあります。力を貸してくれますか？」

「裸はいらんが…………いいだろう。少しでも勝てる可能性があるなら、一旦退却だ」

　敵はまだ壁から出られずにいる。街は壊滅状態だが、一時的にとはいえ、最悪の事態を回避している。壁はしばらく持ちこたえるだろう。

「交渉成立ですね。…………ところでクリス君は『捲けん土ど重ちよう来らい』という言葉を知っていますか？」

「ケンドチョウライ？　何だそれは」

「有り体に言えば一度負けた者が復活し、反撃することを言います」

「ケンドチョウライ……。不思議な響きの言葉だ」

「古い隣の国の言葉です。クリス君、私わたし達たちも捲けん土ど重ちよう来らいです。特区の力──プログラムはあの化け物に一度負けました。だから、一緒に戦いましょう！」

「分かった。これは俺の戦いでありこの街の戦いでもある、と。共闘だな」

　クリスは剣を収めた。

　それでも魂はまだ灼やいた鋼のように熱を帯びている。

　再戦の時は、すぐにやって来るのだ。




「……ところで千ち紗さ？　今、すっごーくシリアスな会話してるけど、あんたいつまでクリスにしがみついてるのよ」

「ばれたかー」

「バレバレよ！」

　会話中、千ち紗さはずっと両手両足を絡からめ、クリスにしがみついていた。

　クリスもクリスで、真顔のまま千ち紗さと話をしていた。遠と羽わがいなければ、このまま帰っていたかもしれない。

　遠と羽わは二人ふたりをメリメリと引きはがした。













　　　四章　制御モード：Blue Field







「にしても面倒なことになりましたね……。でも何とかしてみせます」

　千ち紗さの声を色で例えるなら薄い灰色だ。いつもの千ち紗さからしたらかなり落差がある。天てん真しん爛らん漫まん、傍若無人を形にしたような少女が、くすんで見える。

　壁を出た三人を待ち構えていたのは「委員会」の大人おとな達たちだった。

　三人は別々に連れて行かれ、別々に尋問を受けた。

　そして、ほぼ同じ質問を受けた。

　──謎のバグについて知っていることは何か。

　──あの巨大な怪物は、何か。

　──それはクリスと関係があるのか。

　クリスは尋問が長引くならば実力行使をしてでも抜け出すつもりだったが、大人おとな達たちはあっさりと三人を解放した。

「あそこまで大仰に連行しておきながら、ずいぶん早い解放だったな。それもまた不気味だが」

「時間がないのは委員会も同じってことね……」と遠と羽わが言う。

「恐らくは、三人が同じ答えを出したから、でしょうね」と千ち紗さ。

「うむ。尋問の基本だな。さすがは『魔女の眷けん属ぞく』だ。目の付け所が違う」

　千ち紗さはでゅふふふ、クリス君にほめられてうれしー。などと奇妙な笑い声で喜ぶ。

　──不気味だ。

　もちろん千ち紗さがではない。

　委員会という組織が、だ。

　尋問の時、彼らは一方的に質問をするだけで、何一つ情報を教えなかった。

　──これからどうするつもりなのか。

　──壁の中に入ってはならない理由は何か。

　──デスゴーレムを始末する目算はあるのか。

　委員会の答えは、沈黙だった。クリスに質問をする権利はなかったのだ。

　高校にも委員会なるものはあるが、尋問を受けた委員会は全く別物の組織だった。まさに、クリスが認識するところの「枢密院」だ。圧倒的な権力と組織力、武力を兼ね備えた組織だった。

「クリス君！　あいつら、まっっっったく、話を聞かないんですよ。ほんとムカつきますね！」

　と千ち紗さが思いだしたように声を荒らげる。

「それよりも、本当に『けんどちょうらい』とやらは、上う手まく行くんだろうな……」

「あんたらうるさい！　先生に見つかるでしょ！　さっさと部室に行くわよ」

　言葉少なだった遠と羽わの声が、一番大きかった。

　三人はもちろん「避難しろ」「壁から離れろ」と厳命されている。デスゴーレムと戦う、素子とマナの仕組を解明する、など言語道断だ。

「ここから先、学校の敷しき地ちに入ります。〈ステルス〉処理を施してても、声は完全に消しきれないので注意してください」

　と千ち紗さが注意する。

　クリスには遠と羽わと千ち紗さの姿は見えない。クリス自身もまた千ち紗さが施した〈ステルス〉で姿を消している。

「……どうやら職員室に誰かがいるな。足音が聞こえる」

　魔法剣士の聴覚は不自然な物音を聞き逃さない。職員室には、まだ何人かの教師がいるようだ。

「転校初日に、この学校の見取り図を頭の中に入れた。先生に見つからない道も知っている」

「あんた……こんな時でも色々とアレね……。何だか複雑だけど、今だけは褒めてあげるわ。とりあえずは任せる。安全な道を教えなさい」




　クリスは校庭の植え込みに入り、そこから裏山の獣けもの道みちを数百メートル歩いた。そして校舎の裏側を沿うようにぐるりと一周し、部室棟へと辿たどりついた。

「……ずいぶん遠回りした気がしますが、さっそく実験の続きをしましょう。だらだらしてると、直接先生が乗り込んでくるかもしれません」

　実験で爆発した部室は、辛かろうじてドアだけが修理されていた。それ以外はほとんどそのままで、棚も歪ゆがんだままだった。

　実験器具や専用の機械がいくらか残ってはいるが、当然クリスに使い道は分からない。

「とりあえずカプセルを解析します。クリス君の〝マナ〟の振幅パターンが分かれば、それでオーケーですから」

　千ち紗さはクリスのマナを封入したカプセルをスカートのポケットから取り出した。カプセルを「解析機」のボックスに格納して画面の操作を始める。

　だが、当然クリスには意味が分からない。

「……ちょっと待ってくれ。俺はまだ何の実験をするのかも良く分からない。この前のように爆発したら目も当てられんぞ」

「そうよ千ち紗さ。せめて何か説明しなさいよ。今度爆発したら、本当に千ち紗さに脱いでもらうわ」

「良いいんですか？　遠と羽わさん。クリス君に、私の全部を見せちゃいますよ？」

　千ち紗さが頰を赤らめ、体をくねくねさせる。

「結構だ。説明を求める」クリスがにべもなく言う。

「そうよ。早く説明しなさい」遠と羽わもまたクリスに便乗する。

「…………何ですか二人ふたりして！　微妙に結束が高まってませんか!?」

　千ち紗さは頰をぷーっと膨らませ、短い脚をぱたぱたと上げ下げして「はいはい分かりましたよ」と言って黒板の前に立った。

「はい、えー。説明に入る前に『魔術』と『プログラム』の違いを整理します」

　千ち紗さは腸ちよう捻ねん転てんしたミミズのような字を書いた。魔術とプログラムの共通点だ。





１　プログラムの構成要素[image: さんてん][image: さんてん]素子、プログラム言語、素子制御端末（ウェアラブル）

２　魔術の構成要素[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]マナ、魔法の詠唱（言語）、魔ま導どう機き構こう






「クリス君と生活を共にしてきた中で判明しましたが、プログラムと魔術には妙に共通しているところがあります。……で、この三つの要素をまとめると、こういうことになりますよね？」

　千ち紗さはさらに黒板に文字を書いた。





魔術とプログラムの共通点


１　力の源　（マナ、素子）

２　命令を下す言葉（魔法の詠唱、プログラム言語）

３　力の源を制御する道具（魔ま導どう機き構こう、ウェアラブル）








　黒板をどん、と叩たたいて千ち紗さは言う。

「どうです？　このとおり、魔法とプログラムは何だか妙に符号します」

「それは分かるが、完全に一致している訳でもない」

　マナと素子が同じものだとしたら、クリスは魔法を使えるはずだし、クリスの世界に制御塔は存在しない。

「俺の世界には制御塔は不要だ。マナは常に世界に満ちている。そして俺は素子をマナの代わりに使うことはできなかった。部室は……爆発したが」

　千ち紗さは黒板をどんどん、と叩たたいて大声を出す。

「そう、それこそが謎を解く鍵なのです！　あの爆発も実は実験成果なのです……！　ところでクリス君、素子に様々な〈モード〉があることは知っていましたか？」

「モード……？」

「モードと言うと分かりづらいですが、要するに『振動数』のことです。この世界には、様々な種類の『振動数』の素子が溢あふれています。クリス君の世界には〝マナ〟は一種類しかありませんが、こっちの世界には〈素子〉はほぼ無限の種類があります」

[image: ]

　と、言われてもクリスには想像がつかない。クリスの世界ではマナはマナであり、何種類もある訳ではない。

「モードも振動数もよく分からんが……」

「『振動数』というと分かりづらいですかね。楽器の音の高低みたいなものですよ。高い音、低い音──それぞれが空気の震え方が違いますよね。それを素子に置き換えるんです」

「……素子も震えているという訳か」

「正解、なのです。素子の震え方は千差万別、なのです！」

「その奇妙な語尾は何だ……？」

　クリスは愛あい川かわから渡された教科書を思いだす。

　教科書には「制御塔」の役割が書いてあった。

「だからこそ制御塔は素子の震えを調整していると」

「制御塔は、大気中の全ての『バラバラの振動数』の素子を吸収します。制御塔はその内部で、それらを『オブジェクト』『フォトン』『フォース』などのいくつかのモードの素子に変換します。つまり、あの塔は『変換器』の役割を果たしているんです。

　──結論です。マナと素子は、イコールで結ばれる。両者は振動数が違うだけの、同じ物質です」

「……だとしたら、素子の振動数を調整すれば、マナってのと同じになるってこと？　千ち紗さ、あなた本気なの？」

　遠と羽わは困惑し、首を左右に振る。

　世界は万ばん有ゆう素そ子しという「力の粒」あるいは「可能性の粒」で満ちている。

　そして素子の振動数は、ほぼ無限通り存在する。

　だからこそ特区では制御塔が必要なのだ。振動数がバラバラの素子を、単一の振動数に変換するための機械。それが制御塔なのだ。

　例えばの話、プログラムで使う〈素子〉の振動数を変更したとする。

　特区ではその〈素子〉は使い物にならないだろう。

　だが、別の世界では〝魔法〟の原動力として使い物になるのだ。

　クリスの世界──ガルフレイド大陸では、その振動数の〈万ばん有ゆう素そ子し〉を〝マナ〟と呼ぶ。

　──と、千ち紗さがセットしていた機械が停止する。プシュー、と圧縮空気が抜けていく音がして、格納していたカプセルが自動的に出てくる。

　千ち紗さが機械を操作すると、解析結果が３Ｄ映像として部室に投影された。「振動数129848vpm」の文字が表示される。千ち紗さはマナの解析結果を見て、満足げに頷うなずいた。

「結論を言いましょう。たった今、判明しました。間違いなく、マナは万有素子です。『振動数129848vpm』の万ばん有ゆう素そ子し。それが、マナの正体です」

「……俺の世界には、その振動数の『万ばん有ゆう素そ子し』が溢あふれている、と？」

「恐らくは。そこが私わたし達たちの世界と違うところです。クリス君の世界は、ごく限られた振動数の素子で溢あふれている。だから、制御塔がなくとも魔法を使うことができた」

　──大地の恩おん寵ちよう。

　それがクリスにとっての〝マナ〟の認識だった。

　マナはあらゆる可能性を秘めた力の源だ。

　故にモンスターもまたマナを使い、人間に害を為なす。

　魔術の詠唱により、これを制御する者があれば、マナはその通りに力を発揮する。

　マナとは偉大なる力であり聖なる力であり──そして邪悪な力の源でもあるのだ。

　マナが「振動数129848vpmの万ばん有ゆう素そ子しだ」などと言われても、にわかには信じがたい。

「何かの記号のようにマナを扱うとは……まさに冒ぼう瀆とくだな」

　ここまで無言で話を聞いていた遠と羽わが言う。

「……つまり制御塔から出力する素子を調整して『振動数129848vpm』の素子を出力すれば、魔法が使えるってこと？」

「理論上は可能です」

　千ち紗さは先日の実験で爆発させた制御塔を組み立てた。実験用の簡易的なもので、公式には認められていない制御塔だ。通常は顧問の許可がいるのだが、当然そんな時間はない。

「って千ち紗さ。その簡易の制御塔にそんな機能がある訳？」

「『野の良らの制御塔』で悪巧みをする人ひと達たちは、微妙に素子の数値をカスタマイズしたりしています。そうすることで監視システムに検知されにくくなるので。……もちろん私は模範的な学生なので、普通はそんなことはしませんが」

　が、千ち紗さの制御塔を操作する手つきは妙に慣れたものだった。制御塔と端末をケーブルで繫つなぎ、クリスの目で追えないほどの素す早ばやさで画面を処理している。

「怪しい……」

「怪しくないですよ？　ガーディアンとしての正義感です。敵のやり口も把握しておかなければいけませんからね」

　そういう割に目はらんらんと輝いている。あっと言う間に制御塔のセッティングが終わり、千ち紗さが金属製の円柱のスイッチを入れる。円柱は低く唸うなるような振動音を立てて起動する。

　目には見えないが「振動数129848vpm」の素子がじんわりと出力されているのだ。

　次の瞬間、クリスは確信する。魔ま導どう機き構こうがマナを感じ取っていた。体の奥が力を求めて疼うずくような感覚になる。マナが枯こ渇かつしてしまった魔ま導どう機き構こうが、微量なマナを吸収するために活性化しているのだ。

「マナだ。間違いない。……力が戻ってきている」

　クリスは大地の恩おん寵ちようたるマナが「振動数129848vpmの素子」ということに納得はいかない。だが魔ま導どう機き構こうの感覚だけは間違いなかった。

「もう少しマナがあれば、魔法が使えるようになるだろう」

「なるほど。何はともあれ実験成功ですね」

　千ち紗さは素っ気なく言う。まるで、成功するのが当たり前だと考えていたようだ。

「ちなみに、素子とプログラムの組み合わせに失敗すると素子は爆発します。あの時の爆発は、クリス君の魔術と素子が適合しなかったのでしょう」

「なるほど……。あの爆発はそういうことだったのか。それで、これを街中に充満させれば、今度こそ魔術が使えるようになるんだな」

　クリスは無意識に拳を強く握る。

　マナが存在しない場所で戦うのは、魔法剣士にとってはあまりにも分が悪い戦いだ。

　が、今は違う。そして「制御塔」の数を増やせるならば、マナの濃度を高めることもできるだろう。魔術の「力」は、動かす「マナの量」に左右されるのだ。つまり人工的にでもマナの濃度を高めることができれば、戦局はかなり有利なものになる。マナさえあれば多少の傷を負っても回復できるのだ。

「それは駄目です。野の良らの制御塔を今から設置しに行くのは無理です」

「だったら、どうすれば？」

「正式な制御塔を使いましょう。……というか、計算上間に合わないです。委員会が取ろうとしている作戦のメリットとデメリットを天てん秤びんにかけさせれば、納得するはずです」

「あの委員会が許可するはずがない。千ち紗さだってさっきのことで、分かってるでしょう。野の良らの制御塔を建てた方が早いわ」

　制御塔は素子を大気中に拡散させるという、特区の重要インフラだ。学生の考えだけで制御塔に手を加えることは難しい。

「でも野の良らの制御塔じゃ出力が足りませんよ、遠と羽わさん。交渉あるのみです」

「……ここまで分かってるなら、戦わない理由などないだろう」

　クリスの覚悟は決まっている。出来るか出来ないかではないのだ。やるかやらないか、の選択でしかない。

　遠と羽わはクリスの顔をきっと睨にらみつける。千ち紗さをげんなりとした顔で眺める。歯止めの利きかなくなった二人ふたりに、諦め交じりのため息を漏らす。

「……あーあ、仕方ないわね。分かった、私もクリスには借りがあるし。委員会に掛けあってみましょう。でも、交渉にはあんたも来てもらうわ」

「俺に？」

「当たり前でしょ。あんたが委員会にちゃんと『奴やつを倒す』って証言しなきゃ意味ないでしょう」

「……そうだな。もっとも証言というよりは、この剣で証明するほかはない……」

「で、勝てるの？　剣と魔法だけで」

「奴やつは取り込んだ熱量をマナに変換して巨大化している。逆に『マナを奪う魔術』を奴やつの周囲に展開させれば、元の大きさに戻るはずだ」

　デスゴーレムに火力が逆効果なことからも分かるように、知識がなければモンスターに負けることがある。故にクリスは王立図書館の資料のほぼ全てを読み込んでいる。

　マナを吸収して巨大化するモンスターは他にも何種類かいるが、マナを奪えば対等に戦えるのだ。

　マナを奪った後は──これまで通りの戦いをすればいい。

　奴やつの底知れぬ体力と真っ向勝負をするのだ。

「奴やつが元の大きさになれば勝機はある。だからこそ、マナが必要なのだ」

〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟を行使して致命打を避ける。大量のマナを頼りに回復魔法をこまめに使い続ける。これまでの戦いの中で、クリスは奴やつの攻略法を編み出しつつあった。

「決まりですね。ではさっそく──」




「その必要はない」

　開けっ放しの部室のドアから男の声がした。三人は振り返る。揖い斐び川かわが立っていた。クリスを学校に通わせ、遠と羽わ達たちをクリスの監視役にあてがった「枢密院」の男だ。

　揖い斐び川かわが部室の中に入る。

「やあ、久しぶりだな。元気にしているかね。こっちは〈バグ〉の対応にかかり切りで寝る時間もないよ」

　揖い斐び川かわは以前に会った時よりも頰が瘦こけ、目の下には隈くまができている。異世界からの化け物──デスゴーレムの対応に追われているのだろう。

「……どうしてここに？　足音も聞こえなかった」

　クリスの聴覚は人並み外れている。その「特殊能力」をもってしても揖い斐び川かわの気け配はいは察知できなかった。

「まあ『プログラムだ』とだけ言っておこう。大したものではない。……それから実験の話も聞かせてもらった。中々面おも白しろい結果が出たようだね」

　千ち紗さは「うげ」と言って、野の良らの制御塔を慌ててしまおうとする。揖い斐び川かわは千ち紗さを制止しながら部室の椅子に腰を下ろす。

「気にすることはない。魔術を解明してくれと頼んだのは我々の方だ。多少、規格にない素子を無許可で出力したところで、問題ではない」

「……それよりも『その必要はない』とはどういう意味だ」

　クリスが揖い斐び川かわに向き直る。瘦こけた頰に暗い影が落ちている。国から派遣されている細身の役人──揖い斐び川かわから、不吉な気け配はいが漂っている。

「制御モードを変更することはできない。その必要がないんだ」

「馬ば鹿かな。じゃあどうするつもりだ」

「『重力兵器』で破壊する」

「破壊する？　奴やつの耐久力は桁外れだ。そんなことができるはずがない」

　クリスは憤慨する。枢密院の男──揖い斐び川かわは奴やつの恐ろしさを知らないのだ。幾百の魔術を受け、幾千もの人間を殺してきたあの化け物の恐ろしさを。たかが泥人形、と侮あなどって殺された戦士は数知れない。奴やつの一撃は死を意味する。

「重力兵器がどれほどの威力を持つかは知らないが、奴やつには効果がないだろう」

「あの化け物に『爆破』が逆効果なのは既に把握している。となれば『圧力』を加えて破壊するのが最適だ。この意味が分かるか？」

　クリスはこれまでの知識を総動員する。当然クリスの知識に「重力兵器」という概念は存在しない。が、ある程度の推測は立つ。

「……重力は俺の故郷では〝ゴルド〟という。地の底に眠る、強大な神の力だ。……それを奴やつに加えるということか」

「地上の数百倍の重力をあれだけの構造物にかけるんだ、恐らくは自重で崩壊するだろう」

「……信じられん。素子にそんな力があるとは」

「驚く程のことではない。素子を使えば強力な武力も生成できるだろう」

　揖い斐び川かわが端末を使い、部室の壁に地図を投影させた。地図はデスゴーレムが出現した周辺を記したものだ。

「この赤い円が百目鬼どうめきさんが生成した『隔壁』の範囲だ」

　地図の中央は赤い円で囲われている。その範囲は千ち紗さが発動した「隔壁」を示している。

　その円のさらに外側が青い点線で囲われている。

「外側にある青い円は重力兵器の影響圏を示している。この青い部分でさえも、数十倍の重力がかかってくる。この意味が分かるだろう」

　あの化け物さえも押し潰つぶす「力」が、一帯の建物にかかってくるのだ。想像するまでもなく街は壊滅する。

「あと数時間で『隔壁』を維持する備蓄用の素子が尽きる。それまでに重力兵器を発動させなければならない。当然、エリア内は立ち入り禁止だ」

　クリスが戦う余地はない。と、揖い斐び川かわは告げる。

「意味が分からない。なんで街ごと壊すのよ」

　遠と羽わは表情を強こわ張ばらせる。当然だ。その範囲には遠と羽わの家や、例のショッピングモール、クリスの仮の住まいも含まれているのだ。突然突きつけられた街の最後通告は、到底受け入れられるものではない。

　それはクリスも同じだった。これでは「あの時」と同じだ。デスゴーレムは村を壊滅状態に追い込んだ。今回も奴やつが原因で街が破壊される。

「これは委員会の決定だ」

「……待ってくれ。俺が奴やつと戦えば街の被害は『壁』の中に留とどめられるはずだ」

「却下だ。異世界からの異物は、我々の手で徹底的かつ確実に破壊する」

　それでもクリスは、戦わない訳にはいかない。

「奴やつは俺の世界の化け物だ。俺が殺すべき、敵だ」

「……私はこう言っているのだよ。この街の安全を、異世界の人間に任せるべきではない。ましてや何の信頼もない異世界の人間に。……委員会は複雑な事情を抱えている。これは君きみ達たちだけの問題ではない」

　揖い斐び川かわは発言に含みを持たせる。

　街ごと奴やつを破壊するのは「安全策」のためだけではないらしい。

「……『枢密院』の都合、か。どの世界でも似たような話だな」

「私もこんな事件に関わりたくはなかったがね。だがこれも仕事だ」

　クリスに政治は分からない。が、「自分の分からないところで物事が決められる」ことはどの世界でも同じようだ。

　これだから「枢密院」の人間は信頼できない。とクリスは思う。圧倒的な権力も、使い道を間違えては意味がないのだ。デスゴーレムを倒すために街を破壊するなど、そこに住む住民のことを考えれば全く同意できない作戦だ。

「……政治の話など俺には理解できないだろう。だが一つだけ確実に断言できることがある。全ての原因は俺にある。そして俺はその始末をつけることができる。……頼む。『マナ』さえあれば、奴やつに勝てるんだ」

「良いいだろう。と言えればどれだけ楽なことか。駄目なものは、駄目だ」

　デスゴーレムは特区が始末する。

　しかし街は壊滅する。それも、深い理由を知らされないままに。

「勘違いしてもらっては困るが、これは現実的な判断でもある。あの巨体に接近戦を挑むよりは、ずっと可能性がある。前途ある若者を危険に晒さらす訳にはいかない」

「何を言う！　俺は魔法剣士クリストフ・アークティカだ。この街の住民ではなく、ただの異世界の蛮族、監視対象だ。前途ある若者など、どこにもいない」

　クリスは揖い斐び川かわに右腕を見せた。禍まが々まがしい呪じゆ詛そが刻まれた右腕だ。

「これが何か分かるか！　〝二者一殺の刻印〟だ。この呪いが、俺に奴やつを殺せと命じている。奴やつを殺すまで、これが消えることはない」

　刻印は未いまだに奴やつを殺せと命令する。両者が生きている限り、殺し合いは必ひつ定じようなのだ。

　さすがの揖い斐び川かわも言葉を詰まらせる。クリスの右腕にはそれだけの威圧感がある。

「奴やつは俺の村を滅ぼした。そしてこの刻印は決意の証あかしだ。俺は、奴やつを殺さなければならない」

「……それは初耳だ。全てが終わった後で教えてもらいたい」

　──しかし決定は覆くつがえらない。

　クリスははらわたが煮えくり返るような衝動に駆られる。

　特区を動かしているのは「委員会」という組織だ。その組織が理不尽な力を行使している。この街が破壊されようとしている。その意味ではクリスの故郷と同じだ。

　クリスにとって許せないのは、原因が自分自身とデスゴーレムであることだ。

　──奴やつは、クリスが殺さなければならないのだ。

　特区の人間の手を汚させてはならない。

「……君きみ達たちガーディアンの出る幕はない。クリストフ君の戦いも見ていた。奴やつを食い止めたこと、藍あい空そらさんの傷を治してくれたことにも感謝する」

　そして揖い斐び川かわは重々しい口調で告げる。

「だが、ここから先は我々の管轄だ。君きみ達たちの活動は既に『安全第一』のルールを逸脱している」

「………………」

　遠と羽わは唇を嚙かむ。学生という自分の立場を理解しているからこそ悔しいのだ。ガーディアンといえども所詮は部活。奴やつを破壊できるだけの「プログラム」を使う権限はないのだ。

　クリスは遠と羽わの呼吸、気け配はいを察知する。色で例えるなら、灰色がかった「青」だ。その色はこれまでにない程に、濃い。遠と羽わは悲しんでいる。

　揖い斐び川かわが三人を促す。

「愛あい川かわ先生には黙っておく。早く学校から出るんだ」

「……分かってます」

　揖い斐び川かわの言葉は正しい。正論だ。生徒を大事に思うなら当たり前の判断だ。ガーディアンも安全第一。教科書に曰いわく「部活動は青少年の健全育成を目的とする」だ。危険な仕事はあり得ない。

　──この怒りは何だ？

　得え体たいの知れない怒りが、クリスの中で湧わき上がる。

　そしてクリスは、己の内側に渦巻く感情に危機を感じる。この情動は刃を鈍らせる。奴やつを殺すには、あまりにも足手まといになる重石おもしだ。

　それでも衝動は抑えられない。

　クリスは村での誓いを未いまだに忘れられない。慟どう哭こく、無力感、喪失感。だから自分は戦うことを選んだ。

　遠と羽わも今、同じ気持ちでいるはずだ。

　きっと悲しいはずだ。悔しいはずだ。憤いきどおっているかもしれない。知らない世界の化け物が原因で自分の家がぶち壊されるのだから。

「──遠と羽わさん。駄目だ。やっぱり駄目なんだ。これは『魂のあり方』に関わる問題だ。ここで逃げれば、遠と羽わさんの魂が死ぬ。千ち紗ささんの魂も、死ぬ」

「魂……？　こんな時に意味分かんない話しないでよ」

「俺の祖国では、『魂は住む土地に根を下ろす』という言葉がある。住む場所を失うということは、魂の一部を失うに等しい」

「別にここはあんたの国じゃないし……。宗教の勧誘ならお断りよ」

「だが、同じことだろう。ここは遠と羽わさんの街だ。遠と羽わさんが嫌ならば、こうしよう。戦うのは、俺一人ひとりだ。二人ふたりは安全なところでマナを出してくれさえすればいい。……それに、その兵器とやらは俺が死んだ後で使っても遅くないだろう」

　この街──特区は味気ない街だ。ここに来た当初は「機械仕じ掛かけの魔ま窟くつ」だとも思った。

　大地の恩おん寵ちようたる「マナ」も特区によれば「振動数129848vpm」の素子だ。実に味気ない。

　──だとしても、それだけは認めてはならない。

　遠と羽わと過ごしたほんの数週間が、クリスに守るべきものを与えてしまった。

　だから遠と羽わの傷を治した。

　だから奴やつを殺したいと思った。

　それがクリスにとっての戦う理由になってしまった。

　遠と羽わの悲しみは、クリスの悲しみだ。

「揖い斐び川かわさん。俺は奴やつと戦う」

「全ての住民の『端末』には隔離壁から出るための『鍵』を与えている。君の端末には逆に壁の中に入る『鍵』を与えよう。君は異世界の戦士だ。そこまで言うのなら、私も敢あえて止めはしないさ」

　違う。

　クリスが欲しいのは「力」だ。奴やつを屠ほふるだけの魔力だ。

　ここまで来て、犬死にする訳にはいかない。

　──世界を敵に回す覚悟はできていた。

　銀色の刃をズラリと抜く。

　部室にいる誰もが反応できない速さで揖い斐び川かわの背後に回り込む。首筋に刃を当てた。

「制御塔からマナを出せ。さもなければ貴様を殺す」

「なるほど……そう来たか」

　ただの「事務方」の男はあくまで冷静だった。凪ないだ海のような表情。呼吸に乱れもない。幾百もの戦いを経た猛も者さのような貫かん禄ろくさえある。

　その背後には、強力なプログラムを発動できるという裏付けがあるからかもしれない。

「残念ながら、私にその権限はない」

「なら、今から委員会に掛けあってくれ。今すぐにだ。俺は本気だ──」

　剣を握る手に力がこもる。その気になれば、揖い斐び川かわの首は一瞬で切り落とされるだろう。

　クリスの背中に衝撃が走った。「硬い何か」がクリスを殴おう打だした。クリスは吹き飛ばされ、部室の棚に叩たたきつけられた。

　攻性プログラムを発動させたのは、遠と羽わだった。

　遠と羽わが発動するプログラムの「権限」は数段階高められている。それだけに、クリスに攻撃は見切れなかったのだ。

「ごめんね。馬ば鹿かクリス。私はあんたの監視役。どうしようもなく馬ば鹿かなあんたが馬ば鹿か力ぢからを振るった瞬間に、馬ば鹿かなあんたを制圧することになってるの。国から派遣されてる超重要人物に刃物向けるとか、馬ば鹿かじゃないの」

　遠と羽わは涙を流していた。反面、声こわ色いろはいつも以上に棘とげがある。痛々しいまでの落差だ。

「……ここは君の街だ。このままではあのクレープ屋も破滅だ。全種類食うんじゃないのか」

「こんな時にその話出すの卑ひ怯きようよ！」

「卑ひ怯きようで結構。俺と遠と羽わさんはトモダチだ。トモダチの悲しみに応えられないというのは、それはトモダチではないということだ」

「全部分かってる！　でももういいの！」

　遠と羽わが追撃をかける。強烈な殺気だ。暴力的な風圧。不可視の何かがクリスの眼前に迫る。勘だけでクリスは横に跳ぶ。破滅的な音とともに、部室の壁が大きく凹へこむ。

「遠と羽わさん！　ここではやめてください」

「大丈夫よ。どーせ明あ日すには学校も重力兵器で粉々のバラバラよ。平気平気。ってか千ち紗さ。こいつを捕まえてよ。あんたもガーディアンでしょ」

「……了解です」

　千ち紗さが『ＥＸ‐01実行』と告げる。次の瞬間、クリスの動きは犯罪者用の拘束具で封じられる。完全なる不意打ちだった。クリスは派は手でに転ぶ。

「あんたの気持ち、よーく分かったわ。ありがと。大好きよ」

「遠と羽わさん……！　だったら何な故ぜ…………！」

　心が通じた──そのはずなのに、遠と羽わの表情は氷のように冷たい。

「分かっているなら放してくれ！　俺は、」

「……でもね。駄目なものは駄目なの。あんたの『因縁』だって、この街じゃ何の意味もないの」

　そして遠と羽わは揖い斐び川かわを向き、微笑ほほえみながら「制圧完了しました」と言う。

　揖い斐び川かわは鷹おう揚ように頷うなずく。

「このことは不問にする。これからも彼の『監視』を頼んだよ」




　　　　　＊




　運転席には誰もいない。ＡＩが目的地──安全エリアまで三人を運んでいるのだ。車の後部座席には遠と羽わと千ち紗さ、トランクには拘束されたクリスが詰められている。

　ガーディアンに支給される秘ス匿テ通ル信スで、二人ふたりは会話する。


〈遠と羽わさん遠と羽わさん。車内の盗聴は見つかりませんでした。ＡＩはメーカーが標準搭載している普通の運転手さんです〉

〈了解。切り替えましょう。千ち紗さと頭の中で会話するの、段々辛つらくなってきた〉

〈私はずっとこうしていたいですよ？　遠と羽わさんの声はあはあ〉

〈却下〉



　遠と羽わが車の窓を開ける。初夏の生なま温ぬるい風が吹き込んでくる。街の外は至って平穏だった。避難命令は、市民一人ひとり一人ひとりの端末に直接届けられる。緊急のサイレン音は聞こえない。

「ほーんと、馬ば鹿かって大嫌い」

「開口一番それですか!?」

「あの場面であの行動は最悪よ」

「とかいう割に嬉うれしそうですが？」

「うるさい。確かに、あいつのセリフに感動しなかったかって言うとそうでもないけど……。でもあそこまでされたら次の行動、取りづらいわ」

　揖い斐び川かわと対たい峙じしていた時、遠と羽わと千ち紗さは秘ス匿テ通ル信スで会話をしていた。

　公式な制御塔が使えないと分かれば、野の良らの制御塔を使うか、公式の制御塔のセキュリティを破るしかない。そして、どっちを選ぶにせよ重要なことは、揖い斐び川かわの指示に従ったふりをすることだった。

　と、「混ぜるな危険」の二人ふたりはそこまで結論を出していた。

　──が、そのタイミングでクリスが剣を抜いたのだ。

「仕方ないですよ。クリス君は正式なガーディアンじゃないんですから。ナノマシンをじゃんじゃん投与することはできないので」

「そうだけど。……一時はどうなるかと思ったわ」

「私もビックリですよ。でもクリス君の気持ちが分かって良かったんじゃないですか？　クリス君かっこ良かったですね？」

　千ち紗さがイタズラっぽい表情でずいっと迫る。くりくりとした二つの瞳は、遠と羽わの心の「ひだ」の一枚一枚をじっくりと観察しようとする。

　遠と羽わは目を逸そらし「嬉うれしかったわ…………。少しだけね」と小声で言う。

「私もクリス君のこと好きになっちゃいました」

「はあ？　……あんた、何言ってるの？」

「もちろん人間的にですよ？　遠と羽わさん、何か勘違いしてませんか？」

　遠と羽わはぐぬぬ、と歯ぎしりをして千ち紗さを押し返す。柔らかい胸がふにっと形を変える。押し返された千ち紗さは元の位置に戻った。

「あーもう！　こんな話してる場合じゃないでしょ。今の内に千ち紗さが持ってる情報、全部教えなさいよ。化け物一匹と一つの街じゃ、どう考えても損得が合わないし」

　千ち紗さが悪役めいた顔で不敵に笑った。

「私の情報が正しければ、あらゆる手がかりはあのバグに集約しています」

「バグ？　例の〈次元ポート〉の？」

「ええ。そう言えば遠と羽わさんはまだ見てなかったんですね。やはり次元ポートの犯人は『人間の形をした』バグです。ソーシャルカメラの記録に残っていました」

　特区にはセキュリティ用の「ソーシャルカメラ」が配備されている。一般人が確認することはできないが、千ち紗さは〈ガーディアン〉の権限を使って、カメラの動画を確認していたのだ。

「そのバグとクリス君が会話をしていました。会話の中身は不明ですが、あの空間を出現させたのは、間違いない」

「……で、そのバグと『街を破壊する』って話がどう関係してくるのよ」

「特区にとってあのバグは、非常に不都合な存在です。何せ、プログラム開発は国に規制されている訳ですから」

「特区」は素子の研究と開発を国から特別に許可されている場所だ。プログラムの中身によっては「素子」は人類を滅ぼす兵器にもなり得るからだ。そんな危険なものを、国が易やす々やすと認めるはずがない。かと言って、完全に研究させないのであれば、他国に先を越されてしまう。

　故に、国は特区を監視しながら、素子とプログラムの開発を一任することにしたのだ。

「その特区が、自じ分ぶん達たちの手に負えない超高度知性体──バグ──を生み出したとしたら」

「研究自体を国から止められる、と」

「あのバグが人間を遙はるかに超える知性を持った存在で、しかも『異世界との通路を開けました』となれば、そうなるでしょう。あのバグはさすがに危険すぎます」

　ＡＩの知性は人間を遙はるかに超えている。今や、人間自らが生み出した「化け物」をどう制御するかという段階に来ているのだ。故に高度すぎる知性はごく限定された環境で適切に使われなければならないのだ。

　通常の研究開発に使われる分には問題ないが、あのバグのように「意志」と「具体的な形」を伴ってこの世界に現あらわれた時に、どんな結果をもたらすかは未知数だ。

　実際問題、バグは前ぜん代だい未み聞もんの事件を引き起こしている。

　プログラムのエラーである〈バグ〉が、異世界からの災厄を招いているのだ。

　当然、この時代の先端科学をもってしても「異世界との通路を開く」ことは不可能だ。

　バグは、それをやってのけてしまったのだ。

「例のバグは、クリス君と会話をしていました。この世界の『情報』に飽きたらず、別の世界の『情報』を貪欲に求めていた」

　名無しのバグは新しい情報データ、クリスの世界の新しい言葉データを求めている。

　素子が集積して顕けん現げんしたバグは、周辺の情報も恐ろしい速度で吸収していく。

　そしてバグは、これから先どのような進化を遂げるか分からない。

「『デスゴーレム』を破壊するのに、どのみち街は壊滅的な被害を受けるでしょう。でも、状況を国に説明する時に『未知のバグが異世界との通路を開き、化け物によって街が破壊された』という説明と『意図せぬバグによって街が吹き飛んだ』という説明と、どっちがマシかって話でしょうね」

「どっちもどっちだと思うけど……。特区としては街の四分の一を重力兵器で壊してでも、証拠を隠滅したいと」

「そうですね。委員会は今のところ、完璧に情報を遮断しています。これも時間の問題ですが、一日くらいだったら何とかなるでしょう」

　遠と羽わは天を仰いだ。

「本気で情報を隠蔽しに来てるって訳ね……」

　遠と羽わ達たちの作戦はシンプルだった。隔離壁の内側に野の良らの制御塔を立てる。千ち紗さが制御塔を操作して「マナ」を出力する。クリスが剣と魔法で敵をやっつける。……以上。

　遠と羽わは不安になる。こんなやり方で委員会を出し抜けるのだろうかと。

「でも、委員会がちょっとくらい本気出してるからって、諦める訳にはいかないです」

「そうね。……あの馬ば鹿か魔法剣士は何をしでかすか分からないし」

「あの街には私の魂がある。たとえ、特区の潤じゆん沢たくな資金で街が戻っても。譲れない何かがそこにはあるんです」

「千ち紗さにもそんな場所があるなんて、意外ね」

「男の子が絡からみあう漫画を専門に扱っているお店があるんですよ、あの辺りには！」

「ああ……そういうこと」

　遠と羽わは急に冷めた顔になる。千ち紗さは「むきょーっ！」と叫んで摑つかみかかる。

「何ですか、その顔は！　あれが私の魂なんですよ！　私の戦う理由なんです！」

「馬ば鹿かになんてしてないわよ。私にも大事な場所、あるから」

「へー。それってどこなんですか……！」

　千ち紗さがぷーっと頰を膨らませる。相手にしたら泥沼の戦いになるパターンだ。

「秘密よ、秘密」

　遠と羽わはクリスが飛び出していった時を思いだす。夕暮れの通学路をクリスと歩き、クレープを食べようとしていた時だ。ほんの数時間前なのに、ずいぶん前のように思える。

　あいつはクレープを食べていなかったし、クレープ屋も避難区域の中にあるのだ。
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　絶え間ない振動とエンジン音が消えた。「ゴトリ」という重々しい音がして、クリスの視界は光を取り戻す。トランクの中で体をよじらせ、クリスは空を見上げる。すっかり夜になっていた。

「ごめんね、クリス。痛くなかった？」

　真っ先に声をかけてきたのは遠と羽わだった。クリスは思わず耳を疑った。遠と羽わが自分を優しく労いたわってくるという状況は限りなく疑わしい。

「…………さっぱり意味が分からない」

　クリスは再び「異界」に飛ばされたのかとさえ思う。

　──藍あい空そら遠と羽わがこんなに優しいはずがない。

「貴様、匂いは似ているようだが、遠と羽わさんの偽にせ物ものだな。本物はそんなに優しいはずがない」

　ゴツ、と頭を小突かれた。体は拘束されたままなので、クリスはその拳を受け入れるしかなかった。

「……すまん、本物のようだな」

「目が覚めたようで良かったわ」遠と羽わはにこりと笑う。迫力のある笑え顔がおだった。

「拘束を解除しますけど、いきなり逃げ出さないでくださいね」

　千ち紗さが『解除』と告げるとクリスの拘束が外れた。だがクリスは苦々しい気分だ。全てが終わった今、話などして何になるのかと。

「ここはどこだ」

「学校から車で三十分くらいのところですかね。具体的には公園です。クリス君の頭の辞書になければ、こう言い換えますか。広場です」

　クリスは車のトランクから這はい出だし周囲を見渡す。そこは何の変哲もない公園だった。ベンチがあり、奇妙な形の滑り台がある。

「ここは避難命令区域の外側です。一晩の間、避難所にいろと学校から指示がありました」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。俺は」

「おっと……話は最後まで聞きなさい」

　遠と羽わがクリスの言葉を遮った。

　クリスは遠と羽わの目を見つめる。やはり遠と羽わから刺すような気け配はいが消えている。これまでとは雰囲気が違う。どこか覚悟を決めた人間のような清すが々すがしさがあった。

「クリス。あんたが思ってることは、よく分かったわ。一緒に戦いましょう」

「一緒に戦って何になる……。というか街は壊滅したんじゃないのか？」

「まだよ。今のところはね」

「本当か？　じゃあ、今の状況は」

「基本的には部室で実験してた時のままよ。街はこれから派は手でに壊される。で、タイムリミットが迫ってる。オーケー？」

「お、おーけー……」

　遠と羽わは妙なスイッチが入ったらしく猪ちよ突とつ猛もう進しんにまくし立てる。本気で委員会に反乱を起こす気でいるのだ。

「千ち紗さ、残り時間は？」

「およそ十一時間。重力兵器の発動は、明あ日すの早朝六時ごろです」

　それは揖い斐び川かわの話と矛盾している。あの隔離壁を維持するためには大量の「素子」が必要だと言っていた。だから、数時間程度しか保もたないとも。

「クリス君、あのおっさんが言ってたのはブラフですよ？　私が集めた情報が正しければ、壁を維持するだけなら、まだまだ余裕はあります」

　移動中に千ち紗さは端末を駆使して情報をかき集めていた。どうやら市民を避難させるのに大分時間がかかっているようだ。そして政治的な意味での「抵抗勢力」もいるらしい。ダミー情報も無数に放流されていたが、千ち紗さが摑つかんだ情報は確実だった。

「そんな訳でクリス君。『捲けん土ど重ちよう来らい』の第二ラウンドです。私わたし達たちが制御塔をどうにかして『マナ』を出します。クリス君は遠慮なく魔法をぶっ放してください」

「……二人ふたりとも、本当に力になってくれるのか？」

　揖い斐び川かわはあれだけ「駄目だ」と断言したのだ。そして二人ふたりともクリスを拘束し、車の中に放り込んだのだ。

　遠と羽わが自分の頭をぐしゃぐしゃとかきむしる。うんざりした表情でクリスの胸をツンツンと突っつく。

「力になるっていうか、あんたを放っておいたら大変なことになるもの。あくまでも大惨事を防ぐためだから」

「遠と羽わさん、何か言ってること違くないですか？」

　という千ち紗さの突っ込みを無視して話を続ける。

「そういう訳で野の良らの制御塔を使うわ。あんた、ピコピコハンマーであいつらをやっつけた時のこと、覚えてるでしょ？」

　と、クリスは数週間ほど前の「部活」を思いだす。バグ処理に遠と羽わと向かったところ、不正なプログラムを作成し、バグを生み出した三人組がいたのだ。

「ああ、〝ピコの鉄てつ槌つい〟を下した時のことか。いささか情けない武器ではあったが、奴やつらを卒倒させるだけの威力はあった」

「ピコピコハンマーにそんな威力ないから……。まあ結果オーライだったけど」

　犯人はその後も懲りずに野の良らの制御塔を建て、違法プログラムを開発していたようだ。

　その制御塔を発見したのは千ち紗さだった。特区のデータを漁あさっていた時に、偶然にもネットワークに接続した大量の野の良らの制御塔を見つけたのだ。

「私がその野の良らの制御塔でマナを出力します。それで、壁の中にマナが満ちてきたらクリス君は中に入り、魔法を使います」

「……何だかずいぶん簡単に聞こえるが、大丈夫なのか？」

「もちろん超超完璧大丈夫ですよ。要は野の良らの制御塔を再起動させて、反則レベルの大出力で『マナ』を出す！　楽勝ですよ楽勝」

　千ち紗さは面おも白しろいオモチャを見つけた子どものように、キラキラと目を輝かせる。

　ガーディアンの仕事はバグの始末と、無許可で建てられる制御塔の取り締まりだったはずだ。まるで逆のことをやっているとクリスは思う。

「ガーディアンはこの街の安寧と秩序を守るんじゃないのか？　まあ今となってはそんなことも言ってられないが……」

　と、思わず言いたくなるほど二人ふたりは暴走気味だった。

「これで良いいのよ。安寧も秩序も誰かの言いなりじゃ守れない。私わたし達たちが守るのは委員会が決めたルールなんかじゃない。この街よ。だからクリス……あんたの力を貸して欲しい」

　遠と羽わが、ぶっきらぼうに右手を差し出す。

　じっと見つめるその瞳は、クリスに摑つかみかかるような力強さがあった。そして遠と羽わの強気な性格が、妙に心地ここちよかった。遠と羽わの右手を握り、答える。

「もちろんだ。俺の方こそ頼む。二人ふたりの力を貸してくれ」
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　あの怪物は深夜の数時間だけ眠りにつく。摩耗した稼か働どう部分を修復させるために深夜の数時間だけ機能を停止させる、とクリスは言った。

　──決着は深夜につけなければならない。

　深夜二時。

　遠と羽わは街を見下ろす小高い山の上にいた。ちょうど高校の裏手にあたり、近くには素子を利用した発電施設がある。

　入口近くはちょっとした広場になっていて、普ふ段だんなら綺き麗れいな夜景が見られる。今は、見下ろす街は闇に飲まれている。

　生なま温ぬるい風が吹いていた。銀色の月が空高く上り、三人を照らしている。

「……本当にこれでやる訳？」

「これが現時点での最適解ですよ？　遠と羽わさん」

　千ち紗さはその機具を軽く叩たたく。素子とプログラムによって生成された素材は、重厚な金属音がした。

「気乗りしないけど……仕方ないわね」

　──山の上にカタパルトを生成し、隔壁の内側に飛び込む。

　それが千ち紗さが出した結論だった。限られた時間の中で壁を乗り越える方法はこれしかなかったのだ。

　普通の人間だったら確実に死ぬが、遠と羽わと千ち紗さは〈プログラム〉を発動させて体を防護することができる。クリスはもちろん大丈夫だ。

　先行するのは、遠と羽わと千ち紗さだ。敵が眠っている間に制御塔を起動させる。域内に「マナ」が充満したところで遠と羽わがクリスの端末に合図を入れて、中に入る。

　力を取り戻したクリスが、奴やつを殺す。

　実にシンプルな作戦だ。

「遠と羽わさん。見方によっては、遊具みたいじゃないですか？」

　千ち紗さが生成した機具は、見る者を圧倒するようなたたずまいをしていた。土台には十メートル四方の重石おもしがある。その上には安定感抜群の台座。台座の上には巨大な弓だ。

　その弓は、とてもではないが人間の力で動かすことはできないだろう。

「ええ。かなりダイナミックな遊具ね。製作者の正気を疑うわ……」

「我が祖国にもこの手の兵器は存在するが、こんな使い方は聞いたことがない」

　とクリスも驚嘆する。

　千ち紗さは既に正気を失っている。恐らくは生まれた時から。

「素子の強度計算、構造計算はばっちりです。それにこんな見た目ですが、プログラムで制御してるので安全ですよ」

　千ち紗さのシミュレーションが合っていれば、二人ふたりはビルの屋上に着地するはずだ。ピークの高度から落下する距離は十メートルそこそこ。大した衝撃はないはずだ。

「遠と羽わさん、そろそろ時間です。行きましょう」

「分かってる……」

　遠と羽わはため息を一つついて、眼下を見渡す。

　闇。

　今から二人ふたりが飛び込む場所は、漆黒の闇だった。街に避難命令が出され、飛び込む先には誰もいないのだ。

「怖いのか」クリスが問いかける。

「怖くなんてない」

　クリスの横顔が月明かりに照らされる。遠と羽わは無意識のうちにぎゅっと手を握る。

　胸がとくん、と鳴る。クリスを正視できない。

　こんなに胸が苦しいのに、それでも口を突いて出るのはいつもの刺とげ々とげしい言葉だった。

「あんたこそ覚悟決めなさいよ。街が消えるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだから」

　暗闇の中にはクリスの仮の住まい「コーポサトコ」や、林りん檎ごを食って絶叫したショッピングセンターがある。

　数時間もしないうちに、この辺りが壊滅状態になるかもしれない。

「ある」ことと「ない」こと。その二つの状態は裏表の関係だ。遠と羽わは今、その岐路に立っている。

　そう思うと居ても立ってもいられないような、不ふ思し議ぎな気分になる。

　──ざわめくような風が吹いた。心が震える。

「最悪の場合、最新鋭の兵器で奴やつを吹き飛ばすから。もしあんたが死んだら、面倒なことになりそうだし」

　できるだけ重くならないように言ったつもりだったが、遠と羽わの声は思った以上に深刻な響きを伴っていた。クリスは遠と羽わの心を察するかのように、真正面から答える。

「俺は魔法剣士だ。死ぬつもりはないが、死を恐れては戦えない。覚悟は既に決まっている」

　死ぬ、という言葉をクリスはさらりと言う。

　遠と羽わは胸が締め付けられる。

　分かっている。

　ここはクリスがいるべき世界ではない。クリスは、魔法剣士だ。

　そして壁の向こうにいるモンスターはクリスの敵だ。クリスは戦わなくてはならない。

「ここはとても良いい国だ。悪い人間はいない。俺の世界と比べたら天国のようだ。遠と羽わさんには多少理不尽な目には遭わされているが、それでも俺はこの世界が気に入っている。だから守りたいと思う」

　クリスがそう言ってくれるのは、純粋に嬉うれしい。

　でも、怖いとも思う。

　どうやってあの化け物と戦うつもりなのだろう。

「勇気があるんだか馬ば鹿かなんだか分からないわね。あんたって」

「……いつまでたっても失敬な奴やつだな」

　本当は、その勇気が羨うらやましい。

　本当は、クリスの力が羨うらやましい。

　クリスの魔法のことを、もっと知りたい。

　クリスの世界のことを、もっと知りたい。

　クリスのことを、もっと知りたい。

「絶対に勝ちなさい。死んだら許さないから。死んだらあんたの住む家もなしよ。それから、」

　遠と羽わはその言葉を吞のみ込こんだ。何で吞のみ込こんだかといえば、まるで悲しい映画のラストシーンみたいだからだ。この展開だと、主役かヒロインのどちらかが死ぬパターンだ。

　いつか別のタイミングまで、取っておこう。




　──ねえクリス。あんたの国の言葉、教えてよ。




　　　　　＊




「それじゃ、行ってきますね♪」

　千ち紗さはいつもの軽い調子でクリスに手を振った。

　カタパルトのカウントダウンはゼロになり、引き絞られた弓が力を解放する。遠と羽わの絶叫が夜空に響いた。もういやーちさのばかー！　などと言うはしたない言葉が聞こえた気がしたが、クリスは深く考えないことにした。

　二人ふたりはこれから、一時間ほどかけて野の良らの制御塔の〈モード〉を変更していく。

　本数はおよそ二十本だ。それくらいなければ、野の良らの制御塔では壁の内側をマナで満たすことができないのだ。

　風が吹き、ざらりとした影が地面に落ちる。

　クリスは一人ひとりになった。残り一時間。

　最後の時を前に心静かに瞑めい想そうする。

　──本当のことを言えば、恐怖がある。

　どれほど威勢の良いいことを言ってもマナがなければ奴やつを殺せない。マナが切れれば、魔法は使えない。「振動数129848vpm」の素子で魔法は使えるのか、という不安もある。

　死ぬことなど怖くないと思っていた。

　だが本当は違う。本当は、そうしなければ恐怖で体が動かないのだ。

　だからクリスは心を復ふく讐しゆうと殺意に塗まみれさせてきた。

　殺意がなければ、クリスの体は動かなかっただろう。デスゴーレムの巨体に立ち向かうことはできなかっただろう。

　こうして一人ひとりになると、恐怖は己の内側で余計に増殖する。

　思いだすのはあの日の出来事だ。無数の化け物が村を侵略し数多くの人間が殺された。自分は何もできなかった。無力だった。弱かった。戦おうとする気にもならなかった。

　クリスは恐れている。

　自分が自分の弱さに負け、それ故に大事な誰かが死ぬことを。

　──否。

　振り切らなくてはならない。

　その恐怖はまやかしだ。「かつて弱かった」自分自身が見せる幻覚だ。

　クリスは乗り越えなければならない。かつて弱かった自分自身を。その臆おく病びような心を。殺意や復ふく讐しゆう心しんで誤ご魔ま化かしてはならない。本当の勇気が必要なのだ。

　端末から音楽が流れる。画面には遠と羽わからの「処理終了」の簡潔なメッセージ。

　意識は「今、ここ」に戻る。クリスは腰にかけた剣のベルトを確認し、衝撃で抜けないように止めなおす。

　千ち紗さの指示どおり、クリスは台座に座る。台座自体は脱着式のカプセルになっていて、クリスはカプセルごとはじき出される仕掛けになっている。

　足下にはカタパルトを操作する「画面」がある。構造的には「カタパルト」だが、物自体はプログラムと素子で生成されている。弓が出力するトルクも、射出角度もパネル一つで操作可能なのだ。

　めいっぱいにカタパルトが引かれると、計器のアラームが鳴る。

　モニターの画面が切り替わり、カウントダウンが始まった。

　クリスの体は、夜空を切り裂く弾丸となって射出された。

　強烈な重力が全身にかかり、意識が飛びそうになる。

　ふと体にかかる重力が緩んだ時、クリスは目を開けた。眼下には特区の夜景と、終わりのない街並が見える。どこまでも果てしなく「都市」は続いていた。

　上空の月がひどく眩まぶしかった。

　クリスは思わず瞠どう目もくした。月の隣に、あのバグが浮かんでいたのだ。

　バグは夜空にぴたりと静止し、氷のような目でこちらを見つめている。

　──さあ、殺し合え。

　バグはそう言っているようだった。




　　　　　＊




　足元は暗く、頼りになるのは月明かりだけだった。

「最悪……ああ苦し……。ったく、制御塔重すぎよ。あと何本残ってるのかしら」

　深夜とはいえ初夏だ。動けば暑く、遠と羽わの呼吸は上がる。汗が目に入って痛い。

　遠と羽わは途中で起動した制御塔を数えるのを諦めた。十五を超えた辺りから、そんなことを考える余裕もなくなっていた。

　遠と羽わは金属の柱を千ち紗さが指定した場所に設置して、起動処理を完了させる。そして千ち紗さの端末に位置情報を送信する。

　野の良らの制御塔は出力が弱い。そこは千ち紗さの能力でも限界があり、だからこそ大量の塔をまんべんなく配置しなくてはならないのだ。

　遠と羽わは秘ス匿テ通ル信スを起動させ、コンタクトを取る。


〈千ち紗さ、あと何本取りに行けば良いい？〉

〈こっちは終了しました。ってことは全部終わりですね〉



　野の良らの制御塔は三十本ほどだ。遠と羽わはそれらをモンスターの周囲に配置し、千ち紗さは〝マナ〟を同時に出力させるための工作をしていた。

　同時に、というのは、モンスターがマナを感じて目覚めるかもしれないからだ。クリスがそう言うのだから、間違いはないだろう。


〈今、全部の制御塔に専用のプログラムをインストールし終わりました。遠と羽わさんが今設置した奴やつを親機にします。最後の処理をお願いして良いいですか？〉

〈了解。認証コードを送って〉



　制御塔の背面にはモニタが埋め込まれていた。遠と羽わは電源を入れ、画面にタッチする。

　千ち紗さから送られてきた認証コードを入れると、筐きよう体たいから素子が出力される時の独特の高音が鳴り、画面が発光する。

　指示されるままに四回ほど画面を操作すると、数値を入力するダイアログが表示された。

　遠と羽わは深呼吸をし、数値を打ち込む。一つでも間違えればマナは出力されない。

　振動数「129848vpm」の万ばん有ゆう素そ子し。それがマナなのだから。

　数値を入れると画面が切り替わり、三十本の制御塔が次々と起動していった。


「全制御塔の位置情報を同定。振動数129848vpm認証完了。

　『時と計けい台だい制御塔Ａ』起動完了。リンクが接続されました。

　『時と計けい台だい制御塔Ｂ』起動完了。リンクが接続されました。

　『タヌキマート前制御塔Ａ』起動完了。リンクが接続されました。

　『タヌキマート前制御塔Ｂ』起動完了。リンクが接続されました。

　『発電施設前制御塔Ａ』起動完了。リンクが接続されました────」



　────そして再び、画面に「YES」「NO」の選択肢が表示される。


「制御モード：Blue Fieldを起動しますか？」



　────任せたからね。

　遠と羽わは迷わず「YES」に触れた。




　世界が、青く染まった。













　　　五章　二者一殺の刻とき







　体は夜に落下する。

　刻印が震え、再び「二者一殺の時」を告げる。頭に響く「殺せ」の呪じゆ詛そ。

　そして──奴やつもまたクリスを殺す衝動に駆られているだろう。

「何たる魔マ力ナ…………！　これほどの『力場』は、大陸でもあり得ん！」

　クリスは思わず息をのんだ。一帯は淡い青に満ちていた。言うなれば青の洪水。まるで幾千もの〝力場の鉱石〟を同時に砕いたかのようだった。

　鎧よろいの重量か風向きのせいか、クリスの着地点がずれる。もちろん、何一つ問題はない。

　クリスはただ一言、〝フォルト風陣〟と呟つぶやく。「力」はそれだけで発動した。

　本来の魔術は、長い詠唱をしない。正式な詠唱は、術者本人の力量不足をカバーするためにあるのだ。魔術を使う初心者は、常にそこからスタートする。

　高位の魔術師は、そうした詠唱を省略して自らの力だけでマナを集積させ、力を発揮させる。

　今、クリスの周囲には大量のマナが満ちている。

　言うなれば、高位の魔術師が全力を振り絞って集積させる量のマナが、人工的にクリスの周囲に集まっているのだ。

〝フォルト風陣〟が発動する。

　地面に激突する直前、圧縮された分厚い空気がクリスの周囲を包んだ。高く積み上がる瓦が礫れきが、枯葉のように吹き飛ばされ、魔法剣士はゆっくりと着地した。

　その光景は、こちらの人間には反重力デバイスを使ったように見えたかもしれない。が、それは「最先端の科学」ではない。

　では、何なのか？

　紛れもなく正真正銘の魔術だ。

　デスゴーレムはアリを殺す子どものように乱雑に踏ふみ潰つぶす。絶望的な轟ごう音おんが夜の静寂を破壊する。しかし〝ラ疾ボ駆ラのー乱ド神〟で加速したクリスには無意味な攻撃だった。傷一つついていなかった。

「……それにしても、殺すには面倒な図ずう体たいだな」

　クリスが『着火ダ・グエン』と呟つぶやくと、奴やつをぐるりと囲うように、八つの炎が出現した。




　──最果ての神「ワルシュタット」よ。簒さん奪だつの時は来たれり。




〝ワルシュタット簒奪神の円環〟が発動すると、中心にいたデスゴーレムは青白い炎に包まれ、見る間に縮小していく。それはちょうど、奴やつがＥＢ‐００１の火力を喰くって巨大化した時と真逆の状況だった。奴やつは火力をマナに変え肉体を強化させた。今は、マナで強化された奴やつの肉体が「簒さん奪だつ」されているのだ。

　巨体が消滅し、デスゴーレムは元の姿に戻る。

「さて、今度こそ貴様を殺す……」

　セリフとは裏腹に、クリスは表情一つ変えずに剣を振る。

　切っ先から繰り出される衝撃で、デスゴーレムの左腕が根本から切り落とされた。

〝ア痛イ覚オ挿ン入〟

　続けざまにクリスは呪文を唱える。

　それは絶望と狂気の呪文だ。心も痛覚も持たない種族のモンスターに、一時的に「痛み」という感覚を強制的に認識させる、拷問用の魔術だ。

　次の瞬間、デスゴーレムが急にもがきだす。切り落とされた腕がデスゴーレムに「苦痛」を与えているのだ。もはや攻撃どころではなかった。

　地面をのたうち回り、うめき声を上げる。這はいずり、クリスから逃げようとする。

　クリスは拳を叩たたきつける。

　人間に仇あだをなしたことを、骨の髄ずいまで後悔させるために。

「泥人形よ、痛いか。苦しいか？　……これが、人間の痛みだ。思い知れ」

　奴やつの脚を摑つかみ、可動部を逆に折り曲げる。内部で「ごぎり」と鈍い音がした。粘土でできた肉体の内側の骨格が破壊され、左脚は使い物にならなくなる。

　デスゴーレムは震えている。

　奴やつは今、自分が殺される恐怖を感じている。

　これが力だ。

　これが力で奪われることの絶望だ。

「殺す。聖別の祈りはない」

　デスゴーレムは悪あがきをする。右腕と右足だけで這はいずり回まわり、近くにあるコンクリートの塊を投げつける。その様子は、滑稽でもあった。

　デスゴーレムは逃げる。必死で距離を取る。

　──何かを考えている。

　クリスの直感はそう告げていた。あるいは苦し紛れかもしれない。しかし、油断はしないほうが良いいだろう。

　敵は、想像以上に知性が高い。ただの泥人形ではないのだ。

　防御の構えを取りながら、ゆっくりと前進する。

　一足飛びに間合いに入って斬撃を叩たたき込こむことは容易たやすい。

　だが、奴やつの一撃は危険だ。

　どれほどマナが満ちていようが、それは同じことだ。

　奴やつの一撃は常に致命傷になりうるのだ。

　しばしの間、クリスは冷静に奴やつを観察する。

　──すると、奴やつの脚部が内部で異様な音を立てた。

　へし折ったはずの関節が、一瞬で元に戻ったのだ。

「…………やはりな。油断して間合いに入った瞬間を狙っていたのだろう。〝ア痛イ覚オ挿ン入〟如ごときの痛みでどうにかなる相手ではない」

　攻撃力、防御力が並外れて高いうえに、狡こう猾かつな知性を兼ね備えている。判断を間違えていれば殺されていただろう。

　デスゴーレムは立ち上がり、クリスに向き直る。

　残された右腕だけで瓦が礫れきとなった地面を弾はじき飛とばす。簡易の防護魔法では防ぎきれない。クリスはそう判断する。

　だが回避動作は取らなかった。逃げ道が一つしかない時、逃げる先には奴やつの攻撃が待ち構えているからだ。敢あえて真正面からダメージを受け、回復魔術で即座に回復させた。

　殺到するコンクリートの塊が途切れる。再び奴やつに肉薄する。

　斬るか潰つぶされるかの接近戦。肉薄、回避、斬撃、転回。いかに魔術で速度を高めても、敵の装甲と体力は並外れている。神経がすり減るような鋼と拳の応酬だ。

　クリスは奇妙なことに気づく。奴やつが繰り出す攻撃の「何か」が違う。これまでの戦闘に比べると、敵の踏み込みが浅く、反応の速度も遅いのだ。

　疑念が過よぎる。奴やつは何かを考えている。それが何かは分からない。

（まただ。……何を考えているんだ？）

　デスゴーレムが後ずさる。合理的でない方向に体を捌さばき、ポジションを変えていく。




　　　　　＊




　隔壁の内側を一望するビルに二人ふたりは退避していた。太陽が遠い地平の向こうから昇ろうとしている。もちろん眺めを楽しむ余裕などない。遠と羽わは苛烈を極める戦闘に見入り、出す言葉もなかった。

　戦闘エリア内には三十本ほどの野の良らの制御塔がある。その制御塔から出力される高濃度の「マナ」があるので、戦局はクリスが優位だった。

　が、化け物は頑丈だった。何度クリスの攻撃が成功しても、びくともしない。

「私わたし達たち、あんなのと戦おうとしてたの……」

　まさに文字通り異次元の戦闘だった。どれだけ強力な〈攻性プログラム〉を発動できたとしても、その運用が拙ければ意味がない。クリスの戦いは、その事実をまざまざと突きつけるようだった。「プログラムの行使」と「殺し合い」は別物なのだ。

　さっきから千ち紗さがタブレット型の端末の画面と戦闘を注視している。遠と羽わの言葉にも返事がない。

「ちょっと千ち紗さ。あんたさっきから何やってるの」

「…………非常にまずい状況です」

「そう？　クリスが押しているように見えるけど」

「違うんです。『振動数129848vpm』の減少ペースがおかしい。クリス君が過剰に魔法を使っているし、いくつかの制御塔が機能不全に陥っています」

　千ち紗さのタブレット端末に表示されるのは、設置した野の良らの制御塔のモニタリングデータだった。その画面が描画するグラフが下降曲線を描いていた。

「現時点で制御塔が二本、破壊されています。……十本の制御塔の出力が落ちています。やっぱり、野の良らの制御塔では限界がありますね」

「……まずいわね。クリスは気づいている？」

「気づいた頃──マナを使い果たした頃には手遅れでしょう」

「それじゃあ、早く知らせなきゃ」

　遠と羽わは自らの端末に手をかける。しかしその行為に意味がない。生きるか死ぬかの戦いをしている時に通話などできるはずがない。

「それに攻撃パターンにも変化が。奴やつは、知っているのかもしれない……」

「何それ？　あの化け物は制御塔の位置を計算しながら戦ってるってこと？」

　あの軽率な千ち紗さが初めて張り詰めた顔になる。「怪力だけの泥人形」という認識は、間違いだったのだ。状況は水面下で変化しつつあった。この場に留とどまる訳にはいかないのだ。

　作戦を変更しなければならない。

「仕方ない。私はクリスの援護、千ち紗さは壊れた制御塔の修復ね」

「制御塔、そんなに頑丈じゃないので期待はできませんが。修理よりは、一刻も早く奴やつを倒すことを考えるのが先ですね。……そうだ。私の素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルを貸します。認証を入れたままにするので、そのまま使えます」

「ダメよ。これじゃあんたは丸腰じゃない」

「大丈夫。これは予備ですから。それに遠と羽わさんこそこれを持っているべきです」

　確かに、デスゴーレムの攻撃を「壁」を使わずに凌しのぐのは不可能だ。そして怪け我がをすればまたクリスの足手まといになる。

「素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルの貸し借りは厳禁だけど……今はそうするしかなさそうね」

　千ち紗さはヘアピンの金具をはずし、遠と羽わの髪に挿した。

「急ぎましょう。マナが予想以上に早く減っています」




　　　　　＊




　クリスも異変に気づきつつあった。「省略詠唱」で圧倒的な効果を発揮していた魔術が、通常の威力に戻ってきているのだ。

　このまま持久戦に持ち込まれれば、再びマナが枯れるかもしれない。認めたくないが、マナが枯こ渇かつしている場所での接近戦ではデスゴーレムに分がある。

（だが、なぜマナが減っているのだ？）

　次の瞬間クリスの疑問が氷解する。

　デスゴーレムが突進する。真っ正面から受け止めるのは不可能なので、クリスはそれを躱かわす。その先には、野の良らの制御塔があった。

　制御塔がまた一本、破壊された。

「こいつ……！　それが狙いだったか」

　クリスはそこでようやく奴やつの狙いに気づく。さっきまでの奴やつの妙な立ち振る舞いは、それが狙いだったのだ。表だって制御塔を狙えば、戦いは「制御塔を巡る攻防」になる。そうなれば分があるのはクリスだ。だから奴やつは、戦闘の中で巧妙に制御塔を破壊していたのだ。そして知らず知らずのうちにクリスはマナを失ってしまったのだ。

　まだ制御塔は残っている。だがこのペースは危険だ。そして、奴やつは制御塔の位置を把握している。何な故ぜならば今の制御塔は「マナの源泉」そのものなのだ。制御塔という「金属の柱」は奇妙な形をしているが、そこから湧わき上がるものが何であるかは「ガルフレイド大陸の住民」であれば、直感的に分かる。マナだ。

　奴やつの進行方向を遮るようにクリスが立ちはだかる。

　剣を叩たたきつけ、どうにか進路変更をさせようとする。

　しかし伏兵は最悪のタイミングでやってくる。

　クリスは足を摑つかまれた。全身に悪お寒かんが走った。切り落としたデスゴーレムの左腕が、クリスを摑つかんでいたのだ。

　一瞬で視界が回転し、地面に叩たたきつけられる。それでも左腕はクリスを離さない。脳のう震しん盪とうが起こり、前後左右の感覚が吹き飛ばされる。簡易的な回復魔法を全身に施す。しかしダメージが大きい。マナが足りない。回復させるだけの時間が足りない。

「殺す──！　殺す──ッ!!」

　クリスは左腕に翻ほん弄ろうされる。まるでこのタイミングを狙っていたかのようだ。

　だがデスゴーレムは追撃をしない。本来であればクリスを仕留める絶好のタイミングなのに、だ。奴やつは切り落とされた「左腕」を捨て石に、制御塔を破壊しようとしている。

　どうにかして左腕を破壊した時には既に、奴やつは遠くに行っていた。回復魔法を後回しにクリスは追走する。

　クリスは絶望的な光景を見た。奴やつはクリスをあざ笑うかのように、制御塔を破壊していた。

　しかも、切り落としたはずの左腕が再生していた。

「クリス！　あと一本よ！」

　鋭い女の声。遠と羽わだった。一本の制御塔がビルを背にしてどうにか立っていた。フレームがひしゃげ、マナが出ているかも怪しい。もはや使い物にはならないレベルだ。

　遠と羽わがプログラムを発動し、デスゴーレムを吹き飛ばした。重量級の化け物が制御塔から離される。

「やめろ！　危険だ！」

「ここにあるので最後よ！　さっさと勝負を決め──」

　制御塔に立ちはだかる遠と羽わに、デスゴーレムは容赦なく瓦が礫れきを吹き飛ばす。耳を聾ろうするような轟ごう音おんと土煙、視界が完全に遮断された。

　脳裏にはさっきまでの遠と羽わの姿が焼き付いていた。

　──完全に直撃したはずである。

　憎ぞう悪おと殺意にクリスの意識が飛ぶ。無意識のままでクリスは奴やつに突撃する。制御塔よりも、ずっと大事なものが失われた。その事実がクリスを突き動かす。

　故郷の地獄が、燃えさかる炎が──ルカの亡なき骸がらが脳裏を過ぎる。

　同じ光景が繰り返されようとしている。

　それだけは、何としても避けねばならない。

　しかしデスゴーレムはここに来て圧倒的な膂りよ力りよくを発揮する。

　この世界にはマナが存在しないことをデスゴーレムも知っていた。だが、敵はこうしてマナを使っている。使っているからには、理由がある。奴やつはその原因を探していたのだ。

　その原因を破壊した時が、デスゴーレムが本領を発揮する時なのだ。

　故にこれまで、奴やつは力をセーブしていたのだ。

　奴やつが右腕を地面に叩たたきつける。地鳴りとともに倒壊するビル。最後の制御塔の機能が喪失する。

　クリスの〝魔ま導どう機き構こう〟が震える。大気中のマナを吸収し「力」に変換する。奴やつを殺すための魔力として出力する。

　剣を叩たたきつける。もはや剣術などと呼べるレベルではない。力押しだろうがなんだろうが、奴やつを叩たたき潰つぶし殺さなければならない。

　デスゴーレムが横よこ薙なぎに腕を振った。命ごと刈り取る一撃をクリスは真正面から受け止める。マナで生成した剣がたわみ、軋きしみ、折れそうになる。全身の骨が歪ゆがみ、軋きしみ、粉砕しそうになる。剣が持ちこたえる。骨がボロボロになる。問題ない、こんなものは回復させれば済む。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──────────────!!」

　がら空きになった頭上に渾こん身しんの一撃を叩たたき込こむ。「ギイイイン」という金属と土つち塊くれの衝突音。それでも奴やつは倒れない。

　次はがら空きになったクリスの頭上に右足が迫る。完全に無防備だった。

　そしてやってくるのは衝撃波だ。クリスはあさっての方向に吹き飛ばされ、地面に叩たたきつけられる。回復魔法は追いつかない。満まん身しん創そう痍いだ。

　右手には剣、左手には回復魔法。戦士としての本能だけでクリスは反射的に立ち上がる。

　遠と羽わが立っていた。

　鬼のような形相でクリスを睨にらみつけている。衝撃波はデスゴーレムの攻撃ではなかった。遠と羽わが両者をまとめて吹き飛ばしたのだった。

「馬ば鹿かクリス！　頭冷やせっての！」

「遠と羽わさん────」

「まだ生きてるっての！　千ち紗さが今、ぶっ壊れた制御塔直してるから、もうすこしがんばりなさい！」

　クリスは切り替えられない頭をギリギリと切り換える。遠と羽わが生きていた事実に安心するのは後でいい。

「制御塔の残りはゼロ。現在修復中。理解した？」

「理解した」

　だがこのままでは同じことだ。いくらマナを補充したところで、奴やつが制御塔の存在を知ったからには、同じことが繰り返される。

（どうすればいい……？　体力も限界だ……）

　満まん身しん創そう痍いのクリスは考える。戦うだけで精一杯だ。まともな思考ができるはずがない。だからクリスは「まとも」でない結論に辿たどりつく。

　──活路なのか地獄への一本道なのかは、賭けてみなければ分からない。

「……遠と羽わ。制御塔は何個直せる」

「分かんない！」

「だったら千ち紗さに伝えてくれ。制御塔を八つ準備してくれ」




　　　　　＊




　遠い所から爆音がした。千ち紗さは思わず修理の手を止めてしまう。ステルス通信で遠と羽わに問いかける。


〈遠と羽わさん！　大丈夫ですか！　今の音は!?〉

〈──防性プログラムで命拾い。千ち紗さのおかげね。制御塔、直りそう？〉

〈パーツの組み合わせが面倒で[image: さんてん][image: さんてん]〉



　千ち紗さは制御塔の残ざん骸がいをどうにかして組み合わせようとしている。鉄てつ屑くずになった制御塔をさらに分解し、生き残ったパーツを探しているのだ。


〈ほとんど死んでます〉

〈あとどれくらいでできそう？〉



　絶望的だった。あの化け物の攻撃力は規格外だった。決して野の良らの制御塔も脆ぜい弱じやくな造りではないはずだが、ほとんどが致命的なダメージを受けていた。塔の中心にある、コア部分の基盤さえも粉砕されていた。


〈直している間に朝が来るレベルです〉

〈こうなったら仕方ないわね。[image: さんてん][image: さんてん]始末書で済めばいいけど。千ち紗さ。分かってるでしょ〉



　秘ス匿テ通ル信ス経由で頭に響く遠と羽わの声は、覚悟が決まっていた。やはり遠と羽わは最初からそのつもりでいたのだろう。特区の素子制御システムに侵入し、正式な制御塔から「マナ」を出力するのだ。


〈特区の制御塔にはメンテナンス用のシステムが組み込まれている。そこから特区の基幹システムに入れるでしょ〉

〈[image: さんてん][image: さんてん]重大なセキュリティ事件になりますね〉

〈千ち紗さだってこうなるのを望んでいたんじゃないの？〉

〈そうですね。謹慎になったらどっかに遊びに行きましょう〉

〈ええ。ずーっと遠くの海に行きたいわ〉



　軽口とは裏腹に千ち紗さの頰を冷たい汗が伝う。制御塔は特区の重要インフラだ。特に、中央制御されている「基幹制御塔」と呼ばれる高出力の塔のセキュリティは厳重だ。子どものイタズラではすまされない。


〈このままじゃあいつ、かなりヤバイかも[image: さんてん][image: さんてん]え？　何？　八本？　八角形？〉



　遠と羽わが誰かと会話をする。ステルス通信での会話は集中力を必要とする。頭の中で発した「声」と、実際に話す「声」が混線しているのだろう。


〈遠と羽わさん、クリス君との会話が漏れてます〉

〈分かってるわ。とにかく野の良らの制御塔が死んでるなら、残りの手段は一つだけよ〉

〈やるしかないですね〉



　千ち紗さは立ち上がる。破壊された制御塔を放置し、特区の制御塔を探す。

　頑丈で高出力で、死ぬほどセキュリティが堅い奴やつだ。




　　　　　＊




　奴やつが待つ訳がない。むしろ奴やつはこのタイミングを待まち侘わびていたのだ。序盤はマナの量にモノを言わせ、攻撃の手数でクリスが圧倒していた。その恨みを晴らすように、敵は重量級の拳を繰り出してくる。

　マナが足りない。マナが足りないということは力が足りないということで、だとしてもクリスは負ける訳にはいかない。

「クリス！　しっかりしなさいよ！」

　遠と羽わがクリスに発破をかける。

　デスゴーレムの殺意は未いまだクリスに向けられている。二者一殺の刻印の影響もあるが、奴やつは遠と羽わの「壁」を壊せないと判断したのだろう。故に先にクリスを殺そうとしているのだ。

　──あるいは、クリスを殺した後で殺すつもりなのかもしれない。

　魔ま導どう機き構こうが唸うなり、魔力が生成される。いつまで持つか分からない。俺はもう駄目かもしれない。遠と羽わさんは逃げろ。その言葉をクリスは吞のみ込こむ。言ったら最後、死の淵ふちに自分自身が吞のみ込こまれてしまうような気がしている。

　左右から挟み込むように拳が繰り出される。上体を反らして難を逃れる。体が後傾したところに突進。体を右に転がす。躱かわしきれない。今度こそ血が流れる。激痛、出血。脳内で何かが危険信号を発する。無視だ。そんなものに耳を傾けていたら、命がいくつあっても足りない。

　遠と羽わが泣きそうな声で叫ぶ。遠と羽わが泣くくらい自分は深刻な状況にあるのか？　クリスはそんなことを思う。もはや痛みはなかった。自分の状況を確認する余裕もなかった。

　体勢を立て直し、一撃を食らわせる。一瞬の隙を狙い、腕の小回りが利きかないポジション、懐ふところの奥深くに滑り込む。二度、三度と剣撃を打ち込み、首をへし折られる直前で離脱する。

　──省略詠唱。マナが破れた血管をつなぎ止め、筋繊維を辛かろうじて復活させる。ヒビが入った骨を固める。痛みはまだ残る。痛いうちは問題ない。死んだら痛みを感じられないのだから。

　マナが残っている限り戦う。その意志が残っている限り、クリスは剣を振る。敗北の二文字はない。

「八つよ！　八つ！　急いで！」

　遠と羽わの叫び声。誰かと話しているようだ。八つ？　何が八つなのだ、とクリスは疑問に思う。自分で注文した記憶も飛んでいた。




　　　　　＊




　ガーディアンの認証キーを使い千ち紗さはメンテナンス用の扉を開けた。千ち紗さは制御塔のメンテナンスをする「仕事」も割り振られているのだ。

　それにしても、こんな時にメンテナンス用の認証キーを使うことになるのは、皮肉が効いている、と千ち紗さは思う。

　扉を開けるとキィイイイインという耳みみ障ざわりな音がした。

　特区の正式な制御塔は、通常の〈素子〉を絶賛出力中だった。千ち紗さは制御塔と自分の端末を接続する。そして端末は千ち紗さの「網膜ディスプレイ」と無線接続する。

　今の千ち紗さにはメンテナンス用の権限しかない。できることと言えばせいぜい制御塔のログデータの閲覧か再起動、稼か働どう状況のモニタリングくらいだ。が、通常の「部活動」の中で千ち紗さはいくつかのセキュリティホールを発見していた。レポートするつもりだったが、後回しにしていたのだ。もちろん悪意はない。

　何な故ぜなら千ち紗さは特区の安寧と秩序を守る、ガーディアンなのだから。

　システム内部に入る。視界が切り替わる。三半規管が破壊されそうなレベルの目め眩まい。千ち紗さは数十のシステム管理画面を同時に開いた。網膜ディスプレイいっぱいに画面が表示される。流れていく文字列、リアルタイムで監視される素子制御データ。ゼロとイチの奔流を千ち紗さは全身で受け止める。吐き気がするほどの大量のデータだ。全てを追い切れないが、突き崩すべき一点がある。


〈[image: さんてん][image: さんてん]千ち紗さ！　まだなの？〉

〈今やってます[image: さんてん][image: さんてん]！〉



　不具合データのレポート画面を開いた。本来「制御塔」の内部に不具合レポート送信画面は不要だ。だがシステムを導入する際に、全ての制御塔にその機能が一括で組み込まれてしまい、そのまま残っているのだ。恐らくこの事実に気づいているのは、特区の中でも千ち紗さを含めた数名だけだろう。

　そこに大容量の動画データを送信する。システムが一旦フリーズし、別のログイン画面が現あらわれた。中央制御システムのログイン画面だ。


〈マナの量は少なくてもいいの。とにかく八つの制御塔ってあいつが──〉



　戦闘の様子は千ち紗さにもリアルタイムで伝わってくる。第一に、そもそも遠くから聞こえる戦闘の爆音は激しさを増している。第二に、遠と羽わの無意識のうちに発する声がステルス通信から漏れ聞こえる。第三に、それは余りにも痛々しいまでの悲鳴だった。〈死なないで、クリス、お願い〉と遠と羽わの涙声が、千ち紗さの意識に流れ込んでいる。

　ログイン画面を突破しシステムの中に入る。セキュリティに気づかれないように慎重を期して、素子モードの管理サーバーに辿たどりつく。まずは一本。目の前にある制御塔の素子モードを変更するのだ。マナの振動数──129848vpm──の数値を打ち込む。

　目の前で稼か働どうする制御塔の音が変わった。千ち紗さには見えないが、制御モードが変更されたのだろう。マナが出力されているのだろう。




　視界がブラックアウトした。




　次の瞬間、全ての接続が中断された。セキュリティに気づかれたのか。あるいは誰かが強制的にアクセスを遮断したのか。それは不明だ。慌てて管理画面を起動し、同じ手順を繰り返す。

　駄目だった。

　管理権限を奪えたのは、たったの一本だった。

　目の前の一本から、マナが出力されているだけだった。


〈遠と羽わさん、ごめんなさい[image: さんてん][image: さんてん]。一つだけです。一本だけしか、できませんでした〉



　敗北だった。

　そもそも最初から勝てる戦いではなかった。制御塔という、特区の重要インフラのセキュリティを破れるはずがないのだ。

　しかし、そんなものは言い訳だ。

　力が足りない。

　能力が足りない。

　故に千ち紗さは特区のセキュリティに敗北したのだ。


〈私にもっと力があれば[image: さんてん][image: さんてん]〉

〈ちょっと千ち紗さ！　諦めるのはまだよ！　あなたはいつから敗北主義者になったのかしら!?〉



　それでも遠と羽わは強かった。諦めなかった。


〈ここで折れたら、クリスも私もおしまいよ。重力兵器が発動して街も終わる。何か方法があるはず────〉

〈でも[image: さんてん][image: さんてん]今のままじゃ〉



　考えろ、と遠と羽わは言う。だがこの状況をどうすればいいのだろう？　千ち紗さの頭はこれまでにないほどに混乱する。あらゆる情報が錯さく綜そうし、頭が破裂しそうになる。


〈千ち紗さ、落ち着いて考えなさい。いつものあんたなら、きっと最低最悪の悪戯クラツキングができるはずよ!!　一本でも生きてるなら、何とかなるわ!!〉



　こうする間にもクリスは追い詰められ、発破をかける遠と羽わの悲痛な「意識」はダダ漏もれで、それ故千ち紗さは頭を抱え、悪知恵を一滴残さずギリギリギリギリと振り絞り、そして、

　──思い出した。

　特区では素子の濃度を一定に保つために、各制御塔の間で「素子」を融通しあう非常用のバイパス回路を確保している。素子を輸送する「パイプ」が地下を走っているのだ。

　つまり、「マナ」を生成しているのは一本の制御塔だが、そのマナを八つの制御塔に分配すればいいのだ。

　千ち紗さは管理用の通常画面をもう一度立ち上げ、周辺の制御塔の位置を確認する。

　遠と羽わは八つと言っていた。八角形をつくれと言っていた。その意味するところは不明だ。が、クリスがそう言うからには何かがあるのだろう。そう信じるしかない。

　全ての制御塔の管理権限を奪う必要はない。「ある信号」だけは、ノーチェックで制御塔が受け入れるのだ。

　千ち紗さは八つの制御塔に「非常訓練モード：素子残量ゼロ」のダミーデータを流した。もちろん噓うそ八はつ百ぴやくだ。だが八本の制御塔はものの見事に騙だまされる。制御塔は非常事態を受けて緊急バイパス回路を開放する。次の瞬間、千ち紗さは「マナ」を流し込んだ。




　しかし千ち紗さは、表示される「必要時間」に愕がく然ぜんとした。
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「あと三分よ！　時間を稼いで！　逃げなさい！」

　遠と羽わの叫び声にクリスは絶望した。

　三秒あれば死ぬ場面での三分は永遠にも等しい。

「クソが…………！」

　高校の裏手の森に逃げ込んだ。生えている木が、多少なりともデスゴーレムの速度を落とすだろう。そう考えての咄とつ嗟さの判断だった。

　しかしデスゴーレムは樹木をなぎ倒しながら戦車のように疾駆する。倒される木々はまるで紙細工のようだ。

　激しい動きに呼吸が追いつかなくなる。

　マナは薄まり、魔ま導どう機き構こうに溜ためられているマナの減りも異様に速い。

　体の動きが鈍り、思考も止まりそうになる。

　逃げろ。

　逃げろ。

　逃げろ。

　──限界か？

　──これが俺の、限界なのか？

　それもそうだ。戦闘が始まったのは真夜中だ。なのにもう夜が明けようとしている。その長い戦いが、終わろうとしている。

「あと十秒！」

　十秒も？　悲鳴のような音を立てて、木々はへし折れる。デスゴーレムはそんなことはおかまいなしに、地面を震わせながらクリスに迫る。

　意識が遠ざかりそうになる。ここまでして戦う意味とは？　クリスの中に疑問が浮かぶ。心が折れる兆候だった。

「クリス！　聞きなさい！」

　遠く離れた場所から遠と羽わが叫ぶ。こんな時でも遠と羽わの声はやけに耳に響く。

「あんたのオーダーはクリアした！　八本よ！　後は任せた！」

　遠と羽わが天高く腕を突き上げる。拳の向こうには八本の制御塔があった。

　大気中にマナは満ちていない。あれほど充満していたマナは今や枯こ渇かつしている。

　が、必ずしも「絶対量が不足している」訳ではない。

　クリスは、そこに懸けたのだ。

『着火ダ・グエン』

　言葉に呼応するように、制御塔の先端が炎上した。それはただの炎ではない。儀式で用いるマナの炎であり、魔力を増幅させる「呪具」だ。

　クリスは「マルヴァ」の刻印を虚こ空くうに描く。

　同時に八つの炎が連結し、同じく「マルヴァ」の刻印が大地に刻まれる。クリスを中心として、青く眩まばゆい魔術領域が生成された。





　世界はマナに満ちている。

　神の恩おん寵ちようにして悪魔の手先。

　その実体は表裏一体の貨幣──すなわち「力」。

　マナの根源にして原初の神「マルヴァ」よ。

　我が血潮と魂をここに捧ささげる。

　乞うなり。我が剣に力を与えよ。

　邪悪を滅し、正義を貫徹する「力」を与えよ。






　大気中のマナが刻印の中心に降り注ぐ。クリスの剣が猛烈な速度でマナを吸収する。剣の重量が指数関数的に増加する。同時に剣は浮力をまとう。剣それ自体に魔力が備わることで、超重量級の剣は異様なまでに軽くなる。

　もはやそれは剣と呼べる代物ではなかった。デスゴーレムの巨体を遙はるかに超える超重量級の剣が、宙に浮いているのだ。言うなれば、マナで錬成された兵器だ。

　デスゴーレムが叫ぶ。兵器の発動を目前に、奴やつは足あ搔がいているのだ。

　腰を落とし剣先を奴やつに向ける。剣が自動的に照準を奴やつの胴体に合わせた。

「最後だ！」

　真正面からぶつかるように突進する。

　殺す。

　その強い意志が引き金となり、剣が起動した。剣はマナを盛大に消費して一気に加速する。持ち主さえも灼やくような熱を放射しながら、殺すべき敵めがけて突き進む。

　クリスが加速する。もはや戦術も剣術も不要だ。剣と一体化した己という武器を、奴やつに叩たたきつけるのみだ。加速させる燃料は、己の魂だ。

　二者一殺の刻印が震える。あの日刻んだ「因果」は異世界で結実する。刻印はデスゴーレムかクリス、どちらかが死ぬことで消滅する。

　コンマ数秒に満たない刹那、クリスの脳裏には故郷での暮らしが、奪われた故郷が、地獄のような訓練の日々が走そう馬ま燈とうのように流れていく。『馬ば鹿か野郎！』鬼教官のアードベッグの声が聞こえた気がした。『戦闘時の心得を言え！』それがアードベッグの口癖だった。彼我の実力を見極め、勝てる戦いに徹しろ、というのが答えだ。だが戦わなければならない時に、戦うこと以外の選択肢はない。アードベッグに怒鳴られようが、それだけは譲れない一線だ。

　デスゴーレムが先制する。拳を繰り出す。しかし拳は剣先が触れた瞬間に崩壊した。

　剣がさらに突き進む。奴やつに抵抗する術すべはなかった。

　極大級の「兵器」が奴やつの胴体に風穴を開けた。

　──まだだ。

　反対側に突き抜けたクリスは、さらに体を反転させて向き直った。

「──────────殺す！」

　剣の加速力を活いかし、剣を横よこ薙なぎに振る。

　デスゴーレムの体が上下に切り離された。

　横に流れた剣を強引に天高く持ち上げ、真上から振りおろす。

　デスゴーレムの体が左右に切り離された。

　奴やつの肉体を駆動させる核が露ろ出しゆつした。どす黒く禍まが々まがしい色と形をした核は、まだ魔力を蓄え込んでいるようだ。追撃。クリスは無心で剣を叩たたき込こむ。「核」が押し潰つぶされ、破裂した。
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　次の瞬間、デスゴーレムを構成していた土の塊が分解した。体はただの砂になり完全に形を失った。

　そして──二者一殺の刻印が消滅した。




　全てを使い果たした。体力も気力も完全に空っぽだ。クリスはばったりと倒れ込んだ。回復を後回しにしていたツケが回ってきたのだ。

　夜が明けていた。東の空は暁に染まり、西の空はこの上なく青く透き通っている。

　剣が砕ける。マナで生成した強きよう靱じんな剣といえど、度重なる戦闘によるダメージが蓄積していたのだろう。

　未いまだに手が震えている。あの巨体を倒したことの現実感が湧わいてこない。

　──もしかしたら、また奴やつが現あらわれるかもしれない。

　不安が一瞬だけ過よぎる。クリスはどうにかして体を起し、周囲を警戒する。もちろんそれは思い過ごしだった。なぜなら遠と羽わが無防備な涙顔で駆け寄って来ているからだ。

　遠と羽わに強く抱き締められた時、今度こそ戦いが終わったのだと理解した。

「クリス、頑張ったね」

　そんな優しいことを言う遠と羽わは、やはり偽にせ物ものなのではないかと思う。

　もちろん口には出さない。かわりにクリスは感謝の言葉を告げる。

「ありがとう。遠と羽わさんのおかげだ」

　遠と羽わはうふふ、と笑って顔を近づける。ほのかに甘い香りがした。クリスの耳元に、いつもどおりのツンとした声こわ色いろが響いた。

「そうよ、私のおかげよ。だからちゃんと感謝しなさい」
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　素子制御プログラム監視機構。それが揖い斐び川かわが所属する組織の名前だ。

　監視機構は表向きは「素子の行きすぎた開発を規制する」組織だが、実際は「素子の開発は正しく管理されている」ことを対外的にアピールするための組織だ。

　グレーゾーンの上にある組織はこういう時に面倒なことになる。この数日、揖い斐び川かわは事態の鎮火に奔走していたが、しばらくは収拾がつきそうもなかった。

「…………大変そうですね」

　と言うのは教師の愛あい川かわだ。時刻は深夜二時。愛あい川かわは、この時間を狙ってオフィスにやってきたのだった。

「先生こそ、こんな時間にご苦労さまです……例の件ですね」

「ええ。一刻も早く生徒の任務を解いてください」

　ガーディアンといっても所詮はただの部活動だ。委員会がガーディアンに依頼をするのは、簡単なパトロールや、制御塔の管理と通常のバグ処理だけだ。危険な目に遭わせることは、当然容認されていない。

「もちろんその予定です。今日きよう付けで二人ふたりを『異世界からの来訪者』の監視任務から外します」

「……問題は、あの二人ふたりが話を聞くかどうか、ですが」

　愛あい川かわがため息を漏らした。揖い斐び川かわには彼女の苦悩がよく分かる。

　一度は二人ふたりを説得し、避難区域まで運んだ。しかし問題児達たちは壁を飛び越え、違法な制御塔を使い、あの化け物と戦ったのだ。

　大人おとなが何を言っても、自じ分ぶん達たちの意志で「監視」を続けるに決まっている。

「そこから先は先生の『指導』次第、ですかね。先生も大変なお仕事だ」

「…………話はもう一つあります。本当の問題は、例のバグですよね」

　特区に突如として出現した未知のバグ──超高度知性体──の情報は、未いまだごく一部の人間にしか知られていない。

　一般的に知られているのは「謎の魔法剣士が化け物と戦った」という事実だけだ。それだけでも十分に問題だが、幸いにして「超高度知性体」に言及する人間は未いまだほとんどいない。

「あのバグをどうするつもりですか」

「放置します。あのバグはただの『モノ』ですから。罪と罰が適用されるとしたら『素子制御プログラム開発者責任法』でしょうか」

「冗談でしょう？　人間ではない『バグ』に罪はないと？」

「お考えは分かります。開発者云うん々ぬんは別にして、どうしてあのバグを放置するのか。破壊すべきではないのか、と。しかし……残念ながらこれは、国と特区の決定です」

「……理解できません」

「委員会は、あのバグこそが研究を前進させる『鍵』になると考えている」

　研究のために危険極まりないバグを放置する、と委員会は言う。理解不能な決定だった。

「理解できないし、信じられません」

「本当です。残念ながら。私は先生の前だと噓うそをつけないんですよ」

「噓うそばっかり……。じゃあ聞きますが、そもそもの原因である〈次元ポート〉はどうするつもりですか？　同じことが起きたら、それこそ大問題です」

「その問題はクリアしています。例のバグが〈次元ポート〉を生成するのには大量の素子が必要ですが、今の特区にそれだけの素子は存在しない」

「……？　どういうことですか。現に〈次元ポート〉は開かれたんですよ」

「あの夜の落雷が原因です。あのせいで、一帯の制御塔が全て初期化されてしまった。それで、同じ種類の素子が一斉に出力されてしまったようです」

　素子の振動パターンは無限に存在している。制御塔はその中から「チャンネル」を固定するように、「オブジェクト」「フォトン」などの十数種類のモードの素子を出力しているのだ。

　あの夜の落雷は、数百本の制御塔を強制的に再起動させた。数百の制御塔が同じタイミングで同じ種類の素子を出力したのだ。その素子を使って名無しのバグは別世界を接続する「次元ポート」を生み出したのだ。

「バグはそのタイミングを狙っていたと？」

「そこまではバグに聞いてみなければ分からない。ですが確実に言えるのは、例のバグは彼の情報を求めている。バグは再び彼の前に現あらわれるでしょう」

　そうして話は振り出しに戻る。

「だから特区はクリス君の監視を続けると？」

　ただし、ガーディアンの監視は解除する。だが、遠と羽わと千ち紗さを止めることはできない。実際問題、限りなく現状維持に近い。

「すみませんが、それだけは許して欲しいところです。特区も委員会も、彼を学校に留とどまらせるつもりでいる。お願いできますか？」

　愛あい川かわは気が重い。クリスがというよりは、クリスがいることによって巻き起こされるだろうトラブルが、今から思いやられるのだ。──が、仕事は仕事だ、と愛あい川かわは割り切ることにする。

「やれ、と言われたら私はやるしかありません。組織ですから」

「組織ですか。お互い大変ですね」

　と揖い斐び川かわが苦笑いをする。何やら同じ境遇を嘆きあうような雰囲気が流れた。

「ええ、大変です」愛あい川かわも相づちをうつ。

「でも先生、悪いことばかりでもないですよ」

「……そうでしょうか？」

「こんなことでもなければ、愛あい川かわ先生と知りあうことはなかったでしょう。もちろん、噓うそじゃないですよ」
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　愛あい川かわが妙に機嫌が良かったことは省いて、遠と羽わはクリスに事情を説明した。

　──あのバグは人じん智ちを超えた知性を持ち、世界を繫つなぐ通路を生成した。委員会はバグが持つ「知性」に価値があると判断し、クリスとともに監視下に置くことにした、と。

　つまるところは現状維持の様子見だ。

「また政治の話か。あのバグを放置して本当に大丈夫なのか？」

　クリスはうんざりした気分になる。一方で、あのバグがいなければクリスが元の世界に戻れないのも事実だ。何とかして確保しなければならない、とも思う。

「特区はあんたを監視するけど、バグはバグであんたを『じっと見てる』かもね」

　遠と羽わが冗談めかして言う。

「……確かに奴やつは、魔術だとかモンスターに興味がある。今もどこかで見ているかもしれないな。だが情報を手に入れた後で、どうするつもりだ？　まさかモンスターを特区に呼び寄せるつもりなのか……」

「たぶん、それはないはずです」

　と千ち紗さが言う。

「バグが求めているものは、あくまでもクリス君の魔術や言葉、向こうの世界の情報でしょうから」

「でも、そうやってバグは情報を蓄えすぎたからあそこまで進化したのよね……」

「小さなバグ」が累積的に素子と情報を集め、この世界に形を伴って出現した。それがあのバグだ。今後、新しい情報を取り込んでいく過程で、バグがどう進化するかは未知数だ。

「特区は、そこまで折り込んで放置しようとしているのかもしれないわね……。研究開発のために、敢あえてリスクを冒そうとしている」

　遠と羽わが不安げな表情になる。表向きとはいえ、特区は外部からの監視を受けながらプログラムを開発している。あのバグがまたとてつもない事件を引き起こさないとも限らないのだ。

　そしてクリスにはまた別の不安があった。

「……それで、結局俺は元の世界に戻れるのか？」

　千ち紗さがうひひひと笑い、その疑問に答える。

「私が必ず戻してあげますよ。あの名無しのバグを確保すれば『（仮称）次元ポート生成プログラム』が手に入る。そうなればプログラムを変更して少量の素子で世界を……むぐぐ……」

　遠と羽わが千ち紗さの口を塞ふさいだ。その話題は危険だ。下へ手たをすれば委員会の人間に連行されるかもしれない。

「きっと大丈夫よ。いつか必ず戻れるわ。分かんないけど」

「何だその他ひ人と事ごとな話し方は」

「だって──」

　あんたに帰られたら寂しいでしょ。なんて遠と羽わに言えるはずがない。

「どうした？　急に黙って」

「何でもない」

「遠と羽わさんは寂しがりやなんですよ」

「うるさいわね」

　そんなことを話しながら、三人は高校の下り坂をたらたらと帰る。

　クリスが無む茶ちや苦く茶ちやに暴れたせいで、ガーディアンの活動はしばらく禁止にされてしまった。

　要するに遠と羽わも千ち紗さも、割と暇なのだ。

　駅の近くに来ると、遠と羽わの目がきらりと輝いた。目線の先にあるのはポップな色の屋台だった。甘く香ばしい匂いが周囲に漂っていた。

「あれは遠と羽わさんが全種類食うと言っていたものだな」

「あんた、まだクレープ食べたことなかったね。食べよっか」

　屋台の中では店員が生地を薄くのばし、器用にくるくると巻いている。トッピングを乗せる手つきも鮮やかだ。

「ふむ。中々興味深い食糧だ」

「クリスも甘いもの好きなの？　意外ね」

　遠と羽わがさりげなくクリスに肩を寄せながら屋台に向かう。

「ずいぶん柔らかそうだが、栄養価は高そうだ。長距離移動の補給に使えるかもしれんな。試してみたい」

「そういうんじゃないから……」

「違うのか？　マナばかりに回復を頼っていると、後がきつくなる。長旅には適切な栄養補給が肝要だと思うのだが」

　ふいにクリスはあの「設定」を思いだす。クリスは魔法剣士ではなく、ポーランドからの転校生なのだ。これは遠と羽わの鉄拳が飛んできてもおかしくない状況だ。

　遠と羽わがため息をついた。

　クリスは無意識に逃げる体勢を取る。が、遠と羽わは何もしてこなかった。

「怒らないのか？　いつもだったら何やかやと言ってくるのではないか」

「もう諦めたわ。情報の隠蔽は無理。あんたが異世界からの謎の剣士だってこと、もうみーんな知ってるから」

「それは怪しいな。どこでそんな情報が漏れたのだ。刺客が潜んでいるやもしれんな」

「あんたねえ……。むしろ情報が漏れない方がおかしいわ。体育の時間だって、無む茶ちや苦く茶ちやな記録たたき出してたじゃない」

　クリスは五十メートル走を「軽く流して」五秒台だった。そして遠投のボールは遙はるか遠くのバスケットリングに入った。ポーランドからの転校生がこんなに野生児のはずがない。

「最初からあんたに普通を求めることが無理だったのよ。だから諦めるわ……。まあ非常識なコトしたらその都度〈攻性プログラム〉を発動するけどね」

　遠と羽わは笑え顔がおを作る。目は笑っていなかった。

「……本当にそれで良いいのか？　先日の戦いは『バグの暴走』ということになっているんじゃないのか。俺とモンスターが戦ったと知れたら……」

　千ち紗さが首を横に振る。

「駄目でした。それはそれは、ふっつーにバレバレです。正義の魔法剣士様が魔法で謎のモンスターをやっつける動画、ネット上で大変なことになってますよ。女の子からの人気がすごいです」

「やれやれ……その辺りの動物を狩ったり謎の毒物を調合するような奴やつのどこが良いいんだか」

「遠と羽わさん遠と羽わさん。そんなこと言っていいんですか？　クラスで狙ってる子、多いですよ？」

「む、それは、」

　遠と羽わが口ごもる。他の女子の影がちらつくのは気に入らないらしい。

「ほらほら、取られちゃいますよ、クリス君」

「うっさいわね」

「私が取っちゃおうかな」

「何言ってるのよ」

　二人ふたりは本人を差し置いて会話に花を咲かせる。その間にクリスはクレープを自分で注文し「携帯端末」で支払いをした。やはりこちらの支払いは便利だとクリスは思う。

　クリスは公園のベンチに座り、クレープを齧かじる。口の中に広がるクリームの甘みとフルーツの酸味がちょうど良かった。遅れてチョコレートの甘みがやってくる。故郷にはない味だ。

「……おお、これは旨うまいな」

「でしょ？　気に入ってくれて良かったわ」

　これは平和の味だ。主食でないものに、これほど贅ぜい沢たくに素材を入れるのは、平和な世界だからできることだ。故郷の人々に食べさせたいものだ、とクリスは思った。

「──ところで、お前は誰だ？」

　クレープを食っている途中、隣に座る千ち紗さを問い詰めた。

「な、何のことですか？　私は私ですよ」

「噓うそをつくな。お前は偽にせ物ものだ」

「何を根拠に。っていうか、どこをどう見れば偽にせ物ものなんですか。意味が分からないです」

「あれだけ俺の魔術を解明しようとしていた奴やつが、そうやすやすと『俺を元の世界に戻す』などと言うはずがない」

「……あんた、またまた頭おかしくなっちゃった訳？　この子、いっつもこんなもんよ？　千ち紗さは千ち紗さじゃない」

「そうですよ。あれは言葉のアヤですよ」

　違う。クリスには最初から分かっていた。クリスの嗅覚は並外れている。時には敵モンスターの位置が分かる程に、クリスの嗅覚は鋭い。そして、千ち紗さからは匂いがしないのだ。

　バグは「クリスの情報を求めている」という話と符号する。

　名無しのバグはクリスを観察する。

　このような手を使ってくることは、十分にあり得るのだ。

「外見は誤ご魔ま化かせても、匂いまでは複製できなかったようだな」

　表情豊かだった千ち紗さの表情が、能面のように固まった。

　冷たい声こわ色いろで「次はもっとうまくやる」と言う。

「ちょっと、千ち紗さ……？　どうしたの？」

　千ち紗さの姿をしたバグが遠と羽わに向き直った。

「本物は部室で作業をしている。危害は加えていない」

「なっ……！　ちょっと！　あんた！」

　遠と羽わが立ち上がりバグに摑つかみかかる。それでも、遠と羽わは判断に迷っているようだった。その「千ち紗さに見える何か」の真偽は、外見だけでは判断がつかないのだ。

「遠と羽わさん、落ち着くんだ。こいつはまだ何もしていない」

「でも……」

　クリスも冷静ではいられない。このバグが全ての鍵を握っているのだ。可能ならば、一刻も早く元の世界に戻りたい。

「名無しのバグよ。何な故ぜお前は俺データを求める？」

「私の『本能』が、情報を求めるから」

　作り物のバグが「本能」と言うのは奇妙な話だった。しかし「作り物」は精巧だ。高度に知性を発達させたバグは「本能」さえもシミュレートしているのかもしれない。

「俺は迷惑している。戻る方法はないのか」

「ない。先ほどの藍あい空そら遠と羽わの説明は正しい。次元ポートを生成するには、莫ばく大だいな量の素子が必要。だから今は不可能」

「……では、先ほどの『百目鬼どうめき千ち紗さ』の発言は、お前の真意か」

「どの『発言』か不明」

「貴様が求めているものは、あくまでも俺の魔術や言葉だけなのか。お前がこの世界に災厄モンスターをもたらすのであれば、貴様を殺す」

「現時点では『戦闘のデータ』は十分に採取した。今は、別のデータが欲しい」

「……！　戦闘のデータだと？　そんな馬ば鹿かげた理由で奴やつと俺を……？」

　やはり──このバグは危険だ。クリスはそう確信する。

「クリス。無意味な会話はやめましょう。バグは最終的には破壊する。もっとも、委員会にそのつもりはないみたいだけど」

「委員会など知ったことか。どこの世界であろうと、災厄をもたらす者は殺す」

　しかし千ち紗さの姿をしたバグは、冷静に言葉を重ねる。

「戦闘に至らない方法はある。私は、あなたの存在データが欲しい」

「……交換条件、という訳か。確かに貴様を破壊すれば俺も面倒なことになる」

　クリスにとってはあまりに苛いら立だたしい話だった。特区での非戦闘と、元の世界に戻れる可能性の代わりに、バグはクリスという存在を観察しようというのだ。

「勝手にしろ。どうせ許可しなくとも、お前は俺を監視するのだろう」

「その言葉は『交渉成立』と理解した」

　バグが姿を変えた。百目鬼どうめき千ち紗さは一瞬にして霧む消しようし、白磁のような肌の少女が出現した。透き通った青い瞳が、クリスの全身をスキャンするようにチカチカと微動する。

「今の関係のままなら危害は加えない。────あなたを、ずっと見ている」




　バグは姿を消し、公園のベンチに遠と羽わとクリスだけが残された。公園には、季節外れの冷たい風が吹いていた。

「……なんかムカつくわー。何なの？　あれ。何が『あなたを、ずっと見ている』だっつーの！」

　遠と羽わは苛いら立だっていた。バグを見抜けなかったのもあるが、妙にクリスとバグの距離が近かったのが気に入らないようだ。

「あれはただのバグよ、バグ」

「何を言っているんだ？」

「何であんなに肌ツルッツルなのよ……」

「遠と羽わさん？」

「うるさい」

　遠と羽わが残りのクレープをもしゃもしゃと口に突っ込み、ツンとした態度で立ち上がる。

「帰る」

「そうだな、帰ろう」

「一人ひとりで帰る」

「……？　家はすぐそこじゃないか。一緒に帰ろう」

「うるさい」

　また意味もなく遠と羽わを怒らせてしまった。クリスには何が何だか理解できない。

　姿を消したはずの「千ち紗さ」が再び二人ふたりの前にやってきた。今度は普通に公園の入口からちょこまかと小走りでやってくる。どうやら本物のようだ。

「いたいた。二人ふたりとも捜しましたよー。って、何ですか？　この険悪な雰囲気は？　倦けん怠たい期きの夫婦みたいですよ？」

「うるさい！　あんた、本物なんでしょうね!?」遠と羽わが凄すごむ。

「な、何を言ってるんですか。私は私ですよ。近いです、遠と羽わさん」

　事情が分からない千ち紗さは完全に困惑していた。殺気を漲みなぎらせる遠と羽わに怯おびえてさえいる。

「全体的に千ち紗さが悪いと思う」

「ええ？　私、いきなり悪者にされてますよ？　クリス君クリス君、これはどういうことですか。説明を求めます！」

　しかしクリスも警戒を解いてはいない。

「第二、第三のバグの可能性もあるな……。確認させてもらう」

　クリスは千ち紗さの手首を摑つかみ、ぐいっと引き寄せた。

「やっ……。な、何をするんですか？　クリス君、放してください」

「おとなしくしろ」

　千ち紗さの体を拘束し、口を塞ふさぐ。こうすればプログラムを発動することはできない。クリスは千ち紗さの首筋に顔を近づけた。

「あっ……」

　思わず千ち紗さは吐息を漏らした。

　プログラムを封じられ、腕力で押さえつけられた千ち紗さに逃れる術すべはなかった。クリスはさらに胸や背中、脇の下に鎖骨の周辺を念入りに確かめる。最初は抵抗していた千ち紗さだったが、次第にとろりとした表情になった。

　もちろん、クリスとしては大おお真ま面じ目めに「確認行為」をしているだけだが。

「大丈夫だ、間違いない。どうやら本物のようだな。そうだ……念のために遠と羽わさんの匂いも確認しておこう」

　振り返ると、遠と羽わはこれまでにないほどの不機嫌な顔をしていた。いや、「不機嫌」どころの騒ぎではない。激怒や憤ふん怒ぬと言ったほうが正しいだろう。

　攻撃の手はずは整っていた。素ウ子エ制ア御ラ端ブ末ルが地獄のように赤い火花を散らし、集積された素子は今や遅しと武力の発動を待まち侘わびている。攻性プログラムの発動は、最終段階に到達していた。

「遠と羽わさん？　どうしたんだ……」

「この、変態が────────！」

　問答無用の一撃が炸さく裂れつする。




　クリスの記憶から、その日の出来事はすっかり抜け落ちてしまった。







　あとがき




　ビキニに鎧、メイドに機関銃、牡か蠣きにポン酢……。何事においても上手くハマる「組み合わせ」には、単純な足し算以上の効果があるようです。

　料理の世界ではこれを「マリアージュ」と言うようですが、この作品もそんな感じで色々と混ぜてみました。

　あとがきから読む方に説明すると、本作は異世界からの魔法剣士が近未来都市で剣を振う物語です。あとラブコメが少々。

　ファンタジーと近未来都市な世界観が交錯してるだけあって、マリアージュと言うよりはごった煮感、闇鍋感のある作品に仕上がってますが、そこは





・誇り高きおとぼけ剣士クリスの奇怪な言動と、ヒロイン遠と羽わのツッコミ。

・いささかせくしーなお胸の女教師や変態サブヒロイン千ち紗さとのあれこれ。

・近未来都市でクリスが剣と魔法をブン回す、違和感＆豪快感。






　なんてあたりを念頭におきさえすれば、おおよそ頭空っぽにして読める……はず。（効果効能には個人差があります）

　また、本編とは別に２０１６年７月号の電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥでは、クリスと遠と羽わの短編がちびーっとだけ掲載されています。短編ワールドではクリスのボケパラメーターが上昇する仕様になっています。




　あいさつが遅れました。

　はじめまして。一いち条じよう景かげ明あきです。

　初めての出版の初めてのあとがきです。しかしながら書きたい物語がある一方で、紹介すべき自己はあまりない事に気づいたので……早々に謝辞です。

　作品をレベルアップさせるべく激アツなコメントをくれた担当の清瀬さん近藤さん。

　お忙しい中、キュートでクールなイラストを描いていただいた冬ゆきさん。

　誤字脱字変態性癖語義矛盾な原稿にチェックを入れてくれた校閲さん。

　他にもこの作品が販売されるまでに、非常に多くの人に関わっていただきました。初の出版で仕事の全体像を把握している訳ではありませんが、それだけは想像に難くありません。

　どうもありがとうございました。




　そして何より、この作品を手に取られた読者の皆さん。

　読んでくれてありがとう。気に入ってもらえれば良いのですが。
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一いち条じょう景かげ明あき

まるで怠惰な駄目人間。週末は自転車乗ったりカメラ弄ったりギター弾いたり文庫読んだり。どうやら肩の関節が人よりも柔らかいらしく、職場の同期からは「妖怪馬鹿関節」などと呼ばれている。
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イラスト／冬ふゆゆき

神奈川県在住の猫と女の子が好きな絵描きです。

気づけば一年も半分過ぎていてプチ浦島太郎気分です。

今年の夏は海に行ってエンジョイしたいと思う今日この頃。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「一条景明先生」係

「冬ゆき先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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